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信州大学・総合理工学研究科の理念と目標 

 

信州大学の理念                               

信州大学は、 

信州の豊かな自然、その歴史と文化、人々の営みを大切にします。 

信州大学は、 

その知的資産と活動を通じて、自然環境の保全、人々の福祉向上、産業の育成と活性化に奉仕

します。 

信州大学は、 

世界の多様な文化・思想の交わるところであり、それらを理解し受け入れ共に生きる若者を育

てます。 

信州大学は、 

自立した個性を大切にします。 

信州大学で学び、研究する我々は、 

その成果を人々の幸福に役立て、人々を傷つけるためには使いません。 

 

信州大学の目標                               

信州大学は、 

その存立の理念に基づき、教育・研究・地域貢献・国際交流において次の目標を掲げます。 

（教 育） 

かけがえのない自然を愛し、人類文化・思想の多様性を受容し、豊かなコミュニケーション

能力を持つ教養人であり、自ら具体的な課題を見出しその解決に果敢に挑戦する精神と高度

の専門知識・能力を備えた個性を育てます。 

（研 究） 

人類の知のフロンティアを切り拓き、自然との共存のもとに人類社会の持続的発展を目指し

た独創的研究を推進し、その成果を地域と世界に発信し、若い才能を引きつける研究環境を

築きます。 

（地域貢献） 

信州の自然環境の保全、歴史と文化・伝統の継承・発展、人々の教育・福祉の向上と産業発

展の具体的課題に貢献するため、大学を人々に開放し関連各界との緊密な連携・協力を進め

ます。 

（国際交流） 

諸外国から学生・研究者を積極的に受け入れ、世界に開かれた大学とし、信州の国際交流の

大きい推進力となります。 

 

総合理工学研究科の理念と目標                       

総合理工学研究科は、信州の豊かな自然環境のもと、地域に根ざし世界に開かれた大学院とし

て、それぞれの専門分野において社会に資する有為な人材を育成するための教育・研究を推進し

ます。幅広い学問分野を含む利点を生かして、学際領域を開拓する進取の気性に富んだ人材を育

成し、広い視野と高い課題解決能力をもつ高度専門職業人を養成することを教育・研究の理念と

します。 

本研究科は、高度な専門知識・技術および周辺分野の課題にも対応した応用力・俯瞰力と批判

的思考力をもつ高度専門職業人、創造性豊かな研究者、および環境調和社会を支える知的素養と

倫理観を備えた人材を養成することを教育・研究目標とします。 

１．教育・研究の理念と⽬標，ディプロマ・ポリシー並びにカリキュラム・ポリシー             
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信州大学・総合理工学研究科の「学位授与の方針」「教育課程編成・実施の方針」 

 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）                   

信州大学大学院  

信州大学大学院では、俯瞰力と独創力を備え、持続可能な価値社会を創造する質の高い高度専門職

業人や、先端的研究を推進する人材を養成するために、以下のように各課程の学位授与方針を定める。 

1．修士課程にあっては、広い視野に立って精深な学識を持ち、専攻分野における研究能力又はこ

れに加えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を修得している。 

2．博士課程にあっては、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他

の高度に専門的な業務に従事するのに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を

修得している。 

3．専門職学位課程にあっては、高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越し

た能力を修得している。 

 

総合理工学研究科 

総合理工学研究科では、以下の知識と能力等を十分培い、かつ、専攻ごとに定められた学位授与方

針に適う知識と能力等を有する学生に「修士」の学位を授与します。 

1．人類、社会の平和的・持続的発展のために、研究者・技術者として科学・技術を発展させるた

めの幅広い見識と健全な倫理観 

2．環境調和社会、知識基盤社会を多様に支える高度な専門知識と実践的技術力 

3．さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力とグローバルな情報発信能力 

4．深い専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説明できる批判的思考力 

 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）             

信州大学大学院  

大学院課程における教育課程編成の方針 

1．信州大学大学院は、研究科及び専攻の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を自ら開

設するとともに、研究指導の計画を策定し、体系的に教育課程を編成します。 

2．信州大学大学院は、教育課程の編成に当たっては、専攻分野に関する高度の専門的知識及び能

力を修得させるとともに、当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養を涵養するよう適切に配慮

します。 

大学院課程における教育課程実施の方針 

1．信州大学大学院は、専門性の一層の向上を図り幅広い学識を涵養するため、コースワークを充

実させ、コースワークから研究指導へ有機的につながる体系的な教育を行います。また、各研究

科の「学位授与の方針」に定めた、修了時までに修得すべき知識・能力等がカリキュラム体系の

なかでどのように養成されるのかを示すため、シラバスで「学位授与の方針」で定められた知識・

能力等との対応を示し、それら諸能力等を修得するプロセスを履修プロセス概念図で示します。 

2．信州大学大学院は、学生個々人の主体的で活発な勉学意欲を促進する立場から、授業時間外の

多様な学修研究機会を通じ、諸課題に積極的に挑戦させます。 

3．信州大学大学院は、成績評価の公正さと透明性を確保するため、成績の評定は、学位授与の方

針に基づき各科目に掲げられた授業の狙い・目標に向けた到達度をめやすとして採点します。 

【評価方法】 

・講義科目においては，理解度を見る筆記試験やレポート，参加度により，授業達成目標への到達

度を判定します。 

１．教育・研究の理念と⽬標，ディプロマ・ポリシー並びにカリキュラム・ポリシー             
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・演習，実験，実習，実技科目においては，試験やレポートに加え，参加度や発表内容，実技等を

通して，授業達成目標への到達度を判定します。 

・授業達成目標への到達度は，可能な限り複数の評価手段によって判定します。 

4．信州大学大学院は、修士課程及び博士課程の学位論文審査体制を充実させ、厳格な審査を行い

ます。 

 

総合理工学研究科 

総合理工学研究科は、高度専門職業人、研究者等に必要とされる高度な専門知識・技能、倫理観、

実践力、情報収集・分析能力、情報発信能力及び批判的思考力を身につけることを目標として、学

位論文の作成を中心に、講義、演習、実験、実習等からなる専門性の高いカリキュラムを策定して

います。カリキュラムの実施にあたってはコースワークから学位論文作成へ有機的につながる体系

的な教育を行います。加えて、本研究科が幅広い学問分野により構成されているという利点を生か

して、分野・専攻を超えた学際的な共通科目を設定することで、高い専門性と総合性のバランスを

確保し、深い専門性と近傍分野における課題解決についての応用力や理工学系領域全体に対応する

俯瞰力も養成します。 

また，成績評価の公正さと透明性を確保するため，成績の評定は，学位授与の方針に基づき各科

目に掲げられた授業の狙い・目標に向けた到達度をめやすとして採点します。 

【評価方法】 

・講義科目においては，理解度を見る筆記試験やレポート，参加度により，授業達成目標への到

達度を判定します。 

・演習，実験，実習，実技科目においては，試験やレポートに加え，参加度や発表内容，実技等

を通して，授業達成目標への到達度を判定します。 

・授業達成目標への到達度は，可能な限り複数の評価手段によって判定します。 

修士学位論文審査体制を充実させ，厳格で透明な論文審査を行い修了判定を実施します。 
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理学専攻 

 

理学専攻の教育・研究の理念と目標                      

理学専攻は、自然界の物質や現象を解明・理解するとともに、それらを基盤として未知なる現象

や物質を発見・創造し、持続可能な自然と社会をめざしてグローバルに貢献できる科学者・高度専

門人材を育成します。そのため、理学専攻は以下を教育・研究の理念とします。   

・自然界の多様なあり様を認め、さまざまな存在や現象を探求して、自然と調和した新たな科学

の創成へ寄与します。           

・学士課程で培った学識を基礎として自然や社会をより深く理解し、その理解に基づいてグロー

バルに人類に貢献する人材を育成します。      

           

 理学専攻は、信州の豊かな自然環境の中で最先端の基礎研究を通して、より高度な知識や技術お

よび批判的思考力を習得するとともに広い展開力を養うことを教育・研究の目標とします。 

        

 

理学専攻の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）                

理学専攻では、研究科および理学専攻の目的に則り、以下の知識と能力等を充分培い、かつ、分

野・ユニットごとに定められた修了判定基準に適う知識と能力等を有する学生に「修士」の学位を

授与します。         

 1. 人類、社会の平和的・持続的発展のために、研究者・技術者として科学・技術を発展 

させるための学際的な幅広い見識と健全な倫理観      

 2. 環境調和社会、知識基盤社会を支える高い知的素養      

 3. それぞれの研究分野における高度な専門的知識とグローバルな情報収集・発信能力 

 4. 創造性豊かな優れた研究・開発能力       

 5. 専門知識に基づいた見識を持ち、その妥当性を理論的に説明し、議論する能力 

 

 

理学専攻の教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）        

理学専攻は、学士課程で修得した自然科学体系の素養を土台として、高度専門職業人、研究者等

になるために必要とされる高度な専門知識や研究手法、課題解決能力を身につけることを目標とし

ています。これを達成するため、数学、物理学、化学、地球学、生物学、および物質循環学の各分

野における研究活動を軸として、講義および演習からなるカリキュラムにより教育を行います。 

            

 所属する専門分野の講義、および学術文献の講読を中心とする演習によって最先端の専門知識を

修得するとともに、学際融合的な知識を深めるために研究科・専攻共通科目や関連する他分野の講

義を履修します。また、指導教員による綿密な指導・討論のもとで進められる学位論文のテーマに

関する特別研究を通じて、観察、実験、シミュレーション、理論、考察、プレゼンテーション、論

文作成等の実践的研究手法を身につけます。得られた研究活動の成果は学術誌への投稿や学内外で

の発表を通して社会に還元することを目指します。以上により、自力で研究を進め、ひいては新し

い成果を引き出す能力を養成します。 

 

 

 

 

１．教育・研究の理念と⽬標，ディプロマ・ポリシー並びにカリキュラム・ポリシー             
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生命医工学専攻 

 

生命医工学専攻の教育・研究の理念と目標                   
生命医工学専攻は、医学・工学・繊維学・農学・理学連携により、学部の垣根を越えた実践型研

究教育を実施し、異分野の研究者と大学院生が同じテーマで共に学ぶシステム（異分野融合教育・

人と場所の流動型教育）を構築し、下記の社会に資する人材を育成します。 
・稀有の実体験により、産学官連携研究を推進する特殊知識・技能をもつオンリーワン人材 

・製品開発能力をもつ大学研究者・医学的知識をもつ企業研究者などの人材 

・知的財産などを含めた産学官連携イノベーションマネジメントの専門人材 

・レギュラトリーサイエンスの専門人材 

・国際舞台で活躍する研究者 
 

 

生命医工学専攻の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）           

生命医工学専攻では、研究科および生命医工学専攻の目的に則り、以下の知識と能力等を充分

培い、かつ、分野ごとに定められた修了判定基準に適う知識と能力等を有する学生に「修士」の

学位を授与します。 

1．健康・福祉・医療・創薬分野の研究者・技術者として科学・技術を発展させるための幅 

 広い見識と健全な倫理観 

2．環境調和社会、知識基盤社会を多様に支える健康・福祉・医療・創薬分野の高度な専門 

 知識と実践的技術力 

3．さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力とグローバルな情報発信能力 

4．深い専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説明できる批判的思考力 

 

 

生命医工学専攻の教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）     

生命医工学専攻は、医学・工学・繊維学・農学・理学の学士課程で身につけた基礎的な科学技術

の素養に基づき、健康・福祉・医療・創薬分野で活躍する高度専門職業人、研究開発者等に必要と

される高度な専門知識、実践的技術力、並びに情報収集・分析能力、情報発信能力及び批判的思

考力を含む研究手法を身につけることを目標としています。これを達成するため、学士課程にお

いて未修得である生命医工学を学ぶ上で必要な医学・工学・生物学などの基礎を修得させる科目

を用意するとともに、各専門分野の教育を行います。また、実践的教育を充実させるために、学

内外の施設を利用したインターンシップを実施します。学位論文の作成を中心に、セミナー、講

義、実験・実習・演習などからなるカリキュラムを策定しています。 

 

 

１．教育・研究の理念と目標，ディプロマ・ポリシー並びにカリキュラム・ポリシー             
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(１) カリキュラムについて

　2023年度学生便覧に掲載されている内容は、2023年度に入学した者のみを対象に作成されており、
修了までに修得しなければならない単位・授業科目等、必要な事項をまとめたものです。したがって、2023年度
に入学した者は、本学に在籍している限り、この便覧に記載されているカリキュラムで履修することになります。
　なお、履修上の疑問点は、各分野・ユニットの教務委員に相談してください。

(２) 修了要件について

　修士課程に2年以上在学し、30単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、修士課程の目的に応じ、
修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格する必要があります。ただし、研究
科が優れた業績を上げたと認める者については、1年で修士課程修了が認められる場合があります。

(３) 履修登録の流れ

(４) 単位取得について

　各科目の成績評価は秀（Ｓ）、優（Ａ）、良（Ｂ）、可（Ｃ）、不可（Ｄ、F）の５段階でなされます。
その判定基準は、シラバスの成績評価の方法に従います。

(５) 成績異議申立について

 　《総合理工学研究科（修士課程）専門科目》の成績に異議がある学生は、成績開示した日から５営業日以内に、
授業担当教員に直接申し出るか、理学部学務グループに申し出てください。帰省等により窓口に来ることができない学生は
キャンパス情報システム・大学からのお知らせに掲載する「成績評価照会願」をダウンロードし、必要事項を記入の上、
成績異議申立期間中に以下まで送付してください。
（〒390-8621　松本市旭3-1-1　信州大学理学部学務グループ　成績異議申立担当）
該当の授業担当教員には、理学部学務グループから照会します。

  ２．履修要項

②Webサイト「キャンパス情報システム」での履修登録
~履修登録の方法や期間は「履修登録の手引き」を参照~

＊履修登録は年２回、学期ごとに行います。
前期・通年科目︓４月上旬 後期科目︓９月下旬～10月上旬

①履修計画
＊所属分野・ユニットの修了要件単位数を調べる。
＊シラバスで授業内容を確認する。
＊履修登録の手引き・授業時間割表で開講曜日・時限等を確認する。

③履修登録の確認 ～確認の方法や期間は「履修登録の手引き」を参照～
＊登録が完了したかの確認までが学生の責任です。確実に確認・訂正を︕
＊【確認】 Webサイト「キャンパス情報システム」 又は 証明書発行機の「履修登録確認表」
【訂正】 Webサイト「キャンパス情報システム」
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(６) 教員免許状取得のための履修について

①　⼤学院総合理⼯学研究科において取得可能な免許状の種類　

【理学専攻】

※　免許状取得のために必要な履修科⽬と単位については，P25「⽣命医⼯学専攻開講科⽬⼀覧」の表中に⽰してあります。

②　理学専攻の学⽣が免許状取得のために必要な資格と単位

◆　数学

先端科学特別講義Ａ
群論と対称性
多元環論
代数的トポロジー
微分トポロジー
偏微分⽅程式論
数理現象学
確率解析学
代数学特論
幾何学特論
解析学特論
数理科学特論
先端代数学Ⅰ
先端幾何学Ⅰ
先端解析学Ⅰ
先端数理科学Ⅰ
先端代数学Ⅱ
先端幾何学Ⅱ
先端解析学Ⅱ
先端数理科学Ⅱ
代数学演習Ⅰ
幾何学演習Ⅰ
解析学演習Ⅰ
数理科学演習Ⅰ
代数学演習Ⅱ
幾何学演習Ⅱ
解析学演習Ⅱ
数理科学演習Ⅱ

理科※中学校専修免許状
⾼等学校専修免許状

中学校専修免許状
⾼等学校専修免許状

【⽣命医⼯学専攻】
分野・ユニット 取得可能な免許状の種類 教科

⽣物学ユニット

地球学ユニット

化学ユニット

物理学ユニット

取得可能な免許状の種類

物質循環学ユニット

教科分野・ユニット

数学

理科理科学分野

数学分野

⽣命⼯学分野

⽣体医⼯学分野

授業科⽬

2
2
2
2

2

2
4

2

2
2

2
2
2

2

単位数 備考

2
2

28科⽬から24単
位以上選択必修

2

2
2

2
2

4
4
4

4
4
4
4
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◆　理科

先端科学特別講義Ｂ 計測分離化学演習Ⅰ
磁性物質論 計測分離化学演習Ⅱ
固体物性物理学 古環境復元論
磁気共鳴論 古環境変動論
統計物理学 シーケンス層序学
光エレクトロニクス 変形構造解析論
光物理学 地層科学演習Ⅰ
光物性物理学演習Ⅰ 地層科学演習Ⅱ
光物性物理学演習Ⅱ 変成岩解析論
物性物理学演習Ⅰ 鉱物学特論
物性物理学演習Ⅱ ⾃然災害科学
磁性物理学演習Ⅰ 岩⽯磁気学
磁性物理学演習Ⅱ 地球物質科学演習Ⅰ
宇宙線物理学 地球物質科学演習Ⅱ
⾼エネルギー実験 発⽣学
物理と対称性 遺伝⼦情報学
場の理論Ⅰ 情報⽣理学
場の理論Ⅱ ⽣体⽣物学演習Ⅰ
宇宙放射線計測学 ⽣体⽣物学演習Ⅱ
観測天⽂学演習Ⅰ 植物進化学
観測天⽂学演習Ⅱ 進化⽣態学
宇宙線物理学演習Ⅰ 系統発⽣学
宇宙線物理学演習Ⅱ 植物病理学
⾼エネルギー物理学演習Ⅰ 進化⽣物学演習Ⅰ
⾼エネルギー物理学演習Ⅱ 進化⽣物学演習Ⅱ
素粒⼦物理学演習Ⅰ 環境計測学
素粒⼦物理学演習Ⅱ 堆積学特論
計測化学特論 ⼤気陸⾯相互作⽤論
電気化学 根圏⽣態学
量⼦化学 地球システム解析演習Ⅰ
化学計測学 地球システム解析演習Ⅱ
分光化学 地域環境学
反応有機化学演習Ⅰ ⽔⽣⽣物⽣態学
反応有機化学演習Ⅱ 化学⽣態学
物性物理化学演習Ⅰ 集⽔域システム論
物性物理化学演習Ⅱ ⽣態システム解析演習Ⅰ
分⼦反応化学 ⽣態システム解析演習Ⅱ
界⾯物性科学
分⼦合成化学
複素環化学 
超分⼦化学
有機物理化学
構造無機化学演習Ⅰ
構造無機化学演習Ⅱ

※「開講」欄について
　共通︓専攻共通科⽬
  物︓物理学ユニット　　　化︓化学ユニット　　　地︓地球学ユニット
　⽣︓⽣物学ユニット　　　循︓物質循環学ユニット

4化

4

4
2
2

4

4

4

循
循

循

2

循
2

化

2

2

⽣

2
2

循
循

化 循 4

地
地

⽣物
物
物

物

4
4

物
物

循

循
循

4

地

地

2

地 2

4
4

2

2

2
2
2

2
2
2

4
物

物
物

化

4循

4

4

2

循
2
2

4
4

化

化
化
化

化

化

4

物

地

4
物

開講

化
化
地
地
地
地

物

2

開講

物

共通
物

物
物
物

4
4

地

単位数

4
4

2
2

授業科⽬ 単位数 授業科⽬ 備考

物

物

物

物

化
化
化
物

化
化
化
化

物

物

物
物

2

2

4

2

4
2

2

4
2
2

2

4
4
2

2

2
2
2
2
2
2

2

4

4

⿃類⽣態学 地・⽣・循 2

81科⽬から
24単位以上
選択必修

⽣
⽣ 2

2
2
4

2
2

⽣
⽣
⽣
⽣
⽣
⽣
⽣

4

地

2

4
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③　教員免許状の申請⼿続きについて
　　　　　教員として採⽤される場合、前年度末までに教員免許状を取得しておく必要があります。
　　　　　教育職員免許状は、教育職員免許法にしたがい、都道府県の教育委員会（免許状授与権者という）に申請
　　　　することにより授与されます。いずれの教育委員会から交付される免許状も、全国共通の効⼒を有します。

　　　　　免許状の申請には⼀括申請と個⼈申請があります。⼀括申請は、⼤学が免許状取得⾒込者の申請書類をと
　　　　りまとめて、⻑野県教育委員会へ申請を⾏うことで、卒業式の当⽇に免許状が授与されます。信州⼤学で所要の
　　　　単位を修得した学⽣は原則、⼀括申請を⾏うこととなっていますので、忘れずに申請書類を提出するようにしてくだ
　　　　さい。
　　　　　なお、⼀括申請しないと、修了時に免許状が交付されないため、教員採⽤内定者は４⽉に教員に就任すること
　　　　ができなくなるので、特に注意してください。

④　科⽬等履修⽣について
　　　　　学部在籍中の修得漏れ等により、⼤学院在籍中に教免の所要資格を得るために学部授業の履修を希望する
　　　　場合は、科⽬等履修⽣として受講することができます。
　　　　　ただし、教免法改正等があった場合、当該科⽬が開講されない場合もあります。
　　　　　また、同⼀免許種・教科の課程認定を受けている他⼤学において修得できる場合もあります。

(７) 秋季修了（9⽉修了）について

 10⽉⼊学者及び留年者を対象とした秋季修了（9⽉修了）の制度があります。秋季修了（9⽉修了）を
希望する場合には、事前に申請が必要となります。６⽉頃に申請⽅法・申請期⽇等を案内します。

(８) 研究計画の作成・記録について （「6　研究指導等に関する取扱要項」参照）

　　　　　本学では、学位論⽂の作成等に対する指導（研究指導）の計画を策定した上で⾏うこととしています。
　　　指導教員に助⾔を受けた上で研究計画を⽴て計画的に研究を進め、また、研究計画・研究報告を随時⾏い、
　　　研究進捗について記録してください。記録についての詳細は、指導教員の指⽰に従ってください。

(９) 修⼠論⽂等の提出時期等 （「７ 修⼠論⽂関係様式等」参照）

　　　　　修⼠論⽂等の提出にあたっては、提⽰された期⽇までにキャンパス情報システムから論⽂題⽬登録を⾏って
　　　 ください。その後、指定された期⽇までに修⼠論⽂を学務グループに提出してください。早めに指導教員に確認
　　　して準備してください。
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■　修得すべき単位数および授業科目等

特別研究
群論と対称性
多元環論
代数的トポロジー
微分トポロジー
偏微分方程式論
数理現象学
確率解析学
代数学特論
幾何学特論
解析学特論
数理科学特論
先端代数学Ⅰ
先端幾何学Ⅰ
先端解析学Ⅰ
先端数理科学Ⅰ
先端代数学Ⅱ
先端幾何学Ⅱ
先端解析学Ⅱ
先端数理科学Ⅱ
代数学演習Ⅰ
幾何学演習Ⅰ
解析学演習Ⅰ
数理科学演習Ⅰ
代数学演習Ⅱ
幾何学演習Ⅱ
解析学演習Ⅱ
数理科学演習Ⅱ
実務体験実習
学外特別講義

先端科学特別講義Ａ（数学）
先端科学特別講義Ｂ（理科）
研究者倫理特別講義
MOT特論
産学連携特別講義
国際連携特別講義Ⅰ
国際連携特別講義Ⅱ
科学英語
大学院と社会
臨床医学概論
大学発技術系ベンチャー実践論
科学技術政策特論(隔年開講︓2024年度開講)

他分野、他専攻科目等

注︓数学の専修免許の取得を目指している場合には、「先端科学特別講義A」を選択すること。

３．専攻別の授業科目一覧及び履修プロセス概念図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜理学専攻＞

数学分野

授業科目
単位数および開講年次

修了要件
1年 2年

30単位以上

2

4 　 4単位
2

18単位以上

2
2
2
2
2
2

2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2

4
4
4

2

4
4
4
4
4

2

研
究
科
共
通
科
目

2
2
2
1
1
2
2
2
2

専攻共
通科目

2
2

　　　　 注
2単位以上

2
（科目による）

2単位

４単位まで修
了に必要な単
位に算入できる
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■　修得すべき単位数および授業科⽬等

特別研究
光物性物理学演習Ⅰ
光物性物理学演習Ⅱ
物性物理学演習Ⅰ
物性物理学演習Ⅱ
磁性物理学演習Ⅰ
磁性物理学演習Ⅱ
観測天⽂学演習Ⅰ
観測天⽂学演習Ⅱ
宇宙線物理学演習Ⅰ
宇宙線物理学演習Ⅱ
⾼エネルギー物理学演習Ⅰ
⾼エネルギー物理学演習Ⅱ
素粒⼦物理学演習Ⅰ
素粒⼦物理学演習Ⅱ
磁性物質論
固体物性物理学
磁気共鳴論
統計物理学
光エレクトロニクス
光物理学
⾼エネルギー理論
宇宙線物理学
⾼エネルギー実験
物理と対称性
場の理論Ⅰ
場の理論Ⅱ
宇宙放射線計測学
実務体験実習
学外特別講義

先端科学特別講義Ａ（数学）
先端科学特別講義Ｂ（理科）
研究者倫理特別講義
MOT特論
産学連携特別講義
国際連携特別講義Ⅰ
国際連携特別講義Ⅱ
科学英語
⼤学院と社会
臨床医学概論
⼤学発技術系ベンチャー実践論
科学技術政策特論(隔年開講︓2024年度開講)

他分野、他専攻科⽬等

注︓理科の専修免許の取得を⽬指している場合には、「先端科学特別講義B」を選択すること。

30単位
2

6 　 6単位
4

8単位

4
4

4
4

理科学分野 物理学ユニット

授業科⽬
単位数および開講年次

修了要件
1年 2年

4
4

4
4

4
4

4

8単位以上

2
2

2

4
4

2

2

2

2
2
2

2
2
2

2
2

2
2
1
1
2
2

（科⽬による）

専攻共
通科⽬

2 　　　　 注
2 2単位以上

2単位
研
究
科
共
通
科
⽬

2

2
2
2

４単位まで修
了に必要な単
位に算⼊できる
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■　修得すべき単位数および授業科⽬等

特別研究
反応有機化学演習Ⅰ
反応有機化学演習Ⅱ
物性物理化学演習Ⅰ
物性物理化学演習Ⅱ
構造無機化学演習Ⅰ
構造無機化学演習Ⅱ
計測分離化学演習Ⅰ
計測分離化学演習Ⅱ
計測化学特論
電気化学
量⼦化学
化学計測学
分光化学
分⼦反応化学
界⾯物性科学
分⼦合成化学
複素環化学　
超分⼦化学
有機物理化学
実務体験実習
学外特別講義

先端科学特別講義Ａ（数学）
先端科学特別講義Ｂ（理科）
研究者倫理特別講義
MOT特論
産学連携特別講義
国際連携特別講義Ⅰ
国際連携特別講義Ⅱ
科学英語
⼤学院と社会
臨床医学概論
⼤学発技術系ベンチャー実践論
科学技術政策特論(隔年開講︓2024年度開講)

他分野、他専攻科⽬等

注︓理科の専修免許の取得を⽬指している場合には、「先端科学特別講義B」を選択すること。

2単位

４単位まで修
了に必要な単
位に算⼊できる

３．専攻別の授業科⽬⼀覧及び履修プロセス概念図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜理学専攻

理科学分野 化学ユニット

授業科⽬
単位数および開講年次

修了要件
1年 2年

30単位以上

6 　 6単位
4

8単位

4
4

4
4

4

専攻共
通科⽬

4

研
究
科
共
通
科
⽬

2
1
1
2
2
2
2
2

2

（科⽬による）

2

2
2

4
2
2
2
2

　　　　 注
2単位以上

2
2
2
2
2
2

8単位以上

2

2

2
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■　修得すべき単位数および授業科⽬等

特別研究
地層科学演習Ⅰ
地層科学演習Ⅱ
地球物質科学演習Ⅰ
地球物質科学演習Ⅱ
古環境復元論
古環境変動論
シーケンス層序学
変形構造解析論
変成岩解析論
鉱物学特論
⾃然災害科学
岩⽯磁気学
⿃類⽣態学
実務体験実習
学外特別講義

先端科学特別講義Ａ（数学）
先端科学特別講義Ｂ（理科）
研究者倫理特別講義
MOT特論
産学連携特別講義
国際連携特別講義Ⅰ
国際連携特別講義Ⅱ
科学英語
⼤学院と社会
臨床医学概論
⼤学発技術系ベンチャー実践論
科学技術政策特論(隔年開講︓2024年度開講)

他分野、他専攻科⽬等

注︓理科の専修免許の取得を⽬指している場合には、「先端科学特別講義B」を選択すること。

３．専攻別の授業科⽬⼀覧及び履修プロセス概念図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜理学専攻

理科学分野 地球学ユニット

授業科⽬
単位数および開講年次

修了要件
1年 2年

30単位

6 　 6単位
4

8単位4
4

4

8単位以上

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2
2

2

2
1
1
2
2
2
2
2

（科⽬による）

研
究
科
共
通
科
⽬

　　　　 注
2 2単位以上

2

専攻共
通科⽬

2

2単位

４単位まで修
了に必要な単
位に算⼊できる
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■　修得すべき単位数および授業科⽬等

特別研究
⽣体⽣物学演習Ⅰ
⽣体⽣物学演習Ⅱ
進化⽣物学演習Ⅰ
進化⽣物学演習Ⅱ
発⽣学
遺伝⼦情報学
情報⽣理学
植物進化学
進化⽣態学
系統発⽣学
植物病理学
⿃類⽣態学
実務体験実習
学外特別講義

先端科学特別講義Ａ（数学）
先端科学特別講義Ｂ（理科）
研究者倫理特別講義
MOT特論
産学連携特別講義
国際連携特別講義Ⅰ
国際連携特別講義Ⅱ
科学英語
⼤学院と社会
臨床医学概論
⼤学発技術系ベンチャー実践論
科学技術政策特論(隔年開講︓2024年度開講)

他分野、他専攻科⽬等

注︓理科の専修免許の取得を⽬指している場合には、「先端科学特別講義B」を選択すること。

6 　 6単位
4

8単位4
4

4
2

8単位以上

2

３．専攻別の授業科⽬⼀覧及び履修プロセス概念図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜理学専攻

理科学分野 ⽣物学ユニット

授業科⽬
単位数および開講年次

修了要件
1年 2年

2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2

（科⽬による）

研
究
科
共
通
科
⽬

専攻共
通科⽬

2

2
1
1
2

　　　　 注
2 2単位以上

2
2 2単位

４単位まで修
了に必要な単
位に算⼊できる
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■　修得すべき単位数および授業科⽬等

特別研究
地球システム解析演習Ⅰ
地球システム解析演習Ⅱ
⽣態システム解析演習Ⅰ
⽣態システム解析演習Ⅱ
環境計測学
堆積学特論
⼤気陸⾯相互作⽤論
根圏⽣態学
地域環境学
⽔⽣⽣物⽣態学
化学⽣態学
集⽔域システム論
⿃類⽣態学
実務体験実習
学外特別講義

先端科学特別講義Ａ（数学）
先端科学特別講義Ｂ（理科）
研究者倫理特別講義
MOT特論
産学連携特別講義
国際連携特別講義Ⅰ
国際連携特別講義Ⅱ
科学英語
⼤学院と社会
臨床医学概論
⼤学発技術系ベンチャー実践論
科学技術政策特論(隔年開講︓2024年度開講)

他分野、他専攻科⽬等

注︓理科の専修免許の取得を⽬指している場合には、「先端科学特別講義B」を選択すること。

理科学分野 物質循環学ユニット

授業科⽬
単位数および開講年次

修了要件
1年 2年

6 　 6単位
4

8単位4
4

8単位以上

2
2
2
2
2

2
2
2

4
2

2
2

2
1
1
2
2
2
2
2

（科⽬による）

　　　　 注
2 2単位以上

研
究
科
共
通
科
⽬

2
2

専攻共
通科⽬

2

2単位

４単位まで修
了に必要な単
位に算⼊できる
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生命医工学専攻の修了要件と履修方法について 

 

2021年 4 月入学者から適用 

 

1. 修了要件 

修士課程に２年以上在学し，30 単位以上を修得し，かつ必要な研究指導を受けた上，修士課程の目

的に応じ，修士論文または特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格することです。 

ただし，在学期間に関しては，研究科が優れた業績を上げたと認めた場合には，修士課程に１年以上

在学すれば足りるものとなっています。 

 

2. 履修方法 

生命医工学専攻では，以下のとおりです。履修計画は指導教員の先生と良く相談したうえで，立てる

ようにしてください。 

 

【生命工学分野】 

講義 6 単位（研究科共通科目及び専攻共通科目の必修科目 4 単位，生命工学分野の必修科目 2 単

位を含む），演習 4 単位（生命工学分野の必修科目），特別実験 8 単位（生命工学分野の必修科目）

を含む計 30単位以上を修得する。 

 

【生体医工学分野】 

(1) 講義 8 単位（研究科共通科目及び専攻共通科目の必修科目 4 単位，生体医工学分野の必修科目

2 単位と選択科目 2 単位以上を含む），演習 4 単位（生体医工学分野の必修科目），特別実験 8 単位

（生体医工学分野の必修科目）を含む計 30単位以上を修得する。 

(2) 研究テーマに関する学外研究発表活動を行う。ただし，特別な事情がある場合は，別に評価す

る。 

 

＜修了に必要な単位等＞ 

分野 講義 演習 実験 実習 合計 その他 

生命工学分野 

必修 

6 単位 

必修 

4 単位 

必修 

8 単位 
－ 30 単位

以上 
－ 

自由単位 12単位以上 

生体医工学分野 

必修・選

択必修 

8 単位 

必修 

4 単位 

必修 

8 単位 
－ 

30 単位

以上 

研究テーマに関

する学外研究発

表活動を行う 
自由単位 10単位以上  

 

● 講義科目の履修に当たって，自分の所属分野の選択科目から８単位以上，修得することが望ま

しい。 

● 「工学基礎」「生物学基礎」について 

両科目は異分野融合である生命医工学を学ぶ上で必要な基礎的内容を学ぶ科目です。 

「工学基礎」は，生命医工学に関する研究を行う上で必要な情報科学の基礎を，「生物学基礎」

は，学士課程までで学んでこなかった学生に生物学の基礎を身に付けてもらうための科目です。

学士課程までの学習歴を踏まえて，指導教員と相談の上，履修をしてください。 

３．専攻別の授業科目一覧及び履修プロセス概念図            ＜生命医工学専攻＞ 
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  2023年度　総合理工学研究科生命医工学専攻　開講科目一覧

必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験

実
習

BS2015 BS201500 医療倫理学・社会医工学 1･2 前期 集中・不定期 2 ○
齋藤，杉原，森，西
村

BS2025 BS202500 工学基礎 1 前期 金・４ 2 ○
阿部

BS2035 BS203500 生物学基礎 前期 火・１ 2 ○
羽二生

○

BS2725 BS272502 行政・企業インターンシップ研修 1･2 不定期 集中・不定期 2 ○ 齋藤

BS2725 BS272500 行政・企業インターンシップ研修 1･2 不定期 集中・不定期 4 ○ 齋藤

BS2725 BS272501 行政・企業インターンシップ研修 1･2 不定期 集中・不定期 6 ○ 齋藤

BSB015 BSB01500 生命工学特論 1 前期 水・１ 2 ○

天野，小西，鏡味，
片岡，保坂，水野，
伊原，米倉，富岡，
阿部，入枝，梅澤，
諸白，荻田

○

BSB025 BSB02500 先進応用生命科学特論 1・2 後期(前半) 火・１，２ 2 ○
鏡味，保坂，米倉，
諸白，荻田

○

BSB035 BSB03500 生命情報科学特論 1・2 前期(前半) 木・１，２ 2 ○
小西，伊原，富岡，
入枝，梅澤

○

BSB045 BSB04500 先進生命化学特論 1・2 前期 月・１ 2 ○ 天野，水野，田川 ○
BSB055 BSB05500 分子生物科学特論 1・2 前期 集中 2 ○ 片岡 ○
BSB515 BSB51500 学外特別講義Ａ 1・2 不定期 集中・不定期 2 ○ 学生・教務委員長
BSB525 BSB52500 学外特別講義Ｂ 1・2 不定期 集中・不定期 2 ○ 学生・教務委員長
BSB815 BSB81561 生命工学演習Ⅰ 1 通年 不定期 2 ○ 研究指導教員
BSB825 BSB82561 生命工学演習Ⅱ 2 通年 不定期 2 ○ 研究指導教員
BSB915 BSB91561 生命工学特別実験Ⅰ 1 通年 不定期 4 ○ 研究指導教員
BSB925 BSB92561 生命工学特別実験Ⅱ 2 通年 不定期 4 ○ 研究指導教員

BSD015 BSD01500 生体医工学特論 1 前期 水・２ 2 ○

小林，齋藤，杉本，
山口，秋山，小関，
羽二生，森山，中
楯，青野，竹内，塚
原，岩本，植村，田
原

○

BSD025 BSD02500 生体ロボット学特論 1･2 前期 火・２ 2 ○ 塚原 ○
BSD045 BSD04500 生体流体力学特論 1･2 後期 金・２ 2 ○ 小林 ○
BSD055 BSD05500 生体マイクロデバイス特論 1･2 前期 金・１ 2 ○ 秋山 ○
BSD065 BSD06500 生体情報システム学特論 1･2 後期  水・２ 2 ○ 小関 ○
BSD085 BSD08500 動物行動学特論 1･2 後期 水・３ 2 ○ 森山 ○
BSD095 BSD09500 生体材料学特論 1･2 後期 火・３ 2 ○ 竹内 ○
BSD105 BSD10500 バイオメカニクス特論 1･2 前期 集中 2 ○ 杉本 ○

BSD115 BSD11500 生体応答学特論 1･2 後期 金・１ 2 ○
羽二生，植村，齋藤

○

BSD125 BSD12500 生体計測学特論 1･2 後期 木・２ 2 ○ 山口 ○
BSD135 BSD13500 組織工学特論 1･2 後期 金・３ 2 ○ 中楯 ○
BSD145 BSD14500 ロボット制御学特論 1･2 後期 火・４ 2 ○ 岩本 ○
BSD155 BSD15500 生物機械工学特論 1･2 後期 月・２ 2 ○ 青野 ○
BSD165 BSD16500 生体電子工学特論 1･2 後期 水・４ 2 ○ 田原 ○
BSD515 BSD51500 学外特別講義Ａ 1･2 不定期 集中・不定期 2 ○ 学生・教務委員長
BSD525 BSD52500 学外特別講義Ｂ 1･2 不定期 集中・不定期 2 ○ 学生・教務委員長
BSD815 BSD81561 生体医工学演習Ⅰ 1 通年 不定期 2 ○ 研究指導教員
BSD825 BSD82561 生体医工学演習Ⅱ 2 通年 不定期 2 ○ 研究指導教員
BSD915 BSD91561 生体医工学特別実験Ⅰ 1 通年 不定期 4 ○ 研究指導教員
BSD925 BSD92561 生体医工学特別実験Ⅱ 2 通年 不定期 4 ○ 研究指導教員

教職課
程認定
科目

科目
区分

科目
コード

履修登録
コード

授業科目の名称
配当
年次

生
体
医
工
学
分
野

専
攻
共
通
科
目

基礎
科目

生
命
工
学
分
野

開講期 曜日・時限

単位数 授業形態

担当教員
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■山岳科学教育プログラム（理学専攻）修了要件

◇山岳科学教育プログラム講義科目群

信州大学開講科目

講義科目名

山岳科学連携講義Ⅰ

山岳科学連携講義Ⅱ

山岳科学連携講義Ⅲ

山岳科学連携講義Ⅳ

山岳科学連携講義Ⅴ

山岳科学連携講義Ⅵ

山岳科学連携演習Ⅰ

山岳科学連携演習Ⅱ

山岳科学連携演習Ⅲ

山岳科学連携演習Ⅳ

山岳科学連携演習Ⅴ

山岳科学連携演習Ⅵ

 　プログラムに参加を希望をする場合，別途申請が必要です。

また，他専攻・他大学で開講する科目を受講する際には別途手続きが必要です。詳細は学務グループへ問い合わせて

ください。

生
物
圏
科
目
群

人
間
圏
科
目
群

1

農

2理

2学態生化進理

科目群

2

堆積学特論

大気陸面相互作用論

集水域システム論

地
球
圏
科
目
群

連携大学受講科目

必
　
修

農

2

工

2

2

2

2

工

理

2

2

2

単位数

環境共生学特論

地域環境計画学特論

生物・食資源生産学特論

植物資源生産学特論Ⅰ

サスティナブル建築設計学

2

2

2

他
大
学
開
講
科
目

1

山岳科学概論B

山岳フィールド実習A

山岳フィールド実習B

1

1

1

鉱物学特論

理

理

自然災害科学

理

2

理

変形構造解析論

変成岩解析論

理

2

2

2

岩石磁気学

 4. 山岳科学教育プログラム (筑波大，静岡大，山梨大との連携教育プログラム)

植物進化学

農

農

農

農

工

遺伝子情報学

植物病理学

化学生態学

地域環境学

森林資源利用学特論

木材理学特論

緑地環境評価学特論

菌類共生科学特論

植物資源生産学特論Ⅱ

生産環境システム学特論Ⅰ

系統発生学

情報生理学

2理

2

2

(1)専攻の修了要件を満たし，山岳科学教育科目の「山岳科学概論 A」，「山岳科学概論 B」，「山岳フィール
ド実習 A」及び「山岳フィールド実習 B」の 4単位，並びに山岳科学に関する科目群より４単位以上（生物
圏，地球圏，人間圏から２つ以上の群を含む。）を含め，計 34 単位以上を修得すること。
　ただし，ユニット科目で修得した単位のうち，２科目４単位まで，プログラムの修了要件に含むことができ
るものとする。
(2)プログラムを履修している期間に開催される山岳科学学術集会に毎年参加し，発表を行うこと。
(3)提出された修士論文が山岳科学に関するものであると認められること。

1

理

2農

2農

2理

2理

理

理

理

建築史学特論

都市環境設計学

根圏生態学

2

講義科目名

理

単位数

森林生態学特論

　平成30年度より開始される山岳科学を研究テーマとする教育プログラムです。山岳科学は山岳環境の様々な要因に
よる変化と人間の営みとの関係を総合的に探求し，山岳環境と人間生活の持続可能な関係を確立する学問領域です。山
岳環境問題を生物圏・地球圏・人間圏から捉え，実際的かつ臨床的に対処し，問題解決を成し遂げる人材を養成しま
す。連携4大学の講義及び指導を受けることができ，多様なフィールドステーションでの実習・研究活動に参加できま
す。修了時には，修士の学位に加え，修了証が授与されます。

4大学
共同開講
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2理

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

開講専攻等

鳥類生態学

2農
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数位単等攻専講開

科目群 開講専攻等 講義科目名 科目群 開講専攻等 講義科目名 単位数

2

2理

2

2理

山地保全学特論

古環境復元論

古環境変動論

2

2理

2農

理 環境計測学

山岳科学概論A
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(１) お知らせについて

　学生の皆さんに対するお知らせはキャンパス情報システムと公用掲示板で行います。　
見落としによる不利益は、みなさんの責任となります。キャンパス情報システムや公用掲示板を確認することを習慣としてください

◆ 公用掲示板の場所 ◆
　　　　理学部講義棟1F（西側）、理学部C棟1F（ロビー）

(２) 学生の懲戒

　学生としての本分に反する試験時における不正行為や学内における秩序違反等は、信州大学学則等により懲戒
処分（退学、停学、訓告）の対象となります。詳細は、信州大学における学生の懲戒規程を参照（信州大学ホ
ームページ内「大学案内」国立大学法人信州大学規則集掲載）してください。

「信州大学における学生の懲戒に関する規程」別表（第18条関係）

  ５．学生生活

本学が実施する試験等における不正行為の事例
単位認定の可否

当該科目 不正行為を行った
学期の科目

単位認定に係る試
験時の行為

替え玉受験をすること及び替え玉受験を依
頼すること。

認定しない 認定しない

許可されていないノート又は参考書等を使
用すること。

答案を交換すること。

他の受験者の答案を見ること又は他の受験
者に答案を見せること。

試験監督者の注意又は指示に従わない場
合で特に悪質と認められるもの。

その他不正な行為と認められること。

認定しない 認定しないことができる実験や調査結果のデータを捏造又は偽造
すること。

他人が書いたレポート並びに著作物を自分
のものとして提出すること。

他の学生に成り代わり授業に出席又は代返等の行為を行った者
並びに同行為を依頼した者。

認定しないことができる
特に悪質な場合
認定しないことが

できる授業の実施に係るその他不正行為と認められること。

単位認定に係るレ
ポート（卒業論文

含む）の行為

他人の著作物を盗用すること。
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信州⼤学における学⽣の懲戒に係るガイドライン

令和４年１⽉20⽇　改正

　学⽣の懲戒に係るガイドラインを以下の表のとおり⽰す。
　本表は、学⽣によってなされるおそれのある代表的な懲戒対象⾏為を類型化し、それに対する標準的な懲戒の種
類を⽰したものである。
　なお、区分及び事項は、懲戒対象⾏為によって競合することがある。

⑦本学の教育研究⼜は管理運営を著しく妨げた⾏為 退学、停学（無期⼜は有
期）⼜は訓告

懲　　戒　　対　　象　　⾏　　為
該当する懲戒の種類

区分 事　　　　　　　　　　　　項

A
 
学
内
秩
序
を
乱
す
⾏
為

①「国⽴⼤学法⼈信州⼤学におけるハラスメントの防⽌等に関する規程（平成16年国⽴⼤学
法⼈信州⼤学規程第27号）」に抵触する⾏為

退学、停学（無期⼜は有
期）⼜は訓告

②本学が実施する試験等における不正⾏為（詳細は、別表に掲げる事例とする。） 退学、停学（無期⼜は有
期）⼜は訓告

③飲酒を強要し、アルコール飲料の⼀気飲み等が原因となり死に⾄らしめた⾏為

⑪「信州⼤学における研究活動上の不正⾏為の防⽌等に関する規程（平成19年信州⼤学
規程第154号）」に抵触する⾏為（データ捏造・改ざんに関わる⾏為、論⽂盗⽤、著作権の侵
害等）

退学、停学（無期⼜は有
期）⼜は訓告

⑫反社会的団体の活動を⾏っており、その活動が他の学⽣等に影響を及ぼし本学の秩序を乱す
ものと認められた⾏為

退学、停学（無期⼜は有
期）⼜は訓告

退学⼜は停学(無期)

④飲酒を強要し、アルコール飲料の⼀気飲み等が原因となり急性アルコール中毒等の被害を与え
た⾏為

退学、停学（無期⼜は有
期）⼜は訓告

⑤20歳未満の者と知りながら飲酒を勧める⾏為 停学（無期⼜は有期）⼜は
訓告

⑥20歳未満の者の飲酒⾏為 停学（無期⼜は有期）⼜は
訓告

⑥「児童買春、児童ポルノに係る⾏為等の処罰及び児童の保護等に関する法律（平成11年
法律第52号）」に定める犯罪⾏為

退学⼜は停学（無期⼜は有
期）

⑦コンピューター⼜はネットワークを⽤いた犯罪⾏為 退学⼜は停学（無期⼜は有
期）

⑬違法薬物（⿇薬、⼤⿇等）と類似の効果を持つ薬物を、正当な理由（治療⽬的等）な
く、使⽤、所持、譲渡、仲介若しくは⼊⼿しようとする⾏為

退学、停学（無期⼜は有
期）⼜は訓告

⑧本学構成員に対する暴⼒⾏為、威嚇⾏為、拘禁⾏為、拘束⾏為等 退学、停学（無期⼜は有
期）⼜は訓告

⑨本学が管理する建造物への不法侵⼊⼜は不正使⽤、若しくは占拠した⾏為 停学（無期⼜は有期）⼜は
訓告

⑩本学が管理する建造物⼜は器物等の損壊⾏為、汚損⾏為、不法改築⾏為等 停学（無期⼜は有期）⼜は
訓告

B
 
犯
罪
⾏
為

①殺⼈、強盗、強制性交等、放⽕等の凶悪な犯罪⾏為⼜は犯罪未遂⾏為 退学

②薬物犯罪⾏為（⿇薬・⼤⿇等の薬物使⽤・不法所持・売買・仲介等） 退学⼜は停学（無期⼜は有
期）

③傷害、窃盗、詐欺、恐喝、賭博、住居侵⼊、他⼈を傷害するに⾄らない暴⼒⾏為等の犯罪
⾏為

退学⼜は停学（無期⼜は有
期）

④痴漢⾏為（覗き⾒、わいせつ、盗撮⾏為その他の迷惑⾏為を含む。） 退学⼜は停学（無期⼜は有
期）

⑤「ストーカー⾏為等の規制等に関する法律（平成12年法律第81号）」に定める犯罪⾏為

C
 
交
通
事
故
・
違
反

①死亡⼜は⾼度な後遺症を伴う交通事故を起こした場合で、その原因⾏為が無免許運転、飲
酒運転、暴⾛運転等の悪質な場合 退学

②⼈⾝事故を伴う交通事故を起こした場合で、その原因⾏為が無免許運転、飲酒運転、暴⾛
運転等の悪質な場合

退学⼜は停学（無期⼜は有
期）

③無免許運転、飲酒運転、暴⾛運転等の悪質な交通法規違反⾏為 停学（無期⼜は有期）

④死亡⼜は⾼度な後遺症を伴う⼈⾝事故を起こした場合で、その原因⾏為が過失の場合 退学⼜は停学（無期⼜は有
期）

⑤後遺症等を伴う⼈⾝事故を起こした場合で、その原因⾏為が過失の場合 停学（無期⼜は有期）⼜は
訓告

退学⼜は停学（無期⼜は有
期）
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(３) 休学・復学・退学

　① 休学願、⾝分異動願（退学）の配付場所・提出場所
　　　　理学部A棟1F 学務グループ
　　※　休学・退学等の⾝分異動に関する事項は、初めに必ず指導教員（あるいは学⽣委員、⼜は学科・コース⻑）に

相談した上で、書類を受け取りに来るようにしてください。

　② 提出期⽇等

 ⾝分異動願（学務グループに申し出て受け取る）には、本⼈の記⼊、保証⼈（保護者）の
 署名とともに学⽣委員・指導教員（学年担当教員）・学科⻑との⾯談が必要となります。⾝分異動願は、
 異動予定⽇の１ヶ⽉前までに提出が必要となりますので、余裕をもって⼿続きをしてください。

　③ 休学理由について
　休学を希望する場合には、以下の理由に該当するものでなければ許可されません。また、理由によっては添付書類
が必要となりますので注意してください。
　なお、「上記事項と同等以上の事情のため」の場合には事前に理学部学務グループに相談してください。

(４) 学⽣教育研究災害傷害保険

 　　　授業及び課外活動中の不慮の事故に対する補償制度です。
　 　　理学部では、学科により実験・実習・野外調査等が多いので、安⼼して教育研究活動ができるよう原則として全員
　　加⼊することとしています。詳しいことは学⽣総合⽀援センターに問い合わせてください。

２⽉末までに学務グループへ書類を提出する。
（１⽉中に理学部学務グループへ申し出ることが望まし
い。）　　　年度末（３/31）をもって退学

　　　後期（10/１）からの休学・復学 ８⽉末までに学務グループへ書類を提出する。
（７⽉中に理学部学務グループへ申し出ることが望まし
い。）

休学理由 添付書類

　病気のため 診断書（ 療養期間が明記されたもの ）

　経済的理由のため 休学願（裏⾯）の申し⽴て欄に詳細な事由を記⼊する

　留学のため
　 ※ ⼤学との交流協定によるものは除 留学先の⼊学許可書等のコピー

　公共的な事業に参加するため
　 ※ 国⼜は地⽅公共団体等の求めによる場合

休学願（裏⾯）の申し⽴て欄に詳細な事由を記⼊する
（依頼⽂書等があればそのコピーを添付する）

　上記事項と同等以上の事情のため 休学願（裏⾯）の申し⽴て欄に詳細な事由を記⼊する

　　　前期終了（9/30）をもって退学

　　　前期（４/１）からの休学・復学
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(５) 各種証明書等の申込み

(６) 学⽣相談について

　　　学⽣⽣活のなかで起こる様々な問題や悩み（例えば、学業の問題、⾃分の性格や対⼈関係、⼼⾝の健康、これ
　　からの⾃分の進路等）などについて、解決のための指導・助⾔を⾏っていますので、総合健康安全センター、学⽣相
　　談センターや理学部学務グループ、どこでも構いませんので、相談しやすいところへ気軽に相談してください。
　　　修学上の問題であれば、まずは各学科・コースの学年担当教員・学⽣委員に相談しましょう。

(７)　諸⼿続き・注意事項など

　①　休⽇等の実験・実習について
　　　　⼟曜⽇、⽇曜⽇、祝休⽇及び平⽇の午後９時過ぎに実験・実習のため、校舎内に残らなければならない場合は、
      前⽇までに担当教員の許可を得てください。

　② 講義室の使⽤について
　　　　授業以外で講義室の使⽤を希望する場合には、「講義室使⽤申込書」を理学部学務グループで受け取り、使⽤
　　　責任者の教員の許可を得たうえで、理学部学務グループへ提出してください。使⽤後は、照明・エアコン・換気扇・
　　　機器等の電源を切り、⼾締り等に⼗分注意してください。
　　　　なお、サークル等での使⽤は許可しません。

　③ 登⼭届
　　　　登⼭をする場合は、必ず出発⽇の前⽇までに所定の届出書と計画書を学⽣総合⽀援センターへ提出してくださ
　　　い。登⼭以外の⾏事で危険が予想される計画を⽴てる場合は、事前に理学部学務グループに相談してください。

　④ 住所等変更届
　　　　学⽣本⼈・・帰省先の住所・電話番号等が変更になった場合は、すみやかに「信州⼤学キャンパス情報システム」
　　　の「ユーザー情報」で登録情報の確認・修正を⾏ってください。　　

　　　　　　※保証⼈やその住所が変更となった場合には、理学部学務グループへ申し出てください。

　⑤ 改姓届
　　　　改姓した場合は理学部学務グループへ申し出て、改姓届を提出してください。

その他証明書
理学部学務グループへ直接問い合わせてください。なお、証明書の
交付は申し込みから３⽇程度かかる場合があります。（英⽂、その
他の場合は２週間前後⽇数を要する場合があります。）

共通教育第１講義棟南校舎１階（共通教育窓⼝・学⽣総合⽀
援センターのあるフロア）に設置されている証明書発⾏機を利⽤し
てください。

稼働時間︓　⽉曜⽇から⾦曜⽇の8:30〜17:15
（※⼟⽇祝⽇は利⽤できません。）

成績証明書
在学証明書

卒業⾒込証明書
旅客運賃割引証（学割証）

健康診断証明書
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　⑥ 海外渡航届
　　　　夏休み等の海外旅⾏・海外の学会出席等、⽇本を離れる場合は、出発する⽇の２週間前までにACSUに
　　　ログインし「海外渡航届」を選択してオンライン提出してください。
　　　　※　事前に渡航先の安全性についても配慮してください。
　　　　　外務省海外安全ホームページ　https://www.anzen.mofa.go.jp/

　⑦ 忘れ物・落し物
　　　　理学部内の忘れ物や落し物は学務グループ（A棟1F）、北⽀援室（C棟2F）、南⽀援室（A棟2F）に
　　　に届けられます。

(８)　学⽣関係委員会・事務部⾨

　① 学⽣関係委員会
　　　　学⽣⽣活をサポートするため、以下の委員会が組織されています。
　　　【学⽣委員会】
 　　　　・　学⽣⽣活に係ることを審議する。
 　　　　・　留学⽣が⽇本で有意義な学⽣⽣活を送ることが出来るように、奨学⾦の選考などを審議する。
　　　【教務委員会】
　　　　　 授業カリキュラム、時間割編成、成績評価等について審議する。
　　　【就職委員会】
　　　　　 就職指導の企画、就職情報の収集・提供、企業への広報等を審議し、学⽣の就職⽀援を⾏う。

　② 事務部⾨
         理学部Ａ棟１階に学務グループ、総務グループがあり、以下のとおり学⽣の皆さんに関する業務を
      担当しています。
　　　【学務グループ】
          ・　学⽣の⾝分異動（休学、復学、退学、転学部等）の⼿続き
          ・　学業成績の管理／授業の履修⼿続き
          ・　各種証明書（卒業証明書、単位修得証明書等）発⾏
          ・　教育職員免許状申請⼿続き
          ・　就職、進学等の情報の提供
          ・　講義室の利⽤申込み
          ・　学⽣への掲⽰
          ・　その他学⽣⽣活に関しての相談窓⼝
　　　【総務グループ（庶務）】
          ・　郵便物等の受領
　　　【総務グループ（会計）】
          ・　⼊学料・授業料等の取り扱い窓⼝
          ・　授業料預貯⾦⼝座⾃動振替・⾃動払込利⽤⼿続き
          ・　実験装置等の物品管理
          ・　建物の維持管理（電気、ガス、⽔道を含む。）
          ・　理学部ゴミ処理場所の管理、清掃⽤具の保管
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信州大学総合理工学研究科及び総合医理工学研究科 研究指導計画等に関する取扱要項 

2020年1月8日 総合医理工学研究科正副研究科長会議 

 

この要領は，総合理工学研究科及び総合医理工学研究科において研究指導を行う上で作成する

「研究指導計画書・報告書」について定めるものである。 

 

１．対象学生 

作成の対象は研究科に在学する全大学院学生（休学中の学生は除く。）とする。ただし，研究

科・専攻で実施する教育プログラム等において別途研究指導計画書等を整備している場合はこの

限りではない。 

 

２．様式 

別紙様式のとおりとする。なお，必要に応じて各専攻やキャンパスにおいて必要な事項や注意

事項の記載等をすることができる。 

 

３．研究指導計画及び報告の作成 

在学中毎年度，研究（指導）の計画及び報告を記録する。 

（1）計画 （４月） 

1)大学院学生は，各年次の初めに「研究指導計画書・報告書」の「研究（指導）計画」中

「研究計画」欄について，学生自身で記載する。 

2)主指導教員は，学生が記載した「研究計画」を面談等で確認し，「指導教員のコメント」

欄に面談日（確認日）及びコメントを記載する。 

3)学生は，確認が終了した「研究指導計画書・報告書」のファイルを授業科目履修に関する

届出とともに，メールにて指定の窓口へ提出する。 

 

（2）報告 （次年度研究指導計画提出時，最終年次は学位論文提出時） 

1)大学院学生は，次年度の研究計画作成時（最終年次は学位論文提出時）に，当該年度の

「研究指導計画書・報告書」の「研究（指導）実施報告」中「研究実施経過報告」欄につ

いて記載する。 

Ⅰ 研究の進捗状況 

Ⅱ 実績，成果等 

2)主指導教員は，学生が記載した「研究実施経過報告」を面談等で確認し，「指導教員のコ

メント」欄に面談日及びコメントを記載する。 

3)学生は，確認が終了した「研究指導計画書・報告書」のファイルを次年度の研究指導計画

とともに，メールにて指定の窓口へ提出する。 

 

４．研究指導計画及び報告の確認 

計画時及び報告時に提出された「研究指導計画書・報告書」は，各キャンパスの大学院に関す

る組織において随時確認し，教育の質向上に役立てる。また，学位審査時の参考資料とする。 

 

５．その他 

（1）１０月入学生については，上記期日を参考に適時に実施する。 

（2）面談等は，電話・Skype等のWEB会議・メール等による連絡でも可とする。 

（3）休学中の学生は，復学後に記載する。 

6．研究指導等に関する取扱要項（研究指導計画・報告書） 
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（
別
紙
様
式
）

 
研

究
指

導
計
画

書
・

報
告

書
 

 

研
究
科

名
 

研
究
科
 

専
攻
名
 

専
攻

分
野
名
 

分
野
 

ユ
ニ
ッ
ト
名
 

ユ
ニ
ッ
ト

学
籍
番

号
 

 
主
指
導
教
員
名
 

 

氏
 
名
 

 
（

副
指

導
教

員
）

※
 

（
副

指
導

教
員

）
※

 

 

研
究
テ

ー
マ
 

 

 

 
研

究
（

指
導
）

計
画

 
研

究
（

指
導

）
実

施
報

告
 

年 度  

学 生 記 載
 

記
載
日

：
 
 

年
 
 

月
 
 

日
 

記
載
日

：
 
 

年
 
 

月
 
 

日
 

  

  

主 指 導 教 員 の 確 認
 

面
談
日

：
 
 

年
 
 

月
 
 

日
 

面
談
日

：
 
 

年
 
 

月
 
 

日
 

コ
メ

ン
ト

 

   

コ
メ

ン
ト

 

   

年 度  

学 生 記 載
 

記
載
日

：
 
 

年
 
 

月
 
 

日
 

記
載
日

：
 
 

年
 
 

月
 
 

日
 

 
 

主 指 導 教 員 の 確 認
 

面
談
日

：
 
 

年
 
 

月
 
 

日
 

面
談
日

：
 
 

年
 
 

月
 
 

日
 

コ
メ

ン
ト

 

   

コ
メ

ン
ト

 

   

（
別
紙
様
式
）

 

・
在
学
期
間
中
，
累
積
し
て
記
載
す
る
。
 

・
研
究
（
指
導

）
計
画
及
び
研

究
（
指
導
）
実

施
経
過
報
告
を
，
学
生
が
記
載

後
，
指
導
教
員

が
面
談
等
で
確
認
し
，
学
生
の

取
組
み
状
況
，

指
導
内
容
，
指
導
計
画
の
変
更
等
を
主
指
導
教
員
が
記
載
す
る
。
 

・
面
談
等
は
電
話
・
S
k
y
p
e
等
の

W
E
B
会
議
・

メ
ー
ル
等
に
よ
る
も
の
で
も
可
と
す
る
。
 

・
研
究
指
導
計
画
書
・
報
告
書
は
各
年
度
の
開
始
時
か
ら
作
成
し
，
初
年
度
は
年
度
当
初
に
履
修
計
画
の
申
請
と
と
も
に
，
翌
年
度
以
降
は

前

年
度
報
告
と
と
も
に
研
究
（
指
導
）
計
画
を
，
翌
年
度
の
計
画
書
提
出
時
に
指
定
の
窓
口
に
提
出
す
る
（
最
終
年
次
は
学
位
論
文
提
出
時
に

提
出
す
る
）
。
 

・
休
学
の
場
合
は
復
学
後
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
，
休
学
中
は
提
出
不
要
と
す
る
。
 

・
長
期
履
修
，
休
学
な
ど
に
よ
り
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
，
適
宜
追
加
す
る
。
 

・
博
士
課
程
の
総
合
理

工
学
専
攻
及
び
生
命
医
工
学
専
攻

3
年

制
コ
ー
ス
は
，
研
究
計
画
・
報
告
の
中
で
，
研
究
倫
理
教
育
「
e
A
P
R
I
N
」
の
受

講
に
つ
い
て
必
ず
記
載
す
る
。
 

※
理
学
部
に
お
い
て
博
士
課
程
は
必
須
，
修
士
課
程
は
（
学
科
コ
ー
ス
等
の
方
針
に
従
っ
て
）
任
意
で
記
入
す
る
こ
と
。
ま
た
，
副
指
導
教
員

が
コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
，
学
生
と
主
指
導
教
員
の
や
り
取
り
は
副
指
導
教
員
も
情
報
共
有
す
る
。
 

 

年 度  

学 生 記 載

記
載
日

：
 
 

年
 
 

月
 
 

日
 

記
載
日

：
 
 

年
 
 

月
 
 

日
 

 
 

主 指 導 教 員 の 確 認

面
談
日

：
 
 

年
 
 

月
 
 

日
 

面
談
日

：
 
 

年
 
 

月
 
 

日
 

コ
メ

ン
ト
 

    

コ
メ
ン
ト
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（
別
紙
様
式
）

 
研

究
指

導
計
画

書
・

報
告

書
（

記
入

例
）

 
 

攻
専

 
名

攻
専

 
科

究
研

 
名

科
究

研

ト
ッ

ニ
ユ

 
名

ト
ッ

ニ
ユ

 
野

分
 

名
野

分

 
 

名
員

教
導

指
主

 
 

号
番

籍
学

氏
 
名
 

 
（
副

指
導

教
員

）
※

 

（
副

指
導

教
員

）
※

 

 

研
究
テ

ー
マ
 

○
○
に

お
け

る
●

●
の

研
究

 

○
×
に

お
け

る
●

●
の

研
究

（
 

年
 

月
 

日
変

更
）

 

 

 
研

究
（

指
導
）

計
画

 
研

究
（

指
導

）
実

施
報

告
 

〇 〇 〇 〇 年 度 

学 生 記 載
 

記
載

日
：

2
0
2
2
年

4
月

7
日

 
記
載
日
：
2
0
2
3
年

3
月

3
0
日

 

・
研

究
テ

ー
マ

の
設

定
を

す
る

。
 

・
実

験
計

画
立

案
を

す
る

。
 

・
抄

読
会

に
参

加
し

，
論

文
の

読
解

指
導

を
受

け
る

。
 

・
研

究
設

備
・

機
器

等
使

用
法

の
実

地
指

導
を

受
け

る
。

 

・
e
A
P
R
I
N
を

受
講

す
る
。

 

    

・
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
実
験
計
画
を
立
案
し
た
。
 

・
研
究
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
文
献
を
収
集
し
た
。
 

・「
○
○
○
○
」
の
手
法
を
学
習
し
，
概
ね

1
人
で
実
行
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

 

主 指 導 教 員 の 確 認
 

面
談

日
：

2
0
2
2
年

4
月

7
日

 
面
談
日
：
2
0
2
3
年

4
月

1
0
日

 

コ
メ

ン
ト

 

・
入

学
前

の
学

修
・

研
究

状
況

に
基

づ
き

研
究

テ
ー

マ
に

つ

い
て
確

認
し

，
研

究
計

画
に

つ
い

て
助

言
し

た
。

 

・
研

究
を

行
う

上
で

e
A
P
R
I
N
を

早
期

に
受

講
す

る
よ

う
指

導
を
行

っ
た

。
 

・
長

期
履

修
を

申
請

す
る

に
あ

た
り

勤
務

の
状

況
な

ど
を

確

認
し
，

履
修

計
画

・
研

究
計

画
に

つ
い

て
助

言
し

た
。

 

・
○

○
の

分
野

に
つ

い
て

副
指

導
教

員
の

助
言

を
受

け
る

よ

う
指
導

し
た

。
 

          

コ
メ
ン
ト
 

・
原
則
毎
週
進
捗
報
告
を
受
け
，
進
捗
状
況
に
応
じ
て
，
必

要
な
指
導
を
行
っ
た
。
 

・
野
外
調
査
が
順
調
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
 

・
文
献
収
集
方
法
に
つ
い
て
助
言
を
行
っ
た
。
 

・
投
稿
論
文
用
の
原
稿
の
作
成
状
況
を
確
認
し
た
 

   

年 度 

学 生 記 載
 

 
日

 
 

月
 

 
年

 
 

：
日

載
記

 
日

 
 

月
 

 
年

 
 

：
日

載
記 ・

実
験

等
の

実
地

指
導

を
受

け
る

。
 

・
○

○
学

会
・

研
究

会
等

に
参

加
し

，
当

該
分

野
の

視
野

を

広
げ

る
。

 

・
実

験
等

デ
ー

タ
の

解
析

と
解

釈
に

関
す

る
指

導
を

受
け

る
。
 

・
中
間
発
表
会
で
「
○
○
」
に
つ
い
て
助
言
を
受
け
た
。

・
○
○
学
会
に
参
加
し
，
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
 

・
e
A
P
R
I
N
の
全
単
元
の
受
講
を
終
了
し
た
。
 

「氏
名

」等
欄

，
「研

究
テ

ー
マ」

，
「学

生
記

載
」欄

は
，

学
生

自
身

が
記

入
しま

す
。 

①
年

次
の

始
め

（
4

月
始

め
）

に
主

指
導

教
員

の
指

導
に

基
づ

き
，

当
該

年
度

の
研

究
の

計
画

（
予

定
）

に
つ

い
て

学
生

自
身

が
記

入
しま

す
。 

②
「研

究
（

指
導

）
計

画
」欄

を
主

指
導

教
員

の
指

導
に

基
づ

き
記

入
が

で
き

た
ら，

「指
導

教
員

の
確

認
」欄

に
面

談
日

とコ
メン

ト（
研

究
計

画
に

対
す

る
指

導
内

容
等

）
を主

指
導

教
員

が
記

入
しま

す
。（

面
談

は
メー

ル
や

電
話

・W
eb

会
議

等
で

も
可

）
 

・記
載

欄
は

記
入

に
合

わ
せ

て
，

広
くし

て
も

，
２

ペ
ー

ジ
以

上
に

わ
た

って
も

構
い

ま
せ

ん
。 

③
年

度
終

了
時

，
主

指
導

教
員

の
指

導
に

基
づ

き
，

学
生

自
身

が
研

究
の

進
捗

状
況

，
実

績
，

成
果

等
を

記
入

しま
す

。 

網
掛

け
︓

記
載

に
当

た
って

の
手

順
等

注
意

事
項

 

④
「研

究
（

指
導

）
実

施
報

告
」欄

を
主

指
導

教
員

に
面

談
等

で
確

認
後

，
「指

導
教

員
の

確
認

」欄
に

面
談

日
とコ

メン
ト

（
学

生
の

取
組

状
況

，
指

導
内

容
，

指
導

計
画

の
変

更
等

）
を

主
指

導
教

員
が

記
入

しま
す

。（
面

談
は

メー
ル

や
電

話
・W

eb
会

議
等

で
も

可
）

 
⑤

翌
年

度
の

研
究

（
指

導
）

計
画

の
提

出
時

，
最

終
年

度
は

論
文

提
出

時
に

提
出

しま
す

。 

学
生

 
記

入
 

教
員

 
記

入
 

（
別
紙
様
式
）

 

 
 

～
以
下
省
略
～
 

  ・
在
学
期
間
中
，
累
積
し
て
記
載
す
る
。
 

・
研
究
（
指
導

）
計
画
及
び
研

究
（
指
導
）
実

施
経
過
報
告
を
，
学
生
が
記
載

後
，
指
導
教
員

が
面
談
等
で
確
認
し
，
学
生
の

取
組
み
状
況
，

指
導
内
容
，
指
導
計
画
の
変
更
等
を
主
指
導
教
員
が
記
載
す
る
。
 

・
面
談
等
は
電
話
・
S
k
y
p
e
等
の

W
E
B
会
議
・

メ
ー
ル
等
に
よ
る
も
の
で
も
可
と
す
る
。
 

・
研
究
指
導
計
画
書
・
報
告
書
は
各
年
度
の
開
始
時
か
ら
作
成
し
，
初
年
度
は
年
度
当
初
に
履
修
計
画
の
申
請
と
と
も
に
，
翌
年
度
以
降
は

前

年
度
報
告
と
と
も
に
研
究
（
指
導
）
計
画
を
，
翌
年
度
の
計
画
書
提
出
時
に
指
定
の
窓
口
に
提
出
す
る
（
最
終
年
次
は
学
位
論
文
提
出
時
に

提
出
す
る
）
。
 

・
休
学
の
場
合
は
復
学
後
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
，
休
学
中
は
提
出
不
要
と
す
る
。
 

・
長
期
履
修
，
休
学
な
ど
に
よ
り
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
，
適
宜
追
加
す
る
。
 

・
博
士
課
程
の
総
合
理

工
学
専
攻
及
び
生
命
医
工
学
専
攻

3
年

制
コ
ー
ス
は
，
研
究
計
画
・
報
告
の
中
で
，
研
究
倫
理
教
育
「
e
A
P
R
I
N
」
の
受

講
に
つ
い
て
必
ず
記
載
す
る
。
 

※
理
学
部
に
お
い
て
博
士
課
程
は
必
須
，
修
士
課
程
は
（
学
科
コ
ー
ス
等
の
方
針
に
従
っ
て
）
任
意
で
記
入
す
る
こ
と
。
ま
た
，
副
指
導
教
員

が
コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
，
学
生
と
主
指
導
教
員
の
や
り
取
り
は
副
指
導
教
員
も
情
報
共
有
す
る
。
 

 そ
の
他
研
究
計
画
記
載
例
：
 

・
〇
〇
年
〇
月

の
修
了
を
目
指

し
，
研
究
遂
行

及
び
学
位
論
文
の
作
成
に
か
か

る
研
究
指
導
を

受
け
る
。
【
早
期
修
了
・
長
期
履

修
・
留
学
・

ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
等
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
。
】
 

・
定
期
的
に
研
究
室
の
ゼ
ミ
を
受
講
し
，
論
文
輪
読
や
研
究
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
発
表
会
に
お
い
て
，
研
究
分
野
や
関
連
す
る
分
野
に
関
す

る
知
識
の
習
得
を
す
る
と
と
も
に
，
研
究
遂
行
上
の
助
言
，
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
助
言
，
指
導
等
を
受
け
る
。
 

・
中
間
発
表
に
お
い
て

そ
の
時
点
ま
で
の
研
究
内
容
の
ま
と
め
を
発
表
し
，
主
指
導
教
員
以
外
の
教
員
か
ら
の
助
言
を
参
考
に
研
究
内
容
の
再

点
検
，
振
返
り
を
す
る
。
 

・
研
究
成
果
を
学
外
の
学
会
等
で
発
表
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
，
幅
広
い
研
究
者
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
，
研
究
の
完
成
度
を
高

め
る
方
法
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
る
。
 

・
研
究
成
果
を
ま
と
め

学
術
雑
誌
に
お
い
て
発
表
す
る
た
め
，
論
文
の
内
容
だ
け
で
な
く
，
投
稿
論
文
の
作
成
，
投
稿
，
査
読
者
と
の
対
応
な

ど
，
論
文
掲
載
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
適
宜
指
導
を
受
け
る
。
 

・
主
指
導
教
員
の
担
当

授
業
の

T
A
，
研
究
の

R
A
へ
参
加
し
，
自
己
の
研
究
遂
行
だ
け
で
な
く
，
学
生
の
指
導
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
を
高
め
る
。
 

主 指 導 教 員 の 確 認

 
日

 
 

月
 

 
年

 
 

：
日

談
面

 
日

 
 

月
 

 
年

 
 

：
日

談
面 コ
メ
ン
ト
 

・
年
間
の
関
連
学
会
参
加
先
に
つ
い
て
助
言
を
行
っ
た
。
 

・
予
定
す
る
論
文
投
稿
先
に
つ
い
て
助
言
を
行
っ
た
。
 

   

コ
メ
ン
ト
 

・
研
究
計
画
の
修
正
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
た
。
 

・
投
稿
論
文
の
作
成
，
投
稿
，
査
読
者
と
の
対
応
な
ど
，
論

文
掲
載
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
た
。
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信州大学大学院総合理工学研究科修士学位論文等審査及び最終試験並びに修了判定実施要項 

（趣旨） 

第１条 この要項は，信州大学大学院学則（平成 16年４月７日信州大学学則第２号。以下「大学院学則」とい

う。）第 43条の規定に基づき，信州大学大学院総合理工学研究科（以下「研究科」という。）の修士学位論文

又は特定の課題についての研究の成果（以下「学位論文等」という。）の審査及び最終試験並びに修了判定の

実施に関し必要な事項を定める。 

（学位論文等の提出） 

第２条 学位論文等の提出は，次の各号のとおり行う。 

一 申請者は「修士学位論文等審査申請書」（様式１）に学位論文等を添えて指導教員を経て研究科長に提出

する。なお，各専攻は必要に応じ論文要旨等を提出させることができる。 

二 提出期限は，３月又は９月修了に応じて各専攻の定める日とする。 

三 各専攻が別に定める場合，様式の変更及びシステム等の媒体を用いて電子データによる提出とすること

ができる。この場合，申請の項目等は様式に準じた内容によるものとし，また提出は申請者本人が提出し

たことが確実に判別できる方法によるものとする。 

（審査委員会） 

第３条 学長からの付託を受けて，研究科委員会は申請者１名について３名以上の研究科の研究指導教員（主

査１名，副査２名以上）をもって組織する審査委員会を設け，学位論文等の審査及び最終試験を行う。ただ

し，審査委員会の設置は各専攻に委託する。 

２ 前項の学位論文の審査に当たっては，各専攻が必要と認めた場合，他の研究科，他の大学院又は研究所等

の教員等を副査として加えることができる。 

３ 審査委員会は，学位論文等の審査結果並びに最終試験結果を「修士学位論文等審査及び最終試験結果報告

書」（様式２）により，研究科長に報告する。 

４ 各専攻が別に定める場合，前項の結果報告書の様式の変更及びシステム等の媒体を用いて電子データによ

る提出とすることができる。この場合，報告の項目等は様式に準じた内容によるものとし，また提出は審査

委員長本人が提出したことが確実に判別できる方法によるものとする。 

（学位論文等の審査） 

第４条 学位論文等審査は，３月又は９月修了に応じて各専攻の定める期間に行うと共に，発表会を開く。 

（最終試験） 

第５条 最終試験は学位論文等に関係ある科目について口頭又は筆答により行う。 

２ 最終試験は，３月又は９月修了に応じて各専攻の定める期日までに行う。 

（博士課程学位プログラム） 

第６条 第２条～第５条の規定に係わらず，大学院学則第 27条の 3第 1項第 1号に定めるファイバールネッサ

ンスを先導するグローバルリーダーの養成プログラムの履修生については別に定める。 

（修了判定） 

第７条 研究科委員会は，審査委員会の報告に基づき，課程修了の可否について議決する。 

（学位論文等の保管） 

第８条 学位論文等は，審査終了後，学部の図書館及び指導教員がそれぞれ保管する。この場合，指導教員が

学位論文を保管する期間は，当該指導教員が信州大学に在職する期間とする。なお，学位論文は，印刷物又

は電子媒体で保管する。 

（雑則） 

第９条 この要項により難い事案が発生した場合は，研究科委員会において審議の上，決定する。 

 
附 則 

この要項は，平成 28年４月１日から施行する。 

附 則 

１．この要項は，平成 29 年 11 月９日から施行する。 

附 則 

１．この要項は，令和２年９月 10 日から施行する。 

7．修士論文関係様式等 
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様式１ 
                         （西暦）   年   月   日 
                             Request made on (YYYY/MM/DD) 

                                                             
 
   信 州 大 学 長 殿 

To: The President, Shinshu University 

 
 

（西暦）   年度入学 
Year of Admission 
                                                                
信州大学大学院総合理工学研究科 
 

            専攻             分野 
Graduate School of Science and Technology，Shinshu University  Department  Division 
 
学籍番号                          
Student ID  
 
申請者氏名                         
Student Name 
 
英文氏名                                                                  
Student Name (in alphabet) 
 
生年月日 昭和・平成・西暦      年    月   日生 
Date of Birth （YYYY/MM/DD）外国籍の方のみ西暦で記入してください                                         

 
 
 
 

修 士 学 位 論 文 等 審 査 申 請 書                 
Request for Master’s Dissertation or Selected Topical Research Evaluation 

 
 

   このたび、信州大学学位規程第４条の規定により、修士（    ）の学位を受け 
  たいので、下記の学位論文等を提出いたしますから御審査くださるよう申請いたします。 
 
In compliance with the rules and regulations of Shinshu University, Article 4, I hereby request a Master’s Dissertation or Selected Topical 

Research Evaluation to receive a Master’s Degree in                   . The dissertation title is stated below. 
 

 
記 

 
 

学位論文等題名 
Title 

 

※学位論文等題名が外国語の場合は，その和訳を（）書きで併記すること。 
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様式２ 
（西暦）  年  月  日 

 

信州大学大学院総合理工学研究科 

修士学位論文等審査及び最終試験結果報告書 
 

学位論文提出者  

学籍番号  専攻 専攻

入学年度 （西暦）   年度 分野 分野

申請学位 修士（      ） 

学位論文等題目  

学位論文等審査

及び最終試験結

果審査の要旨 

 

成績 
学位論文等 最終試験 

  

審査年月日 

学位論文等審査 最終試験 

（西暦）  年  月  日 
～ 

（西暦）  年  月  日 
（西暦）  年  月  日 

注：成績は，合格，不合格の用語で記入すること。 
 

審査委員氏名 

主査  副査 

副査 副査 
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信州大学大学院総合理工学研究科修士論文評価基準      
 

 
信州大学大学院総合理工学研究科は，以下の基準に拠り，論文審査および口頭試問等を経て，審査委員

会が最終的な評価を決定する。 
 
１．［独創性・意義］ 

研究目的，研究手法あるいは研究成果は，十分な独創性または意義を有するか。また，学術研究が従

うべき規範を守り，研究者としての研究倫理を身に付けているか。 
 
２．［実験・調査］ 

研究を遂行するために実施した実験・調査は，適切な方法に基づいて行なわれているか。また，その

分析は正確で，結果や解釈が妥当であるか。 
 
３．［関連資料・参考文献］ 

研究を遂行するために利用した関連資料・参考文献について，正確な読解，的確な把握，また妥当な

解釈がなされているか。あるいは客観的に正当な批判や批評が提示されているか。 
 
 
４．［論証方法・論旨とデータ（資料）の提示方法］ 

問題提起から結論にいたる論証方法と論旨は，明解かつ妥当であるか。また実験データ・調査資料の

提示と展開の方法は適切であるか。 
 
５．［表現の的確性］ 

日本語もしくは使用外国語について，語句や学術用語の使用は的確で，文章表現は論理的であるか。 
 
６．［論文の体裁］ 

本文，章立て，注記，関連資料・参考文献からの引用，図表等は，論文構成において，体裁が整って

いるか。 
 
７. ［総合的評価］ 

当該分野の研究において，総合的に評価して修士論文に価するか。 
 
（ただし書き） 

１）項目２と３の評価基準は，いずれか一方，もしくは両方を採択しうることを示す。 
２）参考図書・論文・史料・統計資料・辞書・地図・インターネット資料その他，参照する全ての資

料・図版等については，「関連資料・参考文献」と表記した。 
３）実験，実地調査，聞き込み調査，情報・資料提供者（インフォーマント）との面談等，実施する

全ての研究作業については，「実験・調査」と表記した。 
４）前項の「実験・調査」によって収集され，分析の対象となるもの全てについては，「実験データ・

調査資料」と表記した。 
 

附 則 
この基準は平成 28 年４月１日より施行する。 
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○
信
州
大
学
大
学
院
学
則
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(平
成

16
年

4
月

7
日
信
州
大
学
学
則
第

2
号
)

目
次
 

第
1
章
 
総
則
(第

1
条
－
第

6
条
) 

第
2
章
 
収
容
定
員
(第

7
条
) 

第
3
章
 
大
学
院
の
授
業
及
び
大
学
院
に
お
け
る
研
究
指
導
(第

8
条
) 

第
4
章
 
研
究
科
長
及
び
運
営
組
織
(第

9
条
－
第

11
条
) 

第
5
章
 
学
年
，
学
期
及
び
休
業
日
(第

12
条
－
第

14
条
) 

第
6
章
 
標
準
修
業
年
限
及
び
在
学
期
間
(第

15
条
・
第

16
条
) 

第
7
章
 
入
学
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17
条
－
第

27
条
) 

第
8
章
 
教
育
課
程
(第
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条
の

2－
第
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条
) 

第
9
章
 
修
了
要
件
，
学
位
授
与
等
(第

40
条
－
第

47
条
) 

第
10

章
 
休
学
，
復
学
，
転
学
，
留
学
，
退
学
及
び
除
籍
(第

48
条
－
第

54
条
) 

第
11

章
 
賞
罰
(第

55
条
・
第

56
条
) 

第
12

章
 
科
目
等
履
修
生
(第

57
条
－
第

63
条
) 

第
13

章
 
研
究
生
(第

64
条
－
第

68
条
) 

第
14

章
 
聴
講
生
(第

69
条
－
第

74
条
) 

第
15

章
 
特
別
聴
講
学
生
及
び
特
別
研
究
学
生
(第

75
条
－
第

83
条
) 

第
16

章
 
外
国
人
留
学
生
(第

84
条
－
第

87
条
) 

第
17

章
 
授
業
料
，
入
学
料
，
検
定
料
及
び
寄
宿
料
(第

88
条
－
第

92
条
) 

第
18

章
 
特
別
の
課
程
(第

92
条
の

2・
第

93
条
) 

第
19

章
 
補
則
(第

94
条
) 

附
則
 

 

第
1
章
 
総
則
 

(目
的
) 

第
1
条
 
信
州
大
学
大
学
院
(以

下
「
本
大
学
院
」
と
い
う
。
)は

，
学
術
の
理
論
及
び
応
用
を
教
授
研
究
し
，
そ
の
深
奥
を
き
わ
め
，

又
は
高
度
の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
職
業
を
担
う
た
め
の
深
い
学
識
及
び
卓
越
し
た
能
力
を
培
い
，
文
化
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
 

2 
本
大
学
院
の
う
ち
，
学
術
の
理
論
及
び
応
用
を
教
授
研
究
し
，
高
度
の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
職
業
を
担
う
た
め
の
深
い
学
識
及
び

卓
越
し
た
能
力
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
は
，
専
門
職
大
学
院
と
す
る
。
 

(自
己
点
検
及
び
自
己
評
価
) 

第
2
条
 
本
大
学
院
は
，
そ
の
教
育
研
究
水
準
の
向
上
に
資
す
る
た
め
，
本
大
学
院
の
教
育
及
び
研
究
，
組
織
及
び
運
営
並
び
に
施
設

及
び
設
備
の
状
況
に
つ
い
て
自
ら
点
検
及
び
評
価
を
行
い
，
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
 

2 
本
大
学
院
は
，
前
項
の
点
検
及
び
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
，
信
州
大
学
の
職
員
以
外
の
者
に
よ
る
検
証
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

3 
第

1
項
の
点
検
及
び
評
価
並
び
に
前
項
の
検
証
の
実
施
に
関
す
る
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(研
究
科
) 

第
3
条
 
本
大
学
院
に
，
次
の
研
究
科
を
置
く
。
 

 
総
合
人
文
社
会
科
学
研
究
科

 
教
育
学
研
究
科
 

 
総
合
理
工
学
研
究
科
 

 
医
学
系
研
究
科
 

 
総
合
医
理
工
学
研
究
科
 

2 
第

5
条
の
教
育
学
研
究
科
高
度
教
職
実
践
専
攻
は
，
専
門
職
大
学
院
と
す
る
。
 

(課
程
) 

第
4
条
 
総
合
人
文
社
会
科
学
研
究
科
，
総
合
理
工
学
研
究
科
及
び
医
学
系
研
究
科
に
修
士
課
程
を
置
き
，
総
合
医
理
工
学
研
究
科
に

博
士
課
程
を
置
く
。
 

2 
総
合
医
理
工
学
研
究
科
の
博
士
課
程
は
，
第

5
条
の

2
に
規
定
す
る
総
合
医
理
工
学
研
究
科
医
学
系
専
攻
医
学
分
野
，
生
命
医
工
学

専
攻
生
命
工
学
分
野

4
年
制
コ
ー
ス
及
び
生
命
医
工
学
専
攻
生
体
医
工
学
分
野

4
年
制
コ
ー
ス
の

4
年
の
博
士
課
程
(以

下
「
医
学

博
士
課
程
」
と
い
う
。
)並

び
に
同
条
に
規
定
す
る
医
学
系
専
攻
保
健
学
分
野
，
総
合
理
工
学
専
攻
，
生
命
医
工
学
専
攻
生
命
工
学

分
野

3
年
制
コ
ー
ス
及
び
生
命
医
工
学
専
攻
生
体
医
工
学
分
野

3
年
制
コ
ー
ス
の
後
期

3
年
の
課
程
の
み
の
博
士
課
程
(以

下
「
博

士
後
期
課
程
」
と
い
う
。
)と

す
る
。
 

3 
修
士
課
程
は
，
広
い
視
野
に
立
っ
て
精
深
な
学
識
を
授
け
，
専
攻
分
野
に
お
け
る
研
究
能
力
又
は
こ
れ
に
加
え
て
高
度
の
専
門
性
が

求
め
ら
れ
る
職
業
を
担
う
た
め
の
卓
越
し
た
能
力
を
培
う
も
の
と
す
る
 

4 
博
士
課
程
は
，
専
攻
分
野
に
つ
い
て
，
研
究
者
と
し
て
自
立
し
て
研
究
活
動
を
行
い
，
又
は
そ
の
他
の
高
度
に
専
門
的
な
業
務
に
従

事
す
る
に
必
要
な
高
度
の
研
究
能
力
及
び
そ
の
基
礎
と
な
る
豊
か
な
学
識
を
養
う
も
の
と
す
る
。
 

第
4
条
の

2 
教
育
学
研
究
科
に
，
専
門
職
学
位
課
程
を
置
く
。
 

2 
専
門
職
学
位
課
程
は
，
高
度
の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
職
業
を
担
う
た
め
の
深
い
学
識
及
び
卓
越
し
た
能
力
を
培
う
も
の
と
す
る
。
 

3 
教
育
学
研
究
科
に
置
く
専
門
職
学
位
課
程
は
，
専
ら
教
員
養
成
の
た
め
の
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
教
職
大
学
院
の
課
程
と

す
る
。
 

(専
攻
) 

第
5
条
 
研
究
科
に
，
次
の
専
攻
を
置
く
。
 

総
合
人
文
社
会
科
学
研
究
科
 

 
  

総
合
人
文
社
会
科
学
専
攻

教
育
学
研
究
科
 

(専
門
職
学
位
課
程
) 

 
  

高
度
教
職
実
践
専
攻
 

総
合
理
工
学
研
究
科
 

 
  

理
学
専
攻
 

 
  

工
学
専
攻
 

 
  

繊
維
学
専
攻
 

 
  

農
学
専
攻
 

 
  

生
命
医
工
学
専
攻
 

医
学
系
研
究
科
 

 
  

医
科
学
専
攻
 

 
  

保
健
学
専
攻
 

総
合
医
理
工
学
研
究
科
 

 
  

医
学
系
専
攻
 

 
  

総
合
理
工
学
専
攻
 

 
  

生
命
医
工
学
専
攻
 

(分
野
及
び
コ
ー
ス
) 

第
5
条
の

2 
総
合
人
文
社
会
科
学
研
究
科
の
専
攻
に
，
次
の
分
野
を
置
く
。
 

総
合
人
文
社
会
科
学
専
攻

 
人
間
文
化
学
分
野

 
 

 
心
理
学
分
野
 

 
 
経
済
学
分
野
 

 
 
法
学
分
野
 

2 
総
合
医
理
工
学
研
究
科
の
専
攻
に
，
次
の
分
野
及
び
コ
ー
ス
を
置
く
。
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医
学
系
専
攻
 

 
医
学
分
野
 

 
 

 
 

 
保
健
学
分
野
 

 
 

総
合
理
工
学
専
攻
  

フ
ァ
イ
バ
ー
工
学
分
野
 

 
 

 
 

 
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
シ
ス
テ
ム
工
学
分
野
  

 

 
 

 
物
質
創
成
科
学
分
野
 

 
 

 
 

 
山
岳
環
境
科
学
分
野
 

 
 

 
 

 
生
物
・
生
命
科
学
分
野
 

 
 

 
 

 
数
理
・
社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
分
野
 

 
 

生
命
医
工
学
専
攻
  

生
命
工
学
分
野
 

 
4
年
制
コ
ー
ス
  

ス
ー

コ
制

年
3

 
 

 
 

  
 

 
生
体
医
工
学
分
野
 

 
4
年
制
コ
ー
ス
  

ス
ー

コ
制

年
3

 
 

 
 

 (組
織
の
編
制
) 

第
6
条
 
第

3
条
の
研
究
科
に
お
け
る
教
育
研
究
に
携
わ
る
組
織
は
，
教
育
研
究
に
係
る
責
任
の
所
在
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
，
編
制

す
る
も
の
と
す
る
。
 

2 
前
項
の
編
制
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

第
2
章
 
収
容
定
員
 

(収
容
定
員
) 

第
7
条
 
収
容
定
員
は
，
別
表
第

1
の
と
お
り
と
す
る
。
 

第
3
章
 
大
学
院
の
授
業
及
び
大
学
院
に
お
け
る
研
究
指
導
 

(大
学
院
の
授
業
及
び
大
学
院
に
お
け
る
研
究
指
導
) 

第
8
条
 
本
大
学
院
の
授
業
は
，
教
授
，
准
教
授
，
講
師
又
は
助
教
が
担
当
す
る
も
の
と
す
る
。
 

2 
本
大
学
院
に
お
け
る
学
位
論
文
の
作
成
等
に
対
す
る
指
導
(以

下
「
研
究
指
導
」
と
い
う
。
)は

，
教
授
が
担
当
す
る
も
の
と
し
，
研

究
科
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
，
当
該
研
究
科
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
准
教
授
が
担
当
し
，
又
は
講
師
若
し
く
は
助
教

に
担
当
さ
せ
，
若
し
く
は
分
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
4
章
 
研
究
科
長
及
び
運
営
組
織
 

(研
究
科
長
) 

第
9
条
 
研
究
科
に
研
究
科
長
を
置
き
，
次
の
と
お
り
，
信
州
大
学
学
術
研
究
院
の
学
系
長
を
も
っ
て
充
て
る
。
 

 
総
合
人
文
社
会
科
学
研
究
科
長

 
人
文
科
学
系
長
，
教
育
学
系
長
及
び
社
会
科
学
系
長
の
輪
番
 

 
教
育
学
研
究
科
長
 

 
教
育
学
系
長
 

 
総
合
理
工
学
研
究
科
長
 

 
理
学
系
長
，
工
学
系
長
，
農
学
系
長
及
び
繊
維
学
系
長
の
輪
番
 

 
医
学
系
研
究
科
長
 

 
医
学
系
長
 

 
総
合
医
理
工
学
研
究
科
長
 

 
理
学
系
長
，
医
学
系
長
，
工
学
系
長
，
農
学
系
長
及
び
繊
維
学
系
長
の
輪
番

2 
研
究
科
長
は
，
当
該
研
究
科
に
関
す
る
事
項
を
掌
理
す
る
。
 

(教
育
研
究
評
議
会
) 

第
10

条
 
本
大
学
院
の
管
理
，
運
営
そ
の
他
本
大
学
院
に
お
け
る
重
要
事
項
の
審
議
は
，
国
立
大
学
法
人
信
州
大
学
教
育
研
究
評
議
会

(以
下
「
教
育
研
究
評
議
会
」
と
い
う
。
)に

お
い
て
行
う
。
 

(大
学
院
研
究
科
委
員
会
) 

第
11

条
 
各
研
究
科
に
，
大
学
院
研
究
科
委
員
会
(以

下
「
研
究
科
委
員
会
」
と
い
う
。
)を

置
く
。
 

2 
研
究
科
委
員
会
は
，
学
長
が
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
決
定
を
行
う
に
当
た
り
意
見
を
述
べ
る
も
の
と
す
る
。
 

(1
) 

学
生
の
入
学
，
課
程
の
修
了
 

(2
) 

学
位
の
授
与
 

(3
) 

前
2
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
，
教
育
研
究
に
関
す
る
重
要
な
事
項
で
，
研
究
科
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
必
要
な
も

の
と
し
て
学
長
が
定
め
る
も
の
。
 

3 
研
究
科
委
員
会
は
，
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
，
学
長
及
び
研
究
科
長
そ
の
他
の
研
究
科
委
員
会
が
置
か
れ
る
組
織
の
長
(以

下
こ
の
項
に
お
い
て
｢学

長
等
｣と

い
う
。
)が

掌
る
教
育
研
究
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
，
学
長
等
の
求
め
に
応
じ
，
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

4 
研
究
科
委
員
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

第
5
章
 
学
年
，
学
期
及
び
休
業
日
 

(学
年
) 

第
12

条
 
学
年
は
，
4
月

1
日
に
始
ま
り
，
翌
年

3
月

31
日
に
終
わ
る
。
 

(学
期
) 

第
13

条
 
学
年
を
次
の

2
学
期
に
分
け
る
。
 

前
学
期
  

4
月

1
日
か
ら

9
月

30
日
ま
で
 

後
学
期
  

10
月

1
日
か
ら
翌
年

3
月

31
日
ま
で

2 
前
項
に
規
定
す
る
前
学
期
の
終
期
及
び
後
学
期
の
始
期
は
，
各
研
究
科
の
事
情
に
よ
り
，
学
長
が
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(学
期
の
分
割
) 

第
13

条
の

2 
前
条
に
規
定
す
る
前
学
期
及
び
後
学
期
の
期
間
は
，
各
研
究
科
の
事
情
に
よ
り
，
当
該
各
期
間
を
前
半
期
と
後
半
期
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(休
業
日
) 

第
14

条
 
休
業
日
は
，
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(1
) 

日
曜
日
 

(2
) 

土
曜
日
 

(3
) 

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
(昭

和
23

年
法
律
第

17
8
号
)に

規
定
す
る
休
日
 

(4
) 

春
季
休
業
 

(5
) 

夏
季
休
業
 

(6
) 

冬
季
休
業
 

2 
前
項
第

4
号
か
ら
第

6
号
ま
で
の
休
業
の
期
間
は
，
学
長
が
別
に
定
め
る
。
 

3 
第

1
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
学
長
は
，
臨
時
の
休
業
日
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

4 
第

1
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
第

1
項
第

1
号
か
ら
第

3
号
ま
で
の
休
業
日
は
，
各
研
究
科
の
事
情
に
よ
り
，
授
業
を
行
う
日
に

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
6
章
 
標
準
修
業
年
限
及
び
在
学
期
間
 

(標
準
修
業
年
限
) 

第
15

条
 
修
士
課
程
及
び
教
職
大
学
院
の
課
程
の
標
準
修
業
年
限
は
，
2
年
と
す
る
。
 

2 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
修
士
課
程
に
お
い
て
，
主
と
し
て
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
に
対
し
て
教
育
を
行
う
場
合
で
あ
っ

て
，
教
育
研
究
上
の
必
要
が
あ
り
，
か
つ
，
昼
間
と
併
せ
て
夜
間
そ
の
他
特
定
の
時
間
又
は
時
期
に
お
い
て
授
業
又
は
研
究
指
導
を

行
う
等
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
教
育
上
支
障
を
生
じ
な
い
と
き
は
，
研
究
科
，
専
攻
又
は
学
生
の
履
修
上
の
区
分
に
応
じ
，
標
準
修

業
年
限
を

1
年
以
上

2
年
未
満
の
期
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

3 
医
学
博
士
課
程
の
標
準
修
業
年
限
は
，
4
年
と
す
る
。
 

4 
博
士
後
期
課
程
の
標
準
修
業
年
限
は
，
3
年
と
す
る
。
 

(在
学
期
間
) 

第
16

条
 
修
士
課
程
及
び
教
職
大
学
院
の
課
程
の
学
生
は

4
年
，
医
学
博
士
課
程
の
学
生
は

8
年
，
博
士
後
期
課
程
の
学
生
は

6
年
を

超
え
て
在
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

2 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
前
条
第

2
項
の
学
生
は
標
準
修
業
年
限
の

2
倍
に
相
当
す
る
年
数
を
超
え
て
在
学
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
 

3 
第

1
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
第

24
条
又
は
第

25
条
の
規
定
に
よ
り
入
学
し
た
学
生
は
，
第

27
条
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
在
学

す
べ
き
年
数
の

2
倍
に
相
当
す
る
年
数
を
超
え
て
在
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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第
7
章
 
入
学
 

(入
学
の
時
期
) 

第
17

条
 
入
学
の
時
期
は
，
学
年
又
は
学
期
の
始
め
と
す
る
。
 

(入
学
資
格
) 

第
18

条
 
修
士
課
程
及
び
専
門
職
学
位
課
程
の
入
学
資
格
者
は
，
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。
 

(1
) 

大
学
を
卒
業
し
た
者
 

(2
) 

学
校
教
育
法
(昭

和
22

年
法
律
第

26
号
)第

10
4
条
第

7
項
の
規
定
に
よ
り
学
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
 

(3
) 

外
国
に
お
い
て
，
学
校
教
育
に
お
け
る

16
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
 

(4
) 

外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
外
国
の
学
校
教
育
に

お
け
る

16
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
 

(5
) 

我
が
国
に
お
い
て
，
外
国
の
大
学
の
課
程
(そ

の
修
了
者
が
当
該
外
国
の
学
校
教
育
に
お
け
る

16
年
の
課
程
を
修
了
し
た
と
さ

れ
る
も
の
に
限
る
。
)を

有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
っ
て
，

文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
の
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
 

(5
)の

2 
外
国
の
大
学
そ
の
他
の
外
国
の
学
校
(そ

の
教
育
研
究
活
動
等
の
総
合
的
な
状
況
に
つ
い
て
，
当
該
外
国
の
政
府
又
は
関

係
機
関
の
認
証
を
受
け
た
者
に
よ
る
評
価
を
受
け
た
も
の
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も

の
に
限
る
。
)に

お
い
て
，
修
業
年
限
が

3
年
以
上
で
あ
る
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
(当

該
外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に
お
け

る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
及
び
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い

て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
っ
て
前
号
の
指
定
を
受
け
た
も
の
に
お
い
て
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
を
含
む
。
)に

よ
り
，

学
士
の
学
位
に
相
当
す
る
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
 

(6
) 

専
修
学
校
の
専
門
課
程
(修

業
年
限
が

4
年
以
上
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
に
限

る
。
)で

文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
を
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
日
以
後
に
修
了
し
た
者
 

(7
) 

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
者
(昭

和
28

年
文
部
省
告
示
第

5
号
) 

(8
) 

学
校
教
育
法
第

10
2
条
第

2
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
に
入
学
し
た
者
で
あ
っ
て
，
当
該
者
を
そ
の
後
に
入
学
さ
せ
る
本
大
学

院
に
お
い
て
，
大
学
院
に
お
け
る
教
育
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
も
の
 

(9
) 

本
大
学
院
に
お
い
て
，
個
別
の
入
学
資
格
審
査
に
よ
り
，
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者

で
，
22

歳
に
達
し
た
も
の
 

(1
0)
 
大
学
に

3
年
以
上
在
学
し
た
者
で
あ
っ
て
，
本
大
学
院
の
定
め
る
単
位
を
優
秀
な
成
績
で
修
得
し
た
と
認
め
た
も
の
 

(1
1)
 
外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る

15
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
，
本
大
学
院
の
定
め
る
単
位
を
優
秀
な
成
績
で

修
得
し
た
と
認
め
た
も
の
 

(1
2)
 
外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
外
国
の
学
校
教
育
に

お
け
る

15
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
，
本
大
学
院
の
定
め
る
単
位
を
優
秀
な
成
績
で
修
得
し
た
と
認
め
た
も
の
 

(1
3)
 
我
が
国
に
お
い
て
，
外
国
の
大
学
の
課
程
(そ

の
修
了
者
が
当
該
外
国
の
学
校
教
育
に
お
け
る

15
年
の
課
程
を
修
了
し
た
と

さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
)を

有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
っ

て
，
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
の
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
，
本
大
学
院
の
定
め
る
単
位
を
優
秀
な
成
績

で
修
得
し
た
と
認
め
た
も
の
 

第
19

条
 
医
学
博
士
課
程
の
入
学
資
格
者
は
，
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。
 

(1
) 

大
学
に
お
け
る
医
学
，
歯
学
，
薬
学
(修

業
年
限
が

6
年
の
も
の
に
限
る
。
)又

は
獣
医
学
を
履
修
す
る
課
程
を
卒
業
し
た
者
 

(2
) 

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る

18
年
の
課
程
を
修
了
し
，
そ
の
最
終
の
課
程
が
医
学
，
歯
学
，
薬
学
又
は
獣
医
学
で
あ

っ
た
者
 

(3
) 

外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
外
国
の
学
校
教
育
に

お
け
る

18
年
の
課
程
を
修
了
し
，
そ
の
最
終
の
課
程
が
医
学
，
歯
学
，
薬
学
又
は
獣
医
学
で
あ
っ
た
者
 

(4
) 

我
が
国
に
お
い
て
，
外
国
の
大
学
の
課
程
(そ

の
修
了
者
が
当
該
外
国
の
学
校
教
育
に
お
け
る

18
年
の
課
程
を
修
了
し
た
と
さ

れ
る
も
の
に
限
る
。
)を

有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
っ
て
，

文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
の
当
該
課
程
を
修
了
し
，
そ
の
最
終
の
課
程
が
医
学
，
歯
学
，
薬
学
又
は
獣
医
学
で
あ
っ

た
者
 

(4
)の

2 
外
国
の
大
学
そ
の
他
の
外
国
の
学
校
(そ

の
教
育
研
究
活
動
等
の
総
合
的
な
状
況
に
つ
い
て
，
当
該
外
国
の
政
府
又
は
関

係
機
関
の
認
証
を
受
け
た
者
に
よ
る
評
価
を
受
け
た
も
の
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も

の
に
限
る
。
)に

お
い
て
，
修
業
年
限
が

5
年
以
上
で
あ
る
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
(当

該
外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に
お
け

る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
及
び
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い

て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
っ
て
前
号
の
指
定
を
受
け
た
も
の
に
お
い
て
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
を
含
む
。
)に

よ
り
，

学
士
の
学
位
に
相
当
す
る
学
位
を
授
与
さ
れ
，
そ
の
最
終
の
課
程
が
医
学
，
歯
学
，
薬
学
又
は
獣
医
学
で
あ
っ
た
者
 

(5
) 

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
者
(昭

和
30

年
文
部
省
告
示
第

39
号
) 

(6
) 

学
校
教
育
法
第

10
2
条
第

2
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
に
入
学
し
た
者
で
あ
っ
て
，
当
該
者
を
そ
の
後
に
入
学
さ
せ
る
本
大
学

院
に
お
い
て
，
大
学
院
に
お
け
る
教
育
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
も
の
 

(7
) 

本
大
学
院
に
お
い
て
，
個
別
の
入
学
資
格
審
査
に
よ
り
，
大
学
に
お
け
る
医
学
，
歯
学
，
薬
学
(修

業
年
限
が

6
年
の
も
の
に

限
る
。
)又

は
獣
医
学
の
課
程
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者
で
，
24

歳
に
達
し
た
も
の
 

(8
) 

大
学
に
お
け
る
医
学
，
歯
学
，
薬
学
(修

業
年
限
が

6
年
の
も
の
に
限
る
。
)又

は
獣
医
学
の
課
程
に

4
年
以
上
在
学
し
た
者
で

あ
っ
て
，
本
大
学
院
の
定
め
る
単
位
を
優
秀
な
成
績
で
修
得
し
た
と
認
め
た
も
の
 

(9
) 

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る

16
年
の
課
程
を
修
了
し
，
そ
の
最
終
の
課
程
が
医
学
，
歯
学
，
薬
学
又
は
獣
医
学
で
あ

っ
た
者
で
，
本
大
学
院
の
定
め
る
単
位
を
優
秀
な
成
績
で
修
得
し
た
と
認
め
た
も
の
 

(1
0)
 
外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
外
国
の
学
校
教
育
に

お
け
る

16
年
の
課
程
を
修
了
し
，
そ
の
最
終
の
課
程
が
医
学
，
歯
学
，
薬
学
又
は
獣
医
学
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
，
本
大
学
院

の
定
め
る
単
位
を
優
秀
な
成
績
で
修
得
し
た
と
認
め
た
も
の
 

(1
1)
 
我
が
国
に
お
い
て
，
外
国
の
大
学
の
課
程
(そ

の
修
了
者
が
当
該
外
国
の
学
校
教
育
に
お
け
る

16
年
の
課
程
を
修
了
し
た
と

さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
)を

有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
っ

て
，
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
の
当
該
課
程
を
修
了
し
，
そ
の
最
終
の
課
程
が
医
学
，
歯
学
，
薬
学
又
は
獣
医
学
で

あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
，
本
大
学
院
の
定
め
る
単
位
を
優
秀
な
成
績
で
修
得
し
た
と
認
め
た
も
の
 

第
19

条
の

2 
総
合
医
理
工
学
研
究
科
医
学
系
専
攻
保
健
学
分
野
の
入
学
資
格
者
は
，
看
護
師
，
助
産
師
，
保
健
師
，
臨
床
検
査
技

師
，
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
等
の
免
許
を
有
し
，
か
つ
，
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。
 

(1
) 

修
士
の
学
位
又
は
専
門
職
学
位
を
有
す
る
者
 

(2
) 

外
国
に
お
い
て
修
士
の
学
位
又
は
専
門
職
学
位
に
相
当
す
る
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
 

(3
) 

外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
し
，
修
士
の
学
位
又
は
専
門
職
学
位
に
相
当

す
る
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
 

(4
) 

我
が
国
に
お
い
て
，
外
国
の
大
学
院
の
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ

た
教
育
施
設
で
あ
っ
て
，
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
の
当
該
課
程
を
修
了
し
，
修
士
の
学
位
又
は
専
門
職
学
位
に
相

当
す
る
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
 

(5
) 

国
際
連
合
大
学
本
部
に
関
す
る
国
際
連
合
と
日
本
国
と
の
間
の
協
定
の
実
施
に
伴
う
特
別
措
置
法
(昭

和
51

年
法
律
第

72
号
)

第
1
条
第

2
項
に
規
定
す
る

19
72

年
12

月
11

日
の
国
際
連
合
総
会
決
議
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
国
際
連
合
大
学
(以

下
「
国
際

連
合
大
学
」
と
い
う
。
)の

課
程
を
修
了
し
，
修
士
の
学
位
に
相
当
す
る
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
 

(6
) 

外
国
の
学
校
，
第

4
号
の
指
定
を
受
け
た
教
育
施
設
又
は
国
際
連
合
大
学
の
教
育
課
程
を
履
修
し
，
大
学
院
設
置
基
準
(昭

和

49
年
文
部
省
令
第

28
号
。
以
下
同
じ
。
)第

16
条
の

2
に
規
定
す
る
試
験
及
び
審
査
に
相
当
す
る
も
の
に
合
格
し
，
修
士
の
学

位
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
 

(7
) 

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
者
(平

成
元
年
文
部
省
告
示
第

11
8
号
) 

(8
) 

本
大
学
院
に
お
い
て
，
個
別
の
入
学
資
格
審
査
に
よ
り
，
修
士
の
学
位
又
は
専
門
職
学
位
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
た
者
で
，
24

歳
に
達
し
た
も
の
 

－42－



第
20

条
 
総
合
医
理
工
学
研
究
科
の
総
合
理
工
学
専
攻
，
生
命
医
工
学
専
攻
生
命
工
学
分
野

3
年
制
コ
ー
ス
及
び
生
命
医
工
学
専
攻
生

体
医
工
学
分
野

3
年
制
コ
ー
ス
の
入
学
資
格
者
は
，
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。
 

(1
) 

修
士
の
学
位
又
は
専
門
職
学
位
を
有
す
る
者
 

(2
) 

外
国
に
お
い
て
修
士
の
学
位
又
は
専
門
職
学
位
に
相
当
す
る
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
 

(3
) 

外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
し
，
修
士
の
学
位
又
は
専
門
職
学
位
に
相
当

す
る
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
 

(4
) 

我
が
国
に
お
い
て
，
外
国
の
大
学
院
の
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ

た
教
育
施
設
で
あ
っ
て
，
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
の
当
該
課
程
を
修
了
し
，
修
士
の
学
位
又
は
専
門
職
学
位
に
相

当
す
る
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
 

(5
) 

国
際
連
合
大
学
の
課
程
を
修
了
し
，
修
士
の
学
位
に
相
当
す
る
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
 

(6
) 

外
国
の
学
校
，
第

4
号
の
指
定
を
受
け
た
教
育
施
設
又
は
国
際
連
合
大
学
の
教
育
課
程
を
履
修
し
，
大
学
院
設
置
基
準
第

16

条
の

2
に
規
定
す
る
試
験
及
び
審
査
に
相
当
す
る
も
の
に
合
格
し
，
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
者
 

(7
) 

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
者
(平

成
元
年
文
部
省
告
示
第

11
8
号
) 

(8
) 

本
大
学
院
に
お
い
て
，
個
別
の
入
学
資
格
審
査
に
よ
り
，
修
士
の
学
位
又
は
専
門
職
学
位
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
た
者
で
，
24

歳
に
達
し
た
も
の
 

(入
学
の
出
願
) 

第
21

条
 
本
大
学
院
へ
の
入
学
を
志
願
す
る
者
は
，
所
定
の
期
日
ま
で
に
入
学
願
書
に
所
定
の
検
定
料
及
び
別
に
定
め
る
書
類
を
添
え

て
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(入
学
者
の
決
定
) 

第
22

条
 
前
条
の
入
学
志
願
者
に
つ
い
て
は
，
別
に
定
め
る
入
学
者
受
入
れ
の
方
針
に
基
づ
き
，
，
選
考
を
行
う
。
 

(入
学
手
続
及
び
入
学
許
可
) 

第
23

条
 
前
条
の
選
考
の
結
果
に
基
づ
き
合
格
の
通
知
を
受
け
た
者
は
，
所
定
の
期
日
ま
で
に
別
に
定
め
る
書
類
を
提
出
す
る
と
と
も

に
，
所
定
の
入
学
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

2 
学
長
は
，
前
項
の
入
学
手
続
を
完
了
し
た
者
(入

学
料
の
免
除
又
は
徴
収
猶
予
を
申
請
し
て
い
る
者
を
含
む
。
)に

入
学
を
許
可
す

る
。
 

第
23

条
の

2 
本
大
学
院
の
修
士
課
程
又
は
教
職
大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
，
引
き
続
き
博
士
課
程
に
進
学
を
志
願
す
る
者
に
つ
い
て

は
，
選
考
の
上
，
進
学
を
許
可
す
る
。
 

(編
入
学
及
び
再
入
学
) 

第
24

条
 
大
学
院
を
修
了
し
た
者
又
は
退
学
し
た
者
で
，
本
大
学
院
へ
の
入
学
を
志
願
す
る
者
が
あ
る
場
合
は
，
選
考
の
上
，
相
当
年

次
に
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

(転
入
学
) 

第
25

条
 
他
の
大
学
院
に
在
学
し
て
い
る
者
で
，
本
大
学
院
へ
の
入
学
を
志
願
す
る
者
が
あ
る
場
合
は
，
選
考
の
上
，
相
当
年
次
に
入

学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

2 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
我
が
国
に
お
い
て
，
外
国
の
大
学
院
の
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に

お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
っ
て
，
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
の
当
該
課
程
に
在
学
し
て
い
る
者
及
び
国

際
連
合
大
学
の
課
程
に
在
学
し
て
い
る
者
で
，
本
大
学
院
へ
の
入
学
を
志
願
す
る
者
が
あ
る
場
合
は
，
選
考
の
上
，
相
当
年
次
に
入

学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

(研
究
科
間
の
転
科
等
) 

第
26

条
 
修
士
課
程
又
は
教
職
大
学
院
の
課
程
の
学
生
で
，
他
の
研
究
科
の
修
士
課
程
又
は
教
職
大
学
院
の
課
程
に
転
科
を
志
願
す
る

者
が
あ
る
場
合
は
，
選
考
の
上
，
相
当
年
次
に
転
科
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

2 
転
専
攻
を
志
願
す
る
者
が
あ
る
場
合
は
，
選
考
の
上
，
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

(編
入
学
，
再
入
学
，
転
入
学
等
の
場
合
の
取
扱
い
) 

第
27

条
 
前

3
条
の
規
定
に
よ
り
，
入
学
又
は
転
科
等
を
許
可
さ
れ
た
者
の
既
に
履
修
し
た
授
業
科
目
及
び
修
得
し
た
単
位
数
の
取
扱

い
並
び
に
在
学
す
べ
き
年
数
に
つ
い
て
は
，
当
該
研
究
科
の
研
究
科
委
員
会
の
議
を
経
て
，
研
究
科
長
が
定
め
る
。
 

第
8
章
 
教
育
課
程
 

(教
育
課
程
の
編
成
方
針
) 

第
27

条
の

2 
本
大
学
院
(専

門
職
大
学
院
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
)は

，
別
に
定
め
る
学
位
授
与
の
方
針
及
び
教
育
課
程
編

成
・
実
施
の
方
針
に
基
づ
き
，
必
要
な
授
業
科
目
を
自
ら
開
設
す
る
と
と
も
に
，
研
究
指
導
の
計
画
を
策
定
し
，
体
系
的
に
教
育
課

程
を
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。
 

2 
教
育
課
程
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
，
本
大
学
院
は
，
専
攻
分
野
に
関
す
る
高
度
の
専
門
的
知
識
及
び
能
力
を
修
得
さ
せ
る
と
と
も

に
，
当
該
専
攻
分
野
に
関
連
す
る
分
野
の
基
礎
的
素
養
を
涵
養
す
る
よ
う
適
切
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
 

3 
専
門
職
大
学
院
は
，
別
に
定
め
る
学
位
授
与
の
方
針
及
び
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
に
基
づ
き
，
専
攻
分
野
に
応
じ
必
要
な
授

業
科
目
を
，
産
業
界
等
と
連
携
し
つ
つ
，
自
ら
開
設
し
，
体
系
的
に
教
育
課
程
を
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。
 

4 
専
門
職
大
学
院
は
，
専
攻
に
係
る
職
業
を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
て
必
要
な
授
業
科
目
を
開
発
し
，
当
該
職
業
の
動
向
に
即
し
た

教
育
課
程
の
編
成
を
行
う
と
と
も
に
，
当
該
状
況
の
変
化
に
対
応
し
，
授
業
科
目
の
内
容
，
教
育
課
程
の
構
成
等
に
つ
い
て
，
不
断

の
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

5 
前
項
の
規
定
に
よ
る
授
業
科
目
の
開
発
，
教
育
課
程
の
編
成
及
び
そ
れ
ら
の
見
直
し
は
，
別
に
定
め
る
教
育
課
程
連
携
協
議
会
の
意

見
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
，
適
切
な
体
制
を
整
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。
 

(博
士
課
程
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
) 

第
27

条
の

3 
本
大
学
院
は
，
優
秀
な
学
生
を
俯
瞰
力
と
独
創
力
を
備
え
広
く
産
学
官
に
わ
た
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー

へ
と
導
く
た
め
，
修
士
課
程
と
博
士
課
程
を
一
貫
し
て
教
育
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
(以

下
「
博
士
課
程
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
。
)

と
し
て
，
次
に
掲
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
編
成
す
る
。
 

(1
) 

フ
ァ
イ
バ
ー
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
先
導
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

2 
博
士
課
程
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(教
育
方
法
) 

第
28

条
 
研
究
科
(教

育
学
研
究
科
を
除
く
。
)の

教
育
は
，
授
業
科
目
の
授
業
及
び
研
究
指
導
に
よ
っ
て
行
う
。
 

2 
教
育
学
研
究
科
の
教
育
は
，
授
業
科
目
の
授
業
に
よ
っ
て
行
う
。
 

(授
業
科
目
，
単
位
数
及
び
履
修
方
法
) 

第
29

条
 
授
業
科
目
，
そ
の
単
位
数
及
び
履
修
方
法
に
つ
い
て
は
，
各
研
究
科
に
お
い
て
定
め
る
。
 

(授
業
の
方
法
) 

第
30

条
 
授
業
は
，
講
義
，
演
習
，
実
験
，
実
習
若
し
く
は
実
技
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
又
は
こ
れ
ら
の
併
用
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。
 

2 
研
究
科
は
，
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
前
項
の
授
業
を
，
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
し
て
，
当
該
授

業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

3 
研
究
科
は
，
第

1
項
の
授
業
を
，
外
国
に
お
い
て
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
項
の
規
定
に
よ
り
，
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度

に
利
用
し
て
，
当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履
修
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
も
，
同
様
と
す
る
。
 

4 
研
究
科
は
，
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
第

1
項
の
授
業
の
一
部
を
，
校
舎
及
び
附
属
施
設
以
外
の
場
所
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
 

(単
位
の
計
算
方
法
) 

第
31

条
 
授
業
科
目
の
単
位
の
計
算
方
法
は
，
1
単
位
の
授
業
科
目
を

45
時
間
の
学
修
を
必
要
と
す
る
内
容
を
も
っ
て
構
成
す
る
こ
と

を
標
準
と
し
，
次
の
基
準
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
 

(1
) 

講
義
及
び
演
習
に
つ
い
て
は
，
15

時
間
か
ら

30
時
間
ま
で
の
範
囲
で
別
に
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ
て

1
単
位
と
す
る
。
 

(2
) 

実
験
，
実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
，
30

時
間
か
ら

45
時
間
ま
で
の
範
囲
で
別
に
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ
て

1
単
位
と

す
る
。
た
だ
し
，
芸
術
等
の
分
野
に
お
け
る
個
人
指
導
に
よ
る
実
技
の
授
業
に
つ
い
て
は
，
別
に
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ
て

1
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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2 
一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
，
講
義
，
演
習
，
実
験
，
実
習
又
は
実
技
の
う
ち

2
以
上
の
方
法
の
併
用
に
よ
り
行
う
場
合
の
単
位
数
を

計
算
す
る
に
当
た
っ
て
は
，
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
応
じ
，
前
項
各
号
に
規
定
す
る
基
準
に
よ
り
，
別
に
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ

て
1
単
位
と
す
る
。
 

3 
前

2
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
学
位
論
文
の
作
成
に
関
す
る
特
別
研
究
等
の
授
業
科
目
を
設
定
す
る
場
合
に
お
い
て
，
こ
れ
ら
の

学
修
の
成
果
を
評
価
し
て
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
適
切
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
，
各
研
究
科
に
お
い
て
単
位
数
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

(単
位
の
授
与
) 

第
32

条
 
授
業
科
目
を
履
修
し
た
者
に
対
し
，
試
験
そ
の
他
当
該
授
業
の
特
性
に
合
わ
せ
た
方
法
に
よ
り
学
修
の
成
果
を
評
価
し
，
合

格
の
場
合
に
は
，
所
定
の
単
位
を
授
与
す
る
。
 

(成
績
評
価
基
準
等
の
明
示
等
) 

第
32

条
の

2 
本
大
学
院
は
，
学
生
に
対
し
て
，
授
業
及
び
研
究
指
導
の
方
法
及
び
内
容
並
び
に

1
年
間
の
授
業
及
び
研
究
指
導
の
計

画
を
あ
ら
か
じ
め
明
示
す
る
も
の
と
す
る
。
 

2 
本
大
学
院
は
，
学
修
の
成
果
及
び
学
位
論
文
に
係
る
評
価
並
び
に
修
了
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
，
客
観
性
及
び
厳
格
性
を
確
保
す
る

た
め
，
学
生
に
対
し
て
そ
の
基
準
を
あ
ら
か
じ
め
明
示
す
る
と
と
も
に
，
当
該
基
準
に
従
っ
て
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
。
 

(成
績
の
評
価
) 

第
33

条
 
授
業
科
目
の
成
績
は
，
秀
，
優
，
良
，
可
及
び
不
可
の

5
種
の
評
語
を
も
っ
て
表
し
，
秀
，
優
，
良
及
び
可
を
合
格
と
す

る
。
た
だ
し
，
必
要
と
認
め
る
場
合
は
，
合
格
及
び
不
合
格
の
評
語
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

2 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第

35
条
，
第

35
条
の

2
及
び
第

37
条
の
規
定
に
基
づ
き
単
位
の
認
定
を
行
う
場
合
は
、
認
定
の

評
語
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(他
の
研
究
科
の
授
業
科
目
の
履
修
等
) 

第
34

条
 
研
究
科
に
お
い
て
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
学
生
が
他
の
研
究
科
の
授
業
科
目
を
履
修
し
，
又
は
必
要
な
研
究
指
導

を
受
け
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

2 
前
項
に
定
め
る
他
の
研
究
科
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
等
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
各
研
究
科
に
お
い
て
定
め
る
。
 

(他
の
大
学
院
等
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
) 

第
35

条
 
研
究
科
(教

育
学
研
究
科
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)に

お
い
て
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
他
の
大
学

院
と
の
協
議
に
基
づ
き
，
学
生
が
当
該
大
学
院
の
授
業
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

2 
前
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
大
学
院
に
お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得
し
た
単
位
は
，
15

単
位
を
超
え
な
い
範
囲
で
，

本
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

3 
前
項
の
規
定
は
，
研
究
科
に
お
い
て
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
第

48
条
第

1
項
に
規
定
す
る
休
学
に
よ
り
学
生
が
外
国
の

大
学
院
(こ

れ
に
相
当
す
る
教
育
研
究
機
関
を
含
む
。
以
下
「
外
国
の
大
学
院
等
」
と
い
う
。
)に

お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ

い
て
修
得
し
た
単
位
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
 

4 
第

2
項
の
規
定
は
，
研
究
科
に
お
い
て
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
学
生
が
外
国
の
大
学
院
等
が
行
う
通
信
教
育
に
お
け
る
授

業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
場
合
，
学
生
が
外
国
の
大
学
院
等
の
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制

度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
っ
て
，
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
の
当
該
教
育
課
程
に
お
け
る
授
業
科

目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
場
合
及
び
国
際
連
合
大
学
の
教
育
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
を
履
修
す
る
場
合
の
授
業
科
目
に
つ

い
て
修
得
し
た
単
位
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
 

5 
前

3
項
，
第

35
条
の

2
及
び
第

52
条
第

2
項
の
規
定
に
よ
り
本
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
は
，
合
わ
せ

て
15

単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
 

6 
第

1
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
大
学
院
に
お
い
て
授
業
科
目
を
履
修
し
た
期
間
は
，
本
大
学
院
の
在
学
期
間
に
算
入
す
る
。
 

7 
他
の
大
学
院
及
び
外
国
の
大
学
院
等
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
各
研
究
科
に
お
い
て
定
め
る
。
 

(大
学
院
が
編
成
す
る
特
別
の
課
程
に
お
け
る
学
修
) 

第
35

条
の

2 
研
究
科
(教

育
学
研
究
科
を
除
く
。
)に

お
い
て
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
学
生
の
行
う
学
校
教
育
法
第

10
5
条

の
規
定
に
よ
り
大
学
院
が
編
成
す
る
特
別
の
課
程
（
当
該
特
別
の
課
程
の
履
修
資
格
を
有
す
る
者
が
，
大
学
院
入
学
資
格
を
有
す
る

者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
け
る
学
修
を
，
本
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
し
，
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

（
他
大
学
院
等
に
お
け
る
研
究
指
導
）
 

第
36

条
 
研
究
科
(教

育
学
研
究
科
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)に

お
い
て
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
他
の
大
学

院
又
は
研
究
所
等
(以

下
「
他
大
学
院
等
」
と
い
う
。
)と

の
協
議
に
基
づ
き
，
学
生
が
他
大
学
院
等
に
お
い
て
必
要
な
研
究
指
導
を

受
け
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
国
立
及
び
公
立
以
外
の
研
究
所
等
に
お
い
て
必
要
な
研
究
指
導
を

受
け
る
こ
と
を
認
め
る
と
き
は
，
教
育
研
究
評
議
会
の
議
を
経
る
も
の
と
す
る
。
 

2 
前
項
の
規
定
に
よ
り
他
大
学
院
等
に
お
け
る
研
究
指
導
を
修
士
課
程
の
学
生
に
つ
い
て
認
め
る
と
き
に
は
，
当
該
研
究
指
導
を
受
け

る
期
間
は
，
1
年
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
 

3 
第

1
項
の
規
定
に
よ
り
他
大
学
院
等
に
お
い
て
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
期
間
は
，
本
大
学
院
の
在
学
期
間
に
算
入
す
る
。
 

4 
他
大
学
院
等
に
お
け
る
研
究
指
導
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
各
研
究
科
に
お
い
て
定
め
る
。
 

(入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
取
扱
い
) 

第
37

条
 
研
究
科
に
お
い
て
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
学
生
が
入
学
前
に
大
学
院
(外

国
の
大
学
院
及
び
国
際
連
合
大
学
を
含

む
。
)に

お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得
し
た
単
位
(科

目
等
履
修
生
及
び
特
別
の
課
程
を
履
修
す
る
者
と
し
て
修
得
し

た
単
位
を
含
む
。
)を

，
本
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

2 
前
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
は
，
編
入
学
等
の
場
合
を
除
き
，
本
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
以
外

の
も
の
に
つ
い
て
は
，
15

単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
 

3 
入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
取
扱
い
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
各
研
究
科
に
お
い
て
定
め
る
。
 

第
37

条
の

2 
第

35
条
第

5
項
及
び
第

37
条
の
規
定
に
よ
り
本
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
単
位
数

は
，
合
わ
せ
て

20
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
 

(長
期
に
わ
た
る
教
育
課
程
の
履
修
) 

第
38

条
 
本
大
学
院
は
，
各
研
究
科
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
学
生
が
，
職
業
を
有
し
て
い
る
等
の
事
情
に
よ
り
，
第

15
条
に
定

め
る
標
準
修
業
年
限
を
超
え
て
一
定
の
期
間
に
わ
た
り
計
画
的
に
教
育
課
程
を
履
修
し
修
了
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
を
申
し
出
た

と
き
は
，
そ
の
計
画
的
な
履
修
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

2 
前
項
に
よ
る
計
画
的
な
教
育
課
程
の
修
業
年
限
は
，
第

16
条
に
定
め
る
在
学
期
間
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

(教
育
課
程
の
計
画
的
特
例
履
修
) 

第
38

条
の

2 
各
研
究
科
(修

士
課
程
を
置
く
研
究
科
に
限
る
。
)は

，
本
大
学
院
と
外
国
の
大
学
院
等
と
の
間
に
お
い
て
締
結
し
た
交

流
協
定
(研

究
科
間
交
流
協
定
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。
以
下
「
交
流
協
定
」
と
い
う
。
)に

基
づ
く
留
学
に
よ
り
，
第

15

条
に
定
め
る
標
準
修
業
年
限
を
超
え
て
一
定
の
期
間
に
わ
た
り
計
画
的
に
教
育
課
程
を
履
修
す
る
こ
と
を
修
士
課
程
の
学
生
(標

準

修
業
年
限
の

終
年
次
の
学
生
及
び
前
条
に
よ
る
長
期
に
わ
た
る
教
育
課
程
の
履
修
を
認
め
ら
れ
て
い
る
学
生
を
除
く
。
)が

希
望

す
る
旨
を
申
し
出
た
と
き
は
，
そ
の
計
画
的
な
履
修
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

2 
前
項
に
よ
る
計
画
的
な
教
育
課
程
の
修
業
年
限
は
，
3
年
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

(教
育
方
法
の
特
例
) 

第
39

条
 
教
育
上
特
別
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
，
当
該
研
究
科
に
お
い
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
夜
間
そ
の
他
特

定
の
時
間
又
は
時
期
に
お
い
て
授
業
又
は
研
究
指
導
を
行
う
等
の
適
当
な
方
法
に
よ
り
教
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
9
章
 
修
了
要
件
，
学
位
授
与
等
 

(修
士
課
程
の
修
了
要
件
) 

第
40

条
 
修
士
課
程
の
修
了
の
要
件
は
，
当
該
課
程
に

2
年
以
上
(第

15
条
第

2
項
に
あ
っ
て
は

1
年
以
上
)在

学
し
，
30

単
位
以
上

を
修
得
し
，
か
つ
，
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
上
，
当
該
修
士
課
程
の
目
的
に
応
じ
，
修
士
論
文
又
は
特
定
の
課
題
に
つ
い
て
の

研
究
の
成
果
の
審
査
及
び

終
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
，
在
学
期
間
に
関
し
て
は
，
当
該
研
究
科
が
優
れ
た
業
績

を
上
げ
た
と
認
め
る
者
に
つ
い
て
は
，
当
該
課
程
に

1
年
以
上
在
学
す
れ
ば
足
り
る
も
の
と
す
る
。
 

(博
士
課
程
の
修
了
要
件
) 

－44－



第
41

条
 
医
学
博
士
課
程
の
修
了
の
要
件
は
，
当
該
課
程
に

4
年
以
上
在
学
し
，
32

単
位
以
上
を
修
得
し
，
か
つ
，
必
要
な
研
究
指
導

を
受
け
た
上
，
博
士
論
文
の
審
査
及
び

終
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
，
在
学
期
間
に
関
し
て
は
，
当
該
研
究
科
が

優
れ
た
研
究
業
績
を
上
げ
た
と
認
め
る
者
に
つ
い
て
は
，
当
該
課
程
に

3
年
以
上
在
学
す
れ
ば
足
り
る
も
の
と
す
る
。
 

第
42

条
 
博
士
後
期
課
程
の
修
了
の
要
件
は
，
当
該
課
程
に

3
年
以
上
在
学
し
，
次
の
各
号
に
定
め
る
単
位
以
上
を
修
得
し
，
か
つ
，

必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
上
，
博
士
論
文
の
審
査
及
び

終
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
，
在
学
期
間
に
関
し
て

は
，
修
士
の
学
位
若
し
く
は
専
門
職
学
位
を
有
す
る
者
又
は
第

20
条
第

2
号
か
ら
第

8
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
へ
の
入
学

資
格
に
関
し
修
士
の
学
位
若
し
く
は
専
門
職
学
位
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
で
，
当
該
研
究
科
が

優
れ
た
研
究
業
績
を
上
げ
た
と
認
め
る
者
に
つ
い
て
は
，
当
該
課
程
に

1
年
(標

準
修
業
年
限
を

1
年
以
上

2
年
未
満
と
し
た
修
士

課
程
を
修
了
し
た
者
及
び
標
準
修
業
年
限
を

1
年
以
上

2
年
未
満
と
し
た
専
門
職
学
位
課
程
を
修
了
し
た
者
に
あ
っ
て
は
，
3
年
か

ら
当
該

1
年
以
上

2
年
未
満
の
期
間
を
減
じ
た
期
間
と
し
，
大
学
院
設
置
基
準
第

16
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
在
学
期
間
を
も

っ
て
修
士
課
程
を
修
了
し
た
者
に
あ
っ
て
は
，
3
年
か
ら
当
該
課
程
に
お
け
る
在
学
期
間
(2

年
を
限
度
と
す
る
。
)を

減
じ
た
期
間

と
す
る
。
)以

上
在
学
す
れ
ば
足
り
る
も
の
と
す
る
。
 

(1
) 

総
合
医
理
工
学
研
究
科
医
学
系
専
攻
保
健
学
分
野
 
18

単
位
 

(2
) 

総
合
医
理
工
学
研
究
科
総
合
理
工
学
専
攻
，
生
命
医
工
学
専
攻
生
命
工
学
分
野

3
年
制
コ
ー
ス
及
び
生
命
医
工
学
専
攻
生
体

医
工
学
分
野

3
年
制
コ
ー
ス
 
16

単
位
 

(専
門
職
学
位
課
程
の
修
了
要
件
等
) 

第
42

条
の

2 
教
職
大
学
院
の
課
程
の
修
了
の
要
件
は
，
当
該
課
程
に

2
年
以
上
在
学
し
，
45

単
位
以
上
(高

度
の
専
門
的
な
能
力
及

び
優
れ
た
資
質
を
有
す
る
教
員
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
小
学
校
等
そ
の
他
の
関
係
機
関
で
行
う
実
習
に

係
る

10
単
位
以
上
を
含
む
。
)を

修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

(大
学
院
に
お
け
る
在
学
期
間
の
短
縮
) 

第
42

条
の

3 
第

37
条
の
規
定
に
よ
り
学
生
が
本
大
学
院
に
入
学
す
る
前
に
修
得
し
た
単
位
(学

校
教
育
法
第

10
2
条
第

1
項
の
規
定

に
よ
り
入
学
資
格
を
有
し
た
後
，
修
得
し
た
も
の
に
限
る
。
)を

本
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
場
合
で
あ
っ
て
，

当
該
単
位
の
修
得
に
よ
り
本
大
学
院
の
修
士
課
程
又
は
医
学
博
士
課
程
の
教
育
課
程
の
一
部
を
履
修
し
た
と
認
め
る
と
き
は
，
当
該

単
位
数
，
そ
の
修
得
に
要
し
た
期
間
そ
の
他
を
勘
案
し
て

1
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
本
大
学
院
が
定
め
る
期
間
在
学
し
た
も
の
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
，
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
，
修
士
課
程
に
つ
い
て
は
，
当
該
課
程
に
少
な
く
と
も

1
年
以
上
在
学
す

る
も
の
と
す
る
。
 

(学
位
論
文
の
提
出
及
び
審
査
並
び
に

終
試
験
) 

第
43

条
 
各
研
究
科
(教

育
学
研
究
科
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)の

研
究
科
委
員
会
は
，
学
位
論
文
の
審
査
，

終
試

験
等
を
行
う
た
め
，
当
該
研
究
科
委
員
会
で
選
出
す
る

2
人
以
上
の
教
授
(当

該
研
究
科
委
員
会
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き

は
，
准
教
授
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
)及

び
研
究
指
導
を
担
当
し
た
教
授
，
准
教
授
，
講
師
又
は
助
教
を
も
っ
て
組
織

す
る
審
査
委
員
会
を
設
け
る
。
 

2 
研
究
科
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
，
前
項
に
定
め
る
審
査
委
員
会
に
研
究
指
導
を
分
担
し
た
講
師
又
は
助
教
を
加
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

3 
終
試
験
は
，
研
究
科
所
定
の
単
位
を
修
得
し
た
者
で
，
学
位
論
文
の
審
査
を
経
た
者
に
つ
い
て
，
学
位
論
文
を
中
心
と
し
て
，
こ

れ
に
関
連
あ
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
 

4 
学
位
論
文
及
び

終
試
験
の
合
格
又
は
不
合
格
は
，
審
査
委
員
会
の
報
告
に
基
づ
い
て
研
究
科
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
，
決
定
す

る
。
 

(課
程
修
了
の
認
定
) 

第
44

条
 
前
条
の
審
査
を
経
て
，
学
長
が
課
程
修
了
の
認
定
を
行
う
。
 

第
44

条
の

2 
教
育
学
研
究
科
高
度
教
職
実
践
専
攻
に
あ
っ
て
は
，
第

42
条
の

2
の
要
件
を
満
た
し
た
者
に
つ
い
て
，
学
長
が
課
程
修

了
の
認
定
を
行
う
。
 

(学
位
の
授
与
) 

第
45

条
 
本
大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
し
，
そ
の
研
究
科
の
課
程
に
応
じ
修
士
若
し
く
は
博
士
の
学
位
又
は
専
門
職
学
位
を

授
与
す
る
。
 

2 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
博
士
の
学
位
は
，
本
大
学
院
に
博
士
論
文
の
審
査
を
申
請
し
，
そ
の
審
査
に
合
格
し
，
か
つ
，
本
大

学
院
の
博
士
課
程
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
確
認
さ
れ
た
者
に
授
与
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

(学
位
規
程
) 

第
46

条
 
学
位
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
信
州
大
学
学
位
規
程
(平

成
16

年
信
州
大
学
規
程
第

19
号
)の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

(教
育
職
員
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
) 

第
47

条
 
教
育
職
員
の
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
は
，
教
育
職
員
免
許
法
(昭

和
24

年
法
律
第

14
7
号
)に

定
め
る
所
要
の
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

2 
本
大
学
院
に
お
い
て
，
教
育
職
員
免
許
法
に
規
定
す
る
所
定
の
単
位
を
修
得
し
た
者
が
取
得
で
き
る
教
育
職
員
免
許
状
の
種
類
は
，

別
表
第

2
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

第
10

章
 
休
学
，
復
学
，
転
学
，
留
学
，
退
学
及
び
除
籍
 

(休
学
) 

第
48

条
 
疾
病
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
引
き
続
き

3
月
以
上
修
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
，
医
師
の
診
断
書
又
は
理
由
書
を
添
え

て
所
属
す
る
研
究
科
の
長
に
願
い
出
て
，
そ
の
許
可
を
得
て
休
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

2 
休
学
期
間
は
，
引
き
続
き

1
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
，
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
，
1
年
を
超
え
て
許
可
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

3 
休
学
期
間
は
通
算
し
て
，
修
士
課
程
及
び
教
職
大
学
院
の
課
程
に
あ
っ
て
は

2
年
，
医
学
博
士
課
程
に
あ
っ
て
は

4
年
，
博
士
後
期

課
程
に
あ
っ
て
は

3
年
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

(休
学
期
間
の
取
扱
い
) 

第
49

条
 
前
条
に
定
め
る
休
学
期
間
は
，
第

16
条
の
在
学
期
間
に
算
入
し
な
い
。
 

(復
学
) 

第
50

条
 
休
学
期
間
が
満
了
し
た
学
生
は
，
復
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

2 
休
学
期
間
中
に
そ
の
理
由
が
消
滅
し
た
場
合
は
，
所
属
す
る
研
究
科
の
長
の
許
可
を
得
て
復
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

3 
疾
病
に
よ
り
休
学
し
た
者
が
復
学
を
願
い
出
る
と
き
は
，
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(転
学
) 

第
51

条
 
他
の
大
学
院
へ
転
学
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
，
所
定
の
手
続
に
よ
り
願
い
出
て
，
学
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

(留
学
) 

第
52

条
 
研
究
科
に
お
い
て
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
外
国
の
大
学
院
等
と
の
協
議
に
基
づ
き
，
学
生
が
当
該
外
国
の
大
学
院

等
に
留
学
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

2 
第

35
条
第

2
項
及
び
第

5
項
並
び
に
第

36
条
の
規
定
は
，
前
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
の
大
学
院
等
へ
留
学
す
る
場
合
に
準
用
す

る
。
 

3 
留
学
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
各
研
究
科
に
お
い
て
定
め
る
。
 

(退
学
) 

第
53

条
 
退
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
，
理
由
を
付
し
て
所
定
の
手
続
に
よ
り
願
い
出
て
，
学
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(除
籍
) 

第
54

条
 
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
，
学
長
が
除
籍
す
る
。
 

(1
) 

授
業
料
の
納
付
期
限
を
経
過
し
，
督
促
し
て
も
な
お
納
付
し
な
い
者
 

(2
) 

疾
病
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
成
業
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
 

(3
) 

第
16

条
に
定
め
る
在
学
期
間
を
超
え
て
，
な
お
所
定
の
課
程
を
修
了
で
き
な
い
者
 

(4
) 

第
48

条
第

3
項
に
定
め
る
休
学
期
間
を
超
え
て
，
な
お
就
学
で
き
な
い
者
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(5
) 

入
学
料
の
免
除
又
は
徴
収
猶
予
を
申
請
し
た
者
の
う
ち
，
免
除
若
し
く
は
徴
収
猶
予
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
者
又
は
そ
の
一

部
の
免
除
を
許
可
さ
れ
た
者
で
，
そ
の
納
付
す
べ
き
入
学
料
を
所
定
の
期
日
ま
で
に
納
付
し
な
い
も
の
 

(6
) 

入
学
料
の
徴
収
猶
予
を
許
可
さ
れ
た
者
で
，
そ
の
納
付
す
べ
き
入
学
料
を
所
定
の
期
日
ま
で
に
納
付
し
な
い
も
の
 

第
11

章
 
賞
罰
 

(表
彰
) 

第
55

条
 
学
生
と
し
て
表
彰
に
価
す
る
行
為
が
あ
っ
た
者
は
，
研
究
科
長
の
推
薦
に
よ
り
，
学
長
が
表
彰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(懲
戒
) 

第
56

条
 
本
大
学
院
の
規
則
に
違
反
し
，
又
は
学
生
と
し
て
の
本
分
に
反
す
る
行
為
を
し
た
者
は
，
研
究
科
長
の
申
請
に
よ
り
教
育
研

究
評
議
会
の
議
を
経
て
，
学
長
が
懲
戒
を
行
う
。
 

2 
前
項
の
懲
戒
の
種
類
は
，
退
学
，
停
学
及
び
訓
告
と
す
る
。
 

3 
学
生
の
懲
戒
に
係
る
手
続
き
等
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

第
12

章
 
科
目
等
履
修
生
 

(科
目
等
履
修
生
) 

第
57

条
 
本
大
学
院
の
学
生
以
外
の
者
で
，
本
大
学
院
が
開
設
す
る
一
又
は
複
数
の
授
業
科
目
を
履
修
し
，
単
位
を
修
得
し
よ
う
と
す

る
者
が
あ
る
場
合
は
，
選
考
の
上
，
科
目
等
履
修
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

2 
科
目
等
履
修
生
の
入
学
の
時
期
は
，
原
則
と
し
て
毎
学
期
の
始
め
と
す
る
。
 

第
58

条
 
科
目
等
履
修
生
と
し
て
入
学
を
志
願
す
る
者
は
，
願
書
に
添
え
て
検
定
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
59

条
 
科
目
等
履
修
生
と
し
て
選
考
に
合
格
し
，
入
学
料
を
納
め
た
者
に
対
し
，
入
学
を
許
可
す
る
。
 

第
60

条
 
科
目
等
履
修
生
は
，
履
修
し
よ
う
と
す
る
授
業
科
目
の
単
位
数
に
応
じ
た
額
の
授
業
料
を
入
学
と
同
時
に
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
 

第
61

条
 
科
目
等
履
修
生
と
し
て
授
業
科
目
を
履
修
し
た
者
に
対
し
，
試
験
そ
の
他
当
該
授
業
の
特
性
に
合
わ
せ
た
方
法
に
よ
り
学
修

の
成
果
を
評
価
し
，
合
格
の
場
合
に
は
，
単
位
を
与
え
る
。
 

第
62

条
 
科
目
等
履
修
生
に
は
，
そ
の
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
，
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
単
位
修
得
証
明
書
を
交
付
す

る
こ
と
が
あ
る
。
 

第
63

条
 
本
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
科
目
等
履
修
生
に
つ
い
て
は
，
本
大
学
院
の
学
生
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。
 

第
13

章
 
研
究
生
 

(研
究
生
) 

第
64

条
 
本
大
学
院
に
お
い
て
，
特
定
の
専
門
事
項
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
を
志
願
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
，
当
該
研
究
科
の
教
育

研
究
に
支
障
の
な
い
場
合
に
限
り
，
選
考
の
上
，
研
究
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

2 
在
学
期
間
は
，
2
年
以
内
と
し
，
さ
ら
に
研
究
を
続
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
，
延
期
を
願
い
出
て
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

第
65

条
 
研
究
生
と
し
て
入
学
を
志
願
す
る
者
は
，
必
要
書
類
を
提
出
す
る
と
と
も
に
，
検
定
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
66

条
 
研
究
生
と
し
て
選
考
に
合
格
し
，
入
学
料
を
納
め
た
者
に
対
し
，
入
学
を
許
可
す
る
。
 

第
67

条
 
研
究
生
は
，
所
定
の
授
業
料
を
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
68

条
 
本
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
研
究
生
に
つ
い
て
は
，
本
大
学
院
の
学
生
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。
 

第
14

章
 
聴
講
生
 

(聴
講
生
) 

第
69

条
 
本
大
学
院
に
お
い
て
特
定
の
授
業
科
目
を
聴
講
す
る
こ
と
を
志
願
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
，
当
該
研
究
科
の
教
育
研
究
に
支

障
の
な
い
場
合
に
限
り
，
選
考
の
上
，
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

2 
聴
講
生
の
入
学
の
時
期
は
，
原
則
と
し
て
毎
学
期
の
始
め
と
す
る
。
 

第
70

条
 
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
志
願
す
る
者
は
，
必
要
書
類
を
提
出
す
る
と
と
も
に
，
検
定
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
71

条
 
聴
講
生
と
し
て
選
考
に
合
格
し
，
入
学
料
を
納
め
た
者
に
対
し
，
入
学
を
許
可
す
る
。
 

第
72

条
 
聴
講
生
は
，
履
修
し
よ
う
と
す
る
授
業
科
目
の
単
位
数
に
応
じ
た
額
の
授
業
料
を
入
学
と
同
時
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

第
73

条
 
聴
講
生
が
聴
講
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
，
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
聴
講
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

第
74

条
 
本
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
聴
講
生
に
つ
い
て
は
，
本
大
学
院
の
学
生
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。
 

第
15

章
 
特
別
聴
講
学
生
及
び
特
別
研
究
学
生
 

(特
別
聴
講
学
生
) 

第
75

条
 
他
の
大
学
院
又
は
外
国
の
大
学
院
若
し
く
は
国
際
連
合
大
学
の
学
生
で
，
本
大
学
院
に
お
い
て
授
業
科
目
を
履
修
す
る
こ
と

を
志
願
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
，
当
該
大
学
院
等
と
の
協
議
に
基
づ
き
，
特
別
聴
講
学
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

(特
別
研
究
学
生
) 

第
76

条
 
他
の
大
学
院
又
は
外
国
の
大
学
院
若
し
く
は
国
際
連
合
大
学
の
学
生
で
，
本
大
学
院
に
お
い
て
研
究
指
導
を
受
け
る
こ
と
を

志
願
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
，
当
該
大
学
院
等
と
の
協
議
に
基
づ
き
，
特
別
研
究
学
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

(特
別
聴
講
学
生
及
び
特
別
研
究
学
生
の
入
学
の
時
期
) 

第
77

条
 
特
別
聴
講
学
生
及
び
特
別
研
究
学
生
の
入
学
の
時
期
は
，
原
則
と
し
て
毎
学
期
の
始
め
と
す
る
。
 

2 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
当
該
学
生
が
外
国
の
大
学
院
及
び
国
際
連
合
大
学
に
在
学
中
の
学
生
で
，
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合

の
受
入
れ
時
期
は
，
各
研
究
科
に
お
い
て
そ
の
都
度
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(特
別
聴
講
学
生
及
び
特
別
研
究
学
生
の
検
定
料
及
び
入
学
料
) 

第
78

条
 
特
別
聴
講
学
生
及
び
特
別
研
究
学
生
の
検
定
料
及
び
入
学
料
は
，
徴
収
し
な
い
。
 

(特
別
聴
講
学
生
及
び
特
別
研
究
学
生
の
授
業
料
) 

第
79

条
 
特
別
聴
講
学
生
の
授
業
料
の
額
は
，
聴
講
生
の
額
と
同
額
と
し
，
履
修
し
よ
う
と
す
る
授
業
科
目
の
単
位
数
に
応
じ
た
額
を

入
学
と
同
時
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

2 
特
別
研
究
学
生
の
授
業
料
の
額
は
，
研
究
生
の
額
と
同
額
と
し
，
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
80

条
 
前
条
第

1
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
を
特
別
聴
講
学
生
と
し
て
受
入
れ
る
場
合
の
授
業
料

は
，
徴
収
し
な
い
。
 

(1
) 

国
立
大
学
(国

立
大
学
法
人
法
(平

成
15

年
法
律
第

11
2
号
)に

基
づ
き
設
置
さ
れ
る
大
学
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)の

大
学
院

の
学
生
 

(2
) 

大
学
間
相
互
単
位
互
換
協
定
(授

業
料
の
相
互
不
徴
収
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
)に

基
づ
き
受
け
入
れ
る
公
立
又

は
私
立
の
大
学
の
大
学
院
の
学
生
 

(3
) 

研
究
科
間
相
互
単
位
互
換
協
定
(授

業
料
の
相
互
不
徴
収
に
つ
い
て
，
あ
ら
か
じ
め
教
育
研
究
評
議
会
の
議
を
経
て
学
長
が
認

め
た
も
の
に
限
る
。
)に

基
づ
き
受
け
入
れ
る
公
立
又
は
私
立
の
大
学
院
の
学
生
 

第
81

条
 
第

79
条
第

2
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
次
の
一
に
該
当
す
る
者
を
特
別
研
究
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
る
場
合
の
授
業
料

は
，
徴
収
し
な
い
。
 

(1
) 

国
立
大
学
の
大
学
院
の
学
生
 

(2
) 

大
学
間
特
別
研
究
学
生
交
流
協
定
(授

業
料
の
相
互
不
徴
収
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
)に

基
づ
き
受
け
入
れ
る
公

立
又
は
私
立
の
大
学
の
大
学
院
の
学
生
 

(3
) 

研
究
科
間
特
別
研
究
学
生
交
流
協
定
(授

業
料
の
相
互
不
徴
収
に
つ
い
て
，
あ
ら
か
じ
め
教
育
研
究
評
議
会
の
議
を
経
て
学
長

が
認
め
た
も
の
に
限
る
。
)に

基
づ
き
受
け
入
れ
る
公
立
又
は
私
立
の
大
学
院
の
学
生
 

(特
別
聴
講
学
生
及
び
特
別
研
究
学
生
へ
の
規
定
の
準
用
) 

第
82

条
 
本
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
特
別
聴
講
学
生
及
び
特
別
研
究
学
生
に
つ
い
て
は
，
本
大
学
院
の
学
生
に
関
す
る
規
定
を
準

用
す
る
。
 

(特
別
聴
講
学
生
及
び
特
別
研
究
学
生
に
関
す
る
細
目
) 

第
83

条
 
特
別
聴
講
学
生
及
び
特
別
研
究
学
生
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
各
研
究
科
に
お
い
て
定
め
る
。
 

第
16

章
 
外
国
人
留
学
生
 

(外
国
人
留
学
生
) 
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第
84

条
 
外
国
人
で
，
我
が
国
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
目
的
を
も
っ
て
入
国
し
，
本
大
学
院
に
入
学
を
志
願
す
る
者
が
あ
る
と
き

は
，
選
考
の
上
，
外
国
人
留
学
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
85

条
 
削
除
 

(協
定
留
学
生
の
授
業
料
等
の
不
徴
収
) 

第
86

条
 
交
流
協
定
(授

業
料
等
の
相
互
不
徴
収
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
)に

基
づ
く
外
国
人
留
学
生
に
係
る
授
業
料
，
入

学
料
及
び
検
定
料
は
，
徴
収
し
な
い
。
 

(外
国
人
留
学
生
へ
の
規
定
の
適
用
) 

第
87

条
 
本
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
外
国
人
留
学
生
に
つ
い
て
は
，
本
大
学
院
の
学
生
の
規
定
を
適
用
す
る
。
 

第
17

章
 
授
業
料
，
入
学
料
，
検
定
料
及
び
寄
宿
料
 

(授
業
料
等
) 

第
88

条
 
授
業
料
，
入
学
料
，
検
定
料
及
び
寄
宿
料
の
額
並
び
に
徴
収
方
法
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(退
学
等
の
場
合
の
授
業
料
) 

第
89

条
 
退
学
若
し
く
は
転
学
す
る
者
又
は
退
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
は
，
そ
の
期
の
授
業
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

2 
停
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
は
，
そ
の
期
間
中
の
授
業
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

3 
授
業
料
，
入
学
料
，
検
定
料
及
び
寄
宿
料
の
徴
収
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(入
学
料
，
授
業
料
及
び
寄
宿
料
の
免
除
及
び
徴
収
猶
予
) 

第
90

条
 
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
納
付
が
困
難
で
あ
り
，
か
つ
，
学
業
優
秀
と
認
め
る
場
合
又
は
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
，
入
学
料
，
授
業
料
及
び
寄
宿
料
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
免
除
し
，
又
は
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
あ

る
。
 

2 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
学
業
及
び
人
物
共
に
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
特
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
対
象
学
生
で
あ

る
場
合
は
，
入
学
料
及
び
授
業
料
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
免
除
し
，
又
は
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

3 
入
学
料
，
授
業
料
及
び
寄
宿
料
の
免
除
及
び
徴
収
の
猶
予
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(既
納
の
授
業
料
等
) 

第
91

条
 
納
付
し
た
授
業
料
，
入
学
料
，
検
定
料
及
び
寄
宿
料
は
，
返
還
し
な
い
。
 

2 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
，
納
付
し
た
者
の
申
出
に
よ
り
，
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を

返
還
す
る
。
 

(1
) 

入
学
を
許
可
さ
れ
た
と
き
に
納
付
し
た
授
業
料
で
あ
っ
て
，
3
月

31
日
ま
で
に
入
学
を
辞
退
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
授
業

料
相
当
額
 

(2
) 

前
期
分
授
業
料
徴
収
の
際
，
後
期
分
授
業
料
を
併
せ
て
納
付
し
た
者
が
，
前
期
中
に
退
学
し
た
場
合
に
お
け
る
後
期
分
授
業

料
相
当
額
 

(3
) 

前
期
分
授
業
料
徴
収
の
際
，
後
期
分
授
業
料
を
併
せ
て
納
付
し
た
者
が
，
11

月
1
日
以
前
に
休
学
を
開
始
し
た
場
合
に
お
け

る
休
学
を
開
始
す
る
月
の
翌
月
(休

学
を
開
始
す
る
日
が
月
の
初
日
の
と
き
は
，
休
学
を
開
始
す
る
日
の
属
す
る
月
)以

降
の
授
業

料
相
当
額
(前

期
分
授
業
料
相
当
額
を
除
く
。
) 

(4
) 

前
期
分
授
業
料
徴
収
の
際
，
後
期
分
授
業
料
を
併
せ
て
納
付
し
た
者
が
，
前
条
第

2
項
の
規
定
に
基
づ
き
後
期
分
授
業
料
の

全
部
を
免
除
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
免
除
さ
れ
た
後
期
分
授
業
料
相
当
額
 

(科
目
等
履
修
生
，
研
究
生
等
の
授
業
料
等
) 

第
92

条
 
科
目
等
履
修
生
，
研
究
生
及
び
聴
講
生
の
検
定
料
，
入
学
料
及
び
授
業
料
の
額
は
，
別
に
定
め
る
額
と
す
る
。
 

第
18

章
 
特
別
の
課
程
 

(特
別
の
課
程
) 

第
92

条
の

2 
本
大
学
院
は
，
本
大
学
院
の
学
生
以
外
の
者
を
対
象
と
し
た
特
別
の
課
程
(以

下
「
特
別
の
課
程
」
と
い
う
。
)を

編
成

し
，
こ
れ
を
修
了
し
た
者
に
対
し
，
修
了
の
事
実
を
証
す
る
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

2 
本
大
学
院
は
，
各
研
究
科
が
編
成
す
る
特
別
の
課
程
の
履
修
生
に
対
し
，
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

3 
特
別
の
課
程
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

第
93

条
 
削
除
 

第
19

章
 
補
則
 

(規
程
等
へ
の
委
任
) 

第
94

条
 
こ
の
学
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
本
大
学
院
の
組
織
，
管
理
及
び
運
営
の
細
目
そ
の
他
本
大
学
院
に
関
し
必
要
な
事
項

は
，
別
に
定
め
る
。
 

附
 
則
 

1 
こ
の
学
則
は
，
平
成

16
年

4
月

7
日
か
ら
施
行
し
，
平
成

16
年

4
月

1
日
か
ら
適
用
す
る
。
 

2 
医
学
研
究
科
医
学
系
専
攻
及
び
加
齢
適
応
医
科
学
系
専
攻
の
平
成

16
年
度
及
び
平
成

17
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
別
表
第

1

収
容
定
員
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
附
則
別
表
第

1
の
と
お
り
と
す
る
。
 

3 
工
学
系
研
究
科
博
士
後
期
課
程
生
物
機
能
工
学
専
攻
の
平
成

16
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
別
表
第

1
収
容
定
員
表
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
，
附
則
別
表
第

2
の
と
お
り
と
す
る
。
 

4 
廃
止
前
の
国
立
学
校
設
置
法
(昭

和
24

年
法
律
第

15
0
号
)に

基
づ
き
設
置
さ
れ
た
信
州
大
学
(以

下
「
旧
大
学
」
と
い
う
。
)の

信

州
大
学
学
則
等
を
廃
止
す
る
規
程
(平

成
16

年
信
州
大
学
規
程
第

43
7
号
)に

基
づ
き
廃
止
す
る
信
州
大
学
大
学
院
学
則
(平

成
6
年

信
州
大
学
規
程
第

26
0
号
。
以
下
「
旧
大
学
院
学
則
」
と
い
う
。
)の

規
定
に
よ
り
，
旧
大
学
の
大
学
院
(以

下
「
旧
大
学
院
」
と
い

う
。
)に

入
学
し
た
学
生
が
在
学
し
な
く
な
る
日
ま
で
の
間
，
存
続
す
る
と
さ
れ
た
旧
大
学
院
の
専
攻
に
関
す
る
旧
大
学
院
学
則
の

規
定
は
，
当
該
学
生
が
国
立
大
学
法
人
法
(平

成
15

年
法
律
第

11
2
号
)に

基
づ
き
国
立
大
学
法
人
信
州
大
学
が
設
置
す
る
信
州
大
学

の
大
学
院
(以

下
「
新
大
学
院
」
と
い
う
。
)に

在
学
し
な
く
な
る
日
ま
で
の
間
，
平
成

16
年

4
月

1
日
以
後
も
，
な
お
そ
の
効
力
を

有
す
る
。
 

5 
旧
大
学
院
学
則
の
規
定
に
よ
り
，
旧
大
学
院
に
入
学
し
た
学
生
が
取
得
で
き
る
教
育
職
員
の
免
許
状
の
種
類
に
関
す
る
旧
大
学
院
学

則
の
規
定
は
，
別
表
第

2
教
育
職
員
免
許
状
の
種
類
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
当
該
学
生
が
新
大
学
院
に
在
学
し
な
く
な
る
日
ま
で

の
間
，
平
成

16
年

4
月

1
日
以
後
も
，
当
該
学
生
に
対
し
て
，
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
 

附
則
別
表
第

1(
附
則
第

2
項
関
係
) 

研
究
科
名

専
攻
名
 

収
容
 

定
員
 

 
 

 
 

平
成

16
年
度

平
成

17
年
度

医
学
研
究
科

医
学
系
専
攻
 

96
 

14
4 

加
齢
適
応
医
科
学
系
専
攻

28
 

42
 

附
則
別
表
第

2(
附
則
第

3
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員

 
 

 
 

平
成

16
年
度

工
学
系
研
究
科

生
物
機
能
工
学
専
攻

38
 

附
 
則
(平

成
16

年
4
月

22
日
平
成

16
年
度
学
則
第

2
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

16
年

4
月

22
日
か
ら
施
行
し
，
平
成

16
年

4
月

1
日
か
ら
適
用
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
16

年
9
月

16
日
平
成

16
年
度
学
則
第

3
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

16
年

9
月

16
日
か
ら
施
行
し
，
平
成

16
年

4
月

1
日
か
ら
適
用
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
17

年
3
月

17
日
平
成

16
年
度
学
則
第

5
号
) 

1 
こ
の
学
則
は
，
平
成

17
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
平
成

17
年

3
月

31
日
に
工
学
系
研
究
科
博
士
前
期
課
程
に
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
第

23
条
の

2

を
，
同
条
中
「
修
士
課
程
」
を
「
修
士
課
程
(博

士
前
期
課
程
を
含
む
。
)」

と
読
み
替
え
て
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
 

3 
平
成

17
年

3
月

31
日
に
置
か
れ
て
い
る
工
学
系
研
究
科
地
球
環
境
シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻
，
生
物
機
能
工
学
専
攻
，
材
料
工
学
専
攻

及
び
シ
ス
テ
ム
開
発
工
学
専
攻
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
平
成

17
年

3
月

31
日
に
当
該
専
攻
に
在

－47－



学
す
る
者
が
在
学
し
な
く
な
る
ま
で
の
間
，
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
当
該
専
攻
の
平
成

17
年
度
及
び
平

成
18

年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
附
則
別
表
第

1
の
と
お
り
と
す
る
。
 

附
則
別
表
第

1 
(附

則
第

3
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
 

定
員
 

 
 

 
 

平
成

17
年
度
 平

成
18

年
度
 

工
学
系
研
究
科
 地

球
環
境
シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻

12
 

6 

生
物
機
能
工
学
専
攻
 

26
 

13
 

材
料
工
学
専
攻
 

18
 

9 

シ
ス
テ
ム
開
発
工
学
専
攻
 

20
 

10
 

4 
総
合
工
学
系
研
究
科
生
命
機
能
・
フ
ァ
イ
バ
ー
工
学
専
攻
，
シ
ス
テ
ム
開
発
工
学
専
攻
，
物
質
創
成
科
学
専
攻
，
山
岳
地
域
環
境
科

学
専
攻
及
び
生
物
・
食
料
科
学
専
攻
の
平
成

17
年
度
及
び
平
成

18
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
別
表
第

1
収
容
定
員
表
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
，
附
則
別
表
第

2
の
と
お
り
と
す
る
。
 

附
則
別
表
第

2 
(附

則
第

4
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
 

定
員
 

 
 

 
 

平
成

17
年
度
 平

成
18

年
度

総
合
工
学
系
研
究
科
 生

命
機
能
・
フ
ァ
イ
バ
ー
工
学
専
攻
 

15
 

30
 

シ
ス
テ
ム
開
発
工
学
専
攻
 

12
 

24
 

物
質
創
成
科
学
専
攻
 

7 
14
 

山
岳
地
域
環
境
科
学
専
攻
 

8 
16
 

生
物
・
食
料
科
学
専
攻
 

7 
14
 

5 
法
曹
法
務
研
究
科
法
曹
法
務
専
攻
の
平
成

17
年
度
及
び
平
成

18
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
別
表
第

1
収
容
定
員
表
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
，
附
則
別
表
第

3
の
と
お
り
と
す
る
。
 

附
則
別
表
第

3 
(附

則
第

5
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
 

定
員
 

 
 

 
 

平
成

17
年
度

平
成

18
年
度
 

法
曹
法
務
研
究
科
 法

曹
法
務
専
攻

40
 

80
 

附
 
則
(平

成
17

年
6
月

16
日
平
成

17
年
度
学
則
第

1
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

17
年

6
月

16
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
18

年
2
月

16
日
平
成

17
年
度
学
則
第

3
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

18
年

2
月

16
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
18

年
3
月

16
日
平
成

17
年
度
学
則
第

5
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

18
年

3
月

16
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
18

年
12

月
21

日
平
成

18
年
度
学
則
第

4
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

19
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
19

年
2
月

22
日
平
成

18
年
度
学
則
第

5
号
) 

1 
こ
の
学
則
は
，
平
成

19
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
医
学
系
研
究
科
保
健
学
専
攻
の
平
成

19
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
別
表
第

1
収
容
定
員
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
附
則
別

表
の
と
お
り
と
す
る
。
 

附
則
別
表
(附

則
第

2
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員

医
学
系
研
究
科
 保

健
学
専
攻

平
成

19
年
度

14
 

附
 
則
(平

成
19

年
12

月
26

日
平
成

19
年
度
学
則
第

3
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

19
年

12
月

26
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
20

年
3
月

19
日
平
成

19
年
度
学
則
第

6
号
) 

1 
こ
の
学
則
は
，
平
成

20
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
平
成

20
年

3
月

31
日
に
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。
 

附
 
則
(平

成
21

年
3
月

19
日
平
成

20
年
度
学
則
第

3
号
) 

1 
こ
の
学
則
は
，
平
成

21
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
平
成

21
年

3
月

31
日
に
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。
 

3 
平
成

21
年

3
月

31
日
に
置
か
れ
て
い
る
医
学
系
研
究
科
保
健
学
専
攻
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
同

日
に
当
該
専
攻
に
在
学
す
る
者
が
在
学
し
な
く
な
る
ま
で
の
間
，
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
当
該
専
攻
の
平

成
21

年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
附
則
別
表
第

1
の
と
お
り
と
す
る
。
 

附
則
別
表
第

1 
(附

則
第

3
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員

医
学
系
研
究
科

保
健
学
専
攻

平
成

21
年
度

14
 

4 
医
学
系
研
究
科
医
学
系
専
攻
の
平
成

21
年
度
か
ら
平
成

23
年
度
ま
で
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
別
表
第

1
収
容
定
員
表
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
，
附
則
別
表
第

2
の
と
お
り
と
す
る
。
 

附
則
別
表
第

2 
(附

則
第

4
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員
 

平
成

21
年
度

平
成

22
年
度

平
成

23
年
度

医
学
系
研
究
科

医
学
系
専
攻

18
8 

18
4 

18
0 

5 
医
学
系
研
究
科
保
健
学
専
攻
の
平
成

21
年
度
及
び
平
成

22
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
別
表
第

1
収
容
定
員
表
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
，
附
則
別
表
第

3
の
と
お
り
と
す
る
。
 

附
則
別
表
第

3 
(附

則
第

5
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員
 

平
成

21
年
度
 

平
成

22
年
度

博
士
前
期
課
程

博
士
後
期
課
程

博
士
後
期
課
程

医
学
系
研
究
科

保
健
学
専
攻

14
 

4 
8 

附
 
則
(平

成
21

年
5
月

21
日
平
成

21
年
度
学
則
第

2
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

21
年

5
月

21
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
22

年
3
月

26
日
平
成

21
年
度
学
則
第

4
号
) 

1 
こ
の
学
則
は
，
平
成

22
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
平
成

22
年

3
月

31
日
に
農
学
研
究
科
に
在
学
す
る
者
が
取
得
で
き
る
教
育
職
員
免
許
状
の
種
類
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の

別
表
第

2
教
育
職
員
免
許
状
の
種
類
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
 

3 
工
学
系
研
究
科
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
，
電
気
電
子
工
学
専
攻
，
社
会
開
発
工
学
専
攻
，
物
質
工
学
専
攻
，
情
報
工
学
専
攻
，
環

境
機
能
工
学
専
攻
，
素
材
開
発
工
学
専
攻
，
機
能
機
械
学
専
攻
及
び
精
密
素
材
工
学
専
攻
の
平
成

22
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員

は
，
別
表
第

1
収
容
定
員
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
附
則
別
表
第

1
の
と
お
り
と
す
る
。
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4 
法
曹
法
務
研
究
科
法
曹
法
務
専
攻
の
平
成

22
年
度
及
び
平
成

23
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
別
表
第

1
収
容
定
員
表
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
，
附
則
別
表
第

2
の
と
お
り
と
す
る
。
 

附
則
別
表
第

1(
附
則
第

3
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員
 

平
成

22
年
度
 

工
学
系
研
究
科
 機

械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

59
 

電
気
電
子
工
学
専
攻
 

81
 

社
会
開
発
工
学
専
攻
 

76
 

物
質
工
学
専
攻
 

51
 

情
報
工
学
専
攻
 

85
 

環
境
機
能
工
学
専
攻
 

35
 

素
材
開
発
化
学
専
攻
 

36
 

機
能
機
械
学
専
攻
 

41
 

精
密
素
材
工
学
専
攻
 

35
 

附
則
別
表
第

2(
附
則
第

4
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員
 

 
 

 
 

平
成

22
年
度

平
成

23
年
度
 

法
曹
法
務
研
究
科
 法

曹
法
務
専
攻

98
 

76
 

附
 
則
(平

成
22

年
10

月
21

日
平
成

22
年
度
学
則
第

1
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

22
年

10
月

21
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
23

年
3
月

17
日
平
成

22
年
度
学
則
第

3
号
) 

1 
こ
の
学
則
は
，
平
成

23
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
平
成

23
年

3
月

31
日
に
工
学
系
研
究
科
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
に
在
学
す
る
者
が
取
得
で
き
る
教
育
職
員
免
許
状
の
種
類
は
，

こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
第

2
教
育
職
員
免
許
状
の
種
類
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
 

附
 
則
(平

成
24

年
3
月

29
日
平
成

23
年
度
学
則
第

2
号
) 

1 
こ
の
学
則
は
，
平
成

24
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
平
成

24
年

3
月

31
日
に
置
か
れ
て
い
る
工
学
系
研
究
科
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
同
日
に
当
該
研

究
科
に
在
学
す
る
者
が
当
該
研
究
科
に
在
学
し
な
く
な
る
ま
で
の
間
，
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
当
該
研
究

科
の
平
成

24
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
附
則
別
表

1
の
と
お
り
と
し
，
当
該
研
究
科
に
在
学
す
る
学
生
が
取
得
で
き
る
教
育

職
員
免
許
状
の
種
類
は
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
 

附
則
別
表
第

1 
(附

則
第

2
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員
 

平
成

24
年
度
 

工
学
系
研
究
科
 数

理
・
自
然
情
報
科
学
専
攻

16
 

物
質
基
礎
科
学
専
攻
 

26
 

地
球
生
物
圏
科
学
専
攻
 

28
 

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
 

32
 

電
気
電
子
工
学
専
攻
 

45
 

社
会
開
発
工
学
専
攻
 

40
 

物
質
工
学
専
攻
 

30
 

情
報
工
学
専
攻
 

45
 

環
境
機
能
工
学
専
攻
 

20
 

応
用
生
物
科
学
専
攻
 

21
 

繊
維
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
 

21
 

素
材
開
発
化
学
専
攻
 

21
 

機
能
機
械
学
専
攻
 

23
 

精
密
素
材
工
学
専
攻
 

20
 

機
能
高
分
子
学
専
攻
 

23
 

感
性
工
学
専
攻
 

21
 

計
 

43
2 

3 
理
工
学
系
研
究
科
の
平
成

24
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
第

1
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
附

則
別
表
第

2
の
と
お
り
と
す
る
。
 

附
則
別
表
第

2 
(附

則
第

3
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員

平
成

24
年
度

理
工
学
系
研
究
科

数
理
・
自
然
情
報
科
学
専
攻

16
 

物
質
基
礎
科
学
専
攻
 

26
 

地
球
生
物
圏
科
学
専
攻
 

28
 

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
 

32
 

電
気
電
子
工
学
専
攻
 

45
 

土
木
工
学
専
攻
 

12
 

建
築
学
専
攻
 

30
 

物
質
工
学
専
攻
 

30
 

情
報
工
学
専
攻
 

45
 

環
境
機
能
工
学
専
攻
 

20
 

繊
維
・
感
性
工
学
専
攻
 

34
 

機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学
専
攻
 

28
 

化
学
・
材
料
専
攻
 

64
 

応
用
生
物
科
学
専
攻
 

24
 

計
 

43
4 

4 
医
学
系
研
究
科
医
科
学
専
攻
の
平
成

24
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
第

1
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
，
附
則
別
表
第

3
の
と
お
り
と
す
る
。
 

附
則
別
表
第

3 
(附

則
第

4
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員

平
成

24
年
度

医
学
系
研
究
科

医
科
学
専
攻

32
 

5 
平
成

24
年

3
月

31
日
に
置
か
れ
て
い
る
医
学
系
研
究
科
医
学
系
専
攻
，
臓
器
移
植
細
胞
工
学
医
科
学
系
専
攻
及
び
加
齢
適
応
医
科

学
系
専
攻
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
同
日
に
当
該
専
攻
に
在
学
す
る
者
が
在
学
し
な
く
な
る
ま
で
の

間
，
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
当
該
専
攻
の
平
成

24
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
附

則
別
表
第

4
の
と
お
り
と
す
る
。
 

附
則
別
表
第

4 
(附

則
第

5
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員
 

平
成

24
年
度

平
成

25
年
度

平
成

26
年
度

医
学
系
研
究
科

医
学
系
専
攻
 

13
2 

88
 

44
 

臓
器
移
植
細
胞
工
学
医
科
学
系
専
攻

42
 

28
 

14
 

加
齢
適
応
医
科
学
系
専
攻
 

42
 

28
 

14
 

6 
医
学
系
研
究
科
医
学
系
専
攻
及
び
疾
患
予
防
医
科
学
系
専
攻
の
平
成

24
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
ま
で
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
こ

の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
第

1
収
容
定
員
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
附
則
別
表
第

5
の
と
お
り
と
す
る
。
 

附
則
別
表
第

5 
(附

則
第

6
項
関
係
) 
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研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員
 

平
成

24
年
度
 平

成
25

年
度
 平

成
26

年
度

医
学
系
研
究
科
 医

学
系
専
攻
 

40
 

80
 

12
0 

疾
患
予
防
医
科
学
系
専
攻

8 
16
 

24
 

附
 
則
(平

成
24

年
4
月

19
日
平
成

24
年
度
学
則
第

1
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

24
年

4
月

19
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
24

年
12

月
20

日
平
成

24
年
度
学
則
第

2
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

24
年

12
月

20
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
第

38
条
の

2
及
び
第

86
条
の
規

定
に
つ
い
て
は
，
平
成

25
年

2
月

2
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
25

年
2
月

2
日
平
成

24
年
度
学
則
第

4
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

25
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
25

年
3
月

15
日
平
成

24
年
度
学
則
第

5
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

25
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
26

年
3
月

28
日
平
成

25
年
度
学
則
第

5
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

26
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
27

年
3
月

27
日
平
成

26
年
度
学
則
第

5
号
) 

1 
こ
の
学
則
は
，
平
成

27
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
法
曹
法
務
研
究
科
法
曹
法
務
専
攻
の
平
成

28
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
第

1
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
，
附
則
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。
 

附
則
別
表
 
(附

則
第

2
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員

平
成

28
年
度

法
曹
法
務
研
究
科
 法

曹
法
務
専
攻

18
 

附
 
則
(平

成
28

年
3
月

30
日
平
成

27
年
度
学
則
第

4
号
) 

1 
こ
の
学
則
は
，
平
成

28
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
平
成

28
年

3
月

31
日
に
置
か
れ
て
い
る
教
育
学
研
究
科
学
校
教
育
専
攻
の
学
校
教
育
専
修
及
び
臨
床
心
理
学
専
修
は
，
こ
の
学
則

に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
関
わ
ら
ず
，
同
日
に
当
該
専
修
に
在
学
す
る
者
が
在
学
し
な
く
な
る
ま
で
の
間
，
存
続
す
る
も
の
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
当
該
専
修
の
平
成

28
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
附
則
別
表
第

1
の
と
お
り
と
し
，
当
該
専
修
に

在
学
す
る
学
生
が
取
得
で
き
る
教
育
職
員
免
許
状
の
種
類
は
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
 

3 
平
成

28
年

3
月

31
日
に
置
か
れ
て
い
る
教
育
学
研
究
科
教
科
教
育
専
攻
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，

同
日
に
当
該
専
攻
に
在
学
す
る
者
が
在
学
し
な
く
な
る
ま
で
の
間
，
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
当
該
専
攻
の

平
成

28
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
附
則
別
表
第

2
の
と
お
り
と
し
，
当
該
専
攻
に
在
学
す
る
学
生
が
取
得
で
き
る
教
育
職
員

免
許
状
の
種
類
は
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
 

4 
教
育
学
研
究
科
学
校
教
育
専
攻
及
び
高
度
教
職
実
践
専
攻
の
平
成

28
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の

別
表
第

1
収
容
定
員
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
附
則
別
表
第

3
の
と
お
り
と
す
る
。
 

5 
平
成

28
年

3
月

31
日
に
置
か
れ
て
い
る
理
工
学
系
研
究
科
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
同
日
に
当
該

研
究
科
に
在
学
す
る
者
が
当
該
研
究
科
に
在
学
し
な
く
な
る
ま
で
の
間
，
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
当
該
研

究
科
の
平
成

28
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
附
則
別
表
第

4
の
と
お
り
と
し
，
当
該
研
究
科
に
在
学
す
る
学
生
が
取
得
で
き
る

教
育
職
員
免
許
状
の
種
類
は
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
 

6 
平
成

28
年

3
月

31
日
に
置
か
れ
て
い
る
農
学
研
究
科
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
同
日
に
当
該
研
究

科
に
在
学
す
る
者
が
当
該
研
究
科
に
在
学
し
な
く
な
る
ま
で
の
間
，
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
当
該
研
究
科

の
平
成

28
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
附
則
別
表
第

5
の
と
お
り
と
し
，
当
該
研
究
科
に
在
学
す
る
学
生
が
取
得
で
き
る
教
育

職
員
免
許
状
の
種
類
は
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
 

7 
総
合
理
工
学
研
究
科
の
平
成

28
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
第

1
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，

附
則
別
表
第

6
の
と
お
り
と
す
る
。
 

附
則
別
表
第

1(
附
則
第

2
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員

平
成

28
年
度

教
育
学
研
究
科

学
校
教
育
専
攻
 

 
学
校
教
育
専
修
 

5 

 
臨
床
心
理
学
専
修

3 

附
則
別
表
第

2(
附
則
第

3
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員

平
成

28
年
度

教
育
学
研
究
科

教
科
教
育
専
攻
 

 
国
語
教
育
専
修
 

3 

 
社
会
科
教
育
専
修

4 

 
数
学
教
育
専
修
 

3 

 
理
科
教
育
専
修
 

4 

 
音
楽
教
育
専
修
 

3 

 
美
術
教
育
専
修
 

3 

 
保
健
体
育
専
修
 

3 

 
技
術
教
育
専
修
 

3 

 
家
政
教
育
専
修
 

3 

 
英
語
教
育
専
修
 

3 

附
則
別
表
第

3(
附
則
第

4
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員

平
成

28
年
度

教
育
学
研
究
科

学
校
教
育
専
攻
 

20
 

高
度
教
職
実
践
専
攻

20
 

附
則
別
表
第

4(
附
則
第

5
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員

平
成

28
年
度

理
工
学
系
研
究
科

数
理
・
自
然
情
報
科
学
専
攻

16
 

物
質
基
礎
科
学
専
攻
 

26
 

地
球
生
物
圏
科
学
専
攻
 

28
 

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
 

32
 

電
気
電
子
工
学
専
攻
 

45
 

土
木
工
学
専
攻
 

12
 

建
築
学
専
攻
 

30
 

物
質
工
学
専
攻
 

30
 

情
報
工
学
専
攻
 

45
 

環
境
機
能
工
学
専
攻
 

20
 

繊
維
・
感
性
工
学
専
攻
 

34
 

機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学
専
攻
 

28
 

－50－



化
学
・
材
料
専
攻
 

64
 

応
用
生
物
科
学
専
攻
 

24
 

附
則
別
表
第

5(
附
則
第

6
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員
 

平
成

28
年
度
 

農
学
研
究
科
 食

料
生
産
科
学
専
攻
 

20
 

森
林
科
学
専
攻
 

17
 

応
用
生
命
科
学
専
攻
 

16
 

機
能
性
食
料
開
発
学
専
攻

16
 

附
則
別
表
第

6(
附
則
第

7
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員
 

平
成

28
年
度
 

総
合
理
工
学
研
究
科
 理

学
専
攻
 

75
 

工
学
専
攻
 

24
0 

繊
維
学
専
攻
 

16
0 

農
学
専
攻
 

65
 

生
命
医
工
学
専
攻

35
 

附
 
則
(平

成
28

年
6
月

22
日
平
成

28
年
度
学
則
第

1
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

28
年

6
月

22
日
か
ら
施
行
す
る
 

附
 
則
(平

成
29

年
3
月

29
日
平
成

28
年
度
学
則
第

3
号
) 

こ
の
学
則
は
，
平
成

29
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
30

年
3
月

28
日
平
成

29
年
度
学
則
第

3
号
) 

1 
こ
の
学
則
は
，
平
成

30
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
平
成

30
年

3
月

31
日
に
置
か
れ
て
い
る
医
学
系
研
究
科
の
医
学
系
専
攻
，
疾
患
予
防
医
科
学
系
専
攻
及
び
保
健
学
専
攻
博
士
後
期

課
程
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
同
日
に
当
該
専
攻
に
在
学
す
る
者
が
在
学
し
な
く
な
る
ま
で
の
間
，

存
続
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
当
該
専
攻
の
平
成

30
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
附

則
別
表
第

1
の
と
お
り
と
す
る
。
 

3 
平
成

30
年

3
月

31
日
に
置
か
れ
て
い
る
総
合
工
学
系
研
究
科
の
生
命
機
能
・
フ
ァ
イ
バ
ー
工
学
専
攻
，
シ
ス
テ
ム
開
発
工
学
専

攻
，
物
質
創
成
科
学
専
攻
，
山
岳
地
域
環
境
科
学
専
攻
及
び
生
物
・
食
料
科
学
専
攻
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
，
同
日
に
当
該
専
攻
に
在
学
す
る
者
が
在
学
し
な
く
な
る
ま
で
の
間
，
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
当

該
専
攻
の
平
成

30
年
度
か
ら
平
成

31
年
度
ま
で
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
附
則
別
表
第

2
の
と
お
り
と
す
る
。
 

4 
総
合
医
理
工
学
研
究
科
の
医
学
系
専
攻
，
総
合
理
工
学
専
攻
及
び
生
命
医
工
学
専
攻
の
平
成

30
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
に
お

け
る
収
容
定
員
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
第

1
収
容
定
員
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
附
則
別
表
第

3
の
と
お
り
と
す

る
。
 

附
則
別
表
第

1(
附
則
第

2
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員
 

平
成

30
年
度
 平

成
31

年
度
 平

成
32

年
度

医
学
系
研
究
科
 (
博
士
課
程
) 

 
 

 
 

 
 

 
医
学
系
専
攻
 

12
0 

80
 

40

 
疾
患
予
防
医
科
学
系

 
専
攻
 

24
 

16
 

8

 
保
健
学
専
攻
 

8 
4 
 
 

附
則
別
表
第

2(
附
則
第

3
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員
 

平
成

30
年
度

平
成

31
年
度

総
合
工
学
系
研
究
科

生
命
機
能
・
フ
ァ
イ
バ
ー
工
学
専
攻

30
15

シ
ス
テ
ム
開
発
工
学
専
攻
 

24
12

物
質
創
成
科
学
専
攻
 

14
7

山
岳
地
域
環
境
科
学
専
攻
 

16
8

生
物
・
食
料
科
学
専
攻
 

14
7

附
則
別
表
第

3(
附
則
第

4
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員
 

平
成

30
年
度

平
成

31
年
度

平
成

32
年
度

総
合
医
理
工
学
研
究
科

医
学
系
専
攻
 

48
96

14
4

総
合
理
工
学
専
攻

38
76

 
 

生
命
医
工
学
専
攻

15
30

45

附
 
則
(平

成
31

年
3
月

28
日
平
成

30
年
度
学
則
第

4
号
) 

1 
こ
の
学
則
は
，
平
成

31
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
平
成

31
年

3
月

31
日
に
人
文
科
学
研
究
科
に
在
学
す
る
者
が
取
得
で
き
る
教
育
職
員
免
許
状
の
種
類
に
つ
い
て
は
，
こ
の
学
則
に

よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
 

附
 
則
(令

和
元
年

10
月

17
日
令
和
元
年
度
学
則
第

1
号
) 

こ
の
学
則
は
，
令
和
元
年

10
月

17
日
か
ら
施
行
し
，
平
成

31
年

4
月

1
日
か
ら
適
用
す
る
。
 

附
 
則
(令

和
2
年

3
月

27
日
令
和
元
年
度
学
則
第

5
号
) 

1 
こ
の
学
則
は
，
令
和

2
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
令
和

2
年

3
月

31
日
に
置
か
れ
て
い
る
人
文
科
学
研
究
科
の
各
専
攻
，
教
育
学
研
究
科
学
校
教
育
専
攻
及
び
経
済
・
社
会
政
策
科

学
研
究
科
の
各
専
攻
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
同
日
に
当
該
専
攻
に
在
学
す
る
者
が
在
学
し
な
く
な

る
ま
で
の
間
，
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
当
該
専
攻
の
令
和

2
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
附
則
別
表
第

1
の
と
お
り
と
す
る
。
 

3 
総
合
人
文
社
会
科
学
研
究
科
及
び
教
育
学
研
究
科
高
度
教
職
実
践
専
攻
の
令
和

2
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る

改
正
後
の
別
表
第

1
収
容
定
員
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
附
則
別
表
第

2
の
と
お
り
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
総
合
人
文

社
会
科
学
研
究
科
総
合
人
文
社
会
科
学
専
攻
の
う
ち
人
間
文
化
学
分
野
の
収
容
定
員
は

8
と
す
る
。
 

4 
令
和

2
年

3
月

31
日
に
人
文
科
学
研
究
科
又
は
教
育
学
研
究
科
学
校
教
育
専
攻
に
在
学
す
る
者
が
取
得
で
き
る
教
育
職
員
免
許
状

の
種
類
に
つ
い
て
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
 

附
則
別
表
第

1(
附
則
第

2
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員
 

令
和

2
年
度

人
文
科
学
研
究
科
 

地
域
文
化
専
攻
 

5

言
語
文
化
専
攻
 

5

教
育
学
研
究
科
 

学
校
教
育
専
攻
 

20

経
済
・
社
会
政
策
科
学
研
究
科

経
済
・
社
会
政
策
科
学
専
攻
 

6

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻

10

附
則
別
表
第

2(
附
則
第

3
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
等
 

収
容
定
員
 

令
和

2
年
度

総
合
人
文
社
会
科
学
研
究
科

総
合
人
文
社
会
科
学
専
攻

36
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教
育
学
研
究
科
 

高
度
教
職
実
践
専
攻
 

50
 

附
 
則
(令

和
2
年

7
月

16
日
令
和

2
年
度
学
則
第

2
号
) 

こ
の
学
則
は
，
令
和

2
年

7
月

16
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(令

和
3
年

1
月

28
日
令
和

2
年
度
学
則
第

5
号
) 

こ
の
学
則
は
，
令
和

3
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(令

和
3
年

3
月

17
日
令
和

2
年
度
学
則
第

6
号
) 

こ
の
学
則
は
，
令
和

3
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(令

和
4
年

2
月

3
日
令
和

3
年
度
学
則
第

4
号
) 

1 
こ
の
学
則
は
，
令
和

4
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
総
合
理
工
学
研
究
科
の
理
学
専
攻
，
工
学
専
攻
，
繊
維
学
専
攻
及
び
生
命
医
工
学
専
攻
並
び
に
医
学
系
研
究
科
の
保
健
学
専
攻
の
令

和
4
年
度
に
お
け
る
収
容
定
員
は
，
こ
の
学
則
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
第

1
収
容
定
員
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
附
則
別
表
の
と

お
り
と
す
る
。
 

附
則
別
表
(附

則
第

2
項
関
係
) 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

収
容
定
員
 

令
和

4
年
度
 

総
合
理
工
学
研
究
科
 理

学
専
攻
 

14
4 

工
学
専
攻
 

49
0 

繊
維
学
専
攻
 

32
5 

生
命
医
工
学
専
攻

75
 

医
学
系
研
究
科
 

保
健
学
専
攻
 

34
 

附
 
則
(令

和
4
年

3
月

16
日
令
和

3
年
度
学
則
第

5
号
) 

こ
の
学
則
は
，
令
和

4
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

別
表
第

1(
第

7
条
関
係
) 

収
容
定
員
表
 

研
究
科
名
 

専
攻
名
 

修
士
課
程
 

博
士
課
程
 

専
門
職
学
位
課
程
 

収
容
定
員
 
入
学
定
員

収
容
定
員

入
学
定
員

収
容
定
員

入
学
定
員

総
合
人
文
社
会
科
学
研
究
科
 
総
合
人
文
社
会
科
学
専
攻
 

72
 

36
 
 

 
 

 
 

 
 

計
 

72
 

36
 
 

 
 

 
 

 
 

教
育
学
研
究
科
 

高
度
教
職
実
践
専
攻
 

 
 

 
 

 
60

30

 
 

計
 

60
30

総
合
理
工
学
研
究
科
 

理
学
専
攻
 

13
8 

69
 

 
 

 

工
学
専
攻
 

50
0 

25
0

 
 

 
 

繊
維
学
専
攻
 

33
0 

16
5

 
 

 
 

農
学
専
攻
 

13
0 

65
 

 
 

 

生
命
医
工
学
専
攻
 

80
 

40
 

 
 

 

計
 

1,
17
8 

58
9

 
 

 
 

医
学
系
研
究
科
 

医
科
学
専
攻
 

24
 

12
 

 
 

 

保
健
学
専
攻
 

40
 

20
 

 

計
 

64
 

32
 

 

総
合
医
理
工
学
研
究
科
 

医
学
系
専
攻
 

 
 

 
18
6

48
 

 

総
合
理
工
学
専
攻
 

 
 

 
11
4

38
 

 

生
命
医
工
学
専
攻
 

 
 

55
15
 

 
 

 
 

計
 

 
 

35
5

10
1 

 
 

 
 

合
計
 

1,
31
4

65
7

35
5

10
1 

60
 

30
 

備
考
 
総
合
人
文
社
会
科
学
研
究
科
総
合
人
文
社
会
科
学
専
攻
の
う
ち
人
間
文
化
学
分
野
の
収
容
定
員
は

16
と
し
，
入
学
定
員
は

8
と
す
る
。
 

別
表
第

2(
第

47
条
関
係
) 

教
育
職
員
免
許
状
の
種
類
 

研
究
科
名
 

専
攻
名
等
 

教
育
職
員
免
許
状
の

種
類
 

免
許
教
科
又
は
特
別
支
援
教
育
領
域
 

総
合
人
文
社
会

科
学
研
究
科
 

総
合
人
文
社
会

科
学
専
攻
 

人
間
文
化

学
分
野
 

中
学
校
教
諭
専
修
免

許
状
 

国
語
，
社
会
，
英
語
 

高
等
学
校
教
諭
専
修

免
許
状
 

国
語
，
地
理
歴
史
，
公
民
，
英
語
 

教
育
学
研
究
科

高
度
教
職
実
践
専
攻
 

幼
稚
園
教
諭
専
修
免

許
状
 

 
 

小
学
校
教
諭
専
修
免

許
状
 

 
 

中
学
校
教
諭
専
修
免

許
状
 

国
語
，
社
会
，
数
学
，
理
科
，
音
楽
，
美
術
，
保
健
体
育
，

技
術
，
家
庭
，
英
語
 

高
等
学
校
教
諭
専
修

免
許
状
 

国
語
，
地
理
歴
史
，
公
民
，
数
学
，
理
科
，
音
楽
，
美
術
，

工
芸
，
書
道
，
保
健
体
育
，
家
庭
，
英
語
 

特
別
支
援
学
校
教
諭

専
修
免
許
状
 

知
的
障
害
者
，
肢
体
不
自
由
者
，
病
弱
者
 

総
合
理
工
学
研

究
科
 

理
学
専
攻
 

中
学
校
教
諭
専
修
免

許
状
 

数
学
，
理
科
 

高
等
学
校
教
諭
専
修

免
許
状
 

数
学
，
理
科
 

工
学
専
攻
 

中
学
校
教
諭
専
修
免

許
状
 

理
科
 

高
等
学
校
教
諭
専
修

免
許
状
 

理
科
，
情
報
，
工
業
 

繊
維
学
専
攻
 

中
学
校
教
諭
専
修
免

許
状
 

理
科
 

高
等
学
校
教
諭
専
修

免
許
状
 

理
科
，
工
業
 

農
学
専
攻
 

中
学
校
教
諭
専
修
免

許
状
 

理
科
 

高
等
学
校
教
諭
専
修

免
許
状
 

理
科
，
農
業
 

生
命
医
工
学
専
攻
 

中
学
校
教
諭
専
修
免

許
状
 

理
科
 

高
等
学
校
教
諭
専
修

免
許
状
 

理
科
 

 

附
 
則
 

こ
の
学
則
は
，
令
和

5
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
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○
信
州
大
学
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
規
程

 

(平
成

28
年

2
月

18
日
信
州
大
学
規
程
第

26
8
号
)

(趣
旨
) 

第
1
条
 
こ
の
規
程
は
，
信
州
大
学
大
学
院
学
則
(平

成
16

年
信
州
大
学
学
則
第

2
号
。
以
下
「
大
学
院
学
則
」
と
い
う
。
)及

び
信
州
大
学
学
位
規
程
(平

成
16

年
信
州
大
学
規
程
第

19
号
)に

定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
信
州
大
学
大
学
院
総
合
理
工
学
研

究
科
(以

下
「
研
究
科
」
と
い
う
。
)に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。
 

(目
的
) 

第
1
条
の

2 
研
究
科
に
お
け
る
人
材
養
成
に
関
す
る
目
的
，
教
育
・
研
究
上
の
目
的
は
，
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。
 

(1
) 

人
材
養
成
に
関
す
る
目
的
 

研
究
科
は
，
教
育
・
研
究
の
理
念
に
基
づ
き
，
理
学
，
工
学
，
繊
維
学
，
農
学
並
び
に
生
命
医
工
学
の

5
専
攻
の
専

門
研
究
分
野
の
高
度
専
門
技
術
者
と
研
究
者
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
幅
広
い
学
問
分
野
を
含
む
利
点
を
生

か
し
て
，
学
際
領
域
を
開
拓
す
る
進
取
の
気
性
に
富
ん
だ
人
材
を
育
成
し
，
広
い
視
野
と
高
い
課
題
解
決
能
力
を
も
つ

高
度
専
門
職
業
人
の
養
成
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
，
教
育
・
研
究
の
目
標
に
掲
げ
た
，
創
造
性
豊
か
な
優
れ
た
研
究
・

開
発
能
力
を
持
つ
研
究
者
及
び
環
境
と
調
和
し
た
社
会
を
支
え
る
高
度
で
知
的
な
素
養
の
あ
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
 

(2
) 

教
育
・
研
究
上
の
目
的
 

研
究
科
は
，
信
州
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
，
地
域
に
根
ざ
し
世
界
に
開
か
れ
た
大
学
院
と
し
て
，
教
育
・
研
究

の
目
標
等
に
基
づ
き
，
理
学
，
工
学
，
繊
維
学
，
農
学
並
び
に
生
命
医
工
学
の
各
分
野
に
お
い
て
，
社
会
に
寄
与
す
る

有
為
な
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
，
先
鋭
領
域
融
合
研
究
群
と
連
携
し
て
最
先
端
領
域
の
研
究
を

推
進
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
，
高
度
な
専
門
的
知
識
と
実
践
的
技
術
力
を
持
つ
と
と
も
に
，
そ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解

決
に
柔
軟
に
応
用
で
き
る
高
度
専
門
職
業
人
を
育
成
す
る
こ
と
を
教
育
・
研
究
上
の
目
的
と
す
る
。
 

2 
理
学
専
攻
に
お
け
る
人
材
養
成
に
関
す
る
目
的
，
教
育
・
研
究
上
の
目
的
は
，
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(1
) 

先
端
科
学
技
術
を
開
拓
で
き
る
独
創
的
研
究
能
力
及
び
国
際
社
会
に
お
い
て
持
続
的
発
展
の
可
能
な
社
会
を
リ
ー
ド

で
き
る
高
度
な
研
究
能
力
を
有
す
る
環
境
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
た
先
導
的
な
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。
 

(2
) 

自
然
界
や
社
会
に
お
け
る
現
象
や
構
造
の
解
明
を
目
的
と
し
て
，
数
学
，
物
理
学
，
化
学
，
生
物
学
，
地
学
等
の
基

礎
科
学
を
ふ
ま
え
て
多
様
な
分
野
の
基
礎
研
究
を
行
う
。
 

(3
) 

常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
批
判
的
思
考
力
や
発
表
の
表
現
力
を
培
う
教
育
方
針
を
と
り
，
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
処
で

き
る
研
究
者
，
高
度
専
門
職
業
人
等
の
養
成
を
目
標
と
し
て
い
る
。
 

(4
) 

知
的
好
奇
心
と
探
究
心
に
基
づ
き
独
創
的
研
究
を
お
こ
な
い
，
人
類
社
会
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
す
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
指
す
。
 

3 
工
学
専
攻
に
お
け
る
人
材
養
成
に
関
す
る
目
的
，
教
育
・
研
究
上
の
目
的
は
，
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(1
) 

幅
広
い
見
識
と
健
全
な
倫
理
観
を
持
ち
，
国
際
的
及
び
工
学
的
な
立
場
か
ら
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
精
神
と
行
動

力
を
育
成
す
る
。
 

(2
) 

幅
広
い
知
識
及
び
深
い
専
門
知
識
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
学
習
で
き
る
能
力
及
び
応
用
能
力
を
育
成
す
る
。
 

(3
) 

基
礎
理
論
に
基
づ
い
て
工
学
的
及
び
学
際
的
な
観
点
か
ら
問
題
点
や
課
題
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
，
筋
道
を
立
て

て
解
決
で
き
る
能
力
を
育
成
す
る
。
 

(4
) 

技
術
者
・
研
究
者
と
し
て
自
ら
の
思
考
・
判
断
を
説
明
す
る
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し
，
専
門
知

識
に
基
づ
い
た
発
展
的
な
議
論
を
国
際
的
に
展
開
で
き
る
能
力
を
育
成
す
る
。
 

(5
) 

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
環
境
マ
イ
ン
ド
を
習
得
し
，
環
境
調
和
社
会
を
目
指
し
た
工
学
的
な
取
り
組
み
を
継
続
的
に

行
う
行
動
力
を
育
成
す
る
。
 

4 
繊
維
学
専
攻
に
お
け
る
人
材
養
成
に
関
す
る
目
的
，
教
育
・
研
究
上
の
目
的
は
，
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(1
) 

衣
・
食
・
住
の
要
で
あ
る
「
繊
維
」
に
根
ざ
し
た
伝
統
的
な
科
学
技
術
を
背
景
と
し
て
，
新
し
い
文
化
の
創
造
と
高

度
な
科
学
技
術
時
代
に
対
応
で
き
る
国
際
感
覚
を
も
っ
た
技
術
者
を
養
成
す
る
。
 

(2
) 

「
繊
維
・
フ
ァ
イ
バ
ー
工
学
」
分
野
の
学
際
的
領
域
で
先
端
科
学
技
術
を
開
拓
す
る
研
究
能
力
を
有
し
た
人
材
を
養

成
す
る
。
 

(3
) 

具
体
的
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
能
力
 

イ
 
優
れ
た
人
格
の
形
成
：
豊
か
な
人
間
性
，
社
会
に
対
す
る
貢
献
と
責
任
意
識
，
高
い
倫
理
観
 

ロ
 
進
展
す
る
科
学
技
術
と
社
会
の
変
化
に
対
応
し
う
る
能
力
，
未
来
創
造
能
力
 

ハ
 
普
遍
的
基
礎
学
力
，
課
題
設
定
・
探
求
能
力
，
学
際
・
業
際
領
域
を
開
く
創
造
的
能
力
，
自
己
啓
発
能
力
，
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
，
起
業
家
精
神
(ベ

ン
チ
ャ
ー
精
神
) 

ニ
 
基
礎
学
力
に
裏
付
け
さ
れ
た
専
門
性
：
専
門
的
能
力
，
実
践
的
能
力
，
経
営
・
企
画
等
能
力
(マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
) 

ホ
 
国
際
性
：
自
国
文
化
・
異
文
化
理
解
力
，
外
国
語
能
力
と
個
性
豊
か
な
表
現
力
 

ヘ
 
情
報
処
理
能
力
 

(4
) 

資
源
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
，
環
境
と
リ
サ
 イ

ク
ル
，
安
全
で
豊
か
な
文
化
生
活
，
情
報
・
通
信
，
医
療
・
健
康
・
福
祉
等

に
関
わ
る
学
際
的
先
端
領
域
を
開
拓
す
る
た
め
に
以
下
の
目
的
を
設
定
す
る
。
 

イ
 
国
際
的
，
学
際
的
工
学
系
新
領
域
の
開
拓
 

ロ
 
新
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
す
文
化
創
造
科
学
技
術
の
創
成
 

ハ
 
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
繊
維
総
合
技
術
科
学
の
国
際
的
中
核
研
究
拠
点
(C
OE
)の

形
成
 

ニ
 
産
官
学
連
携
協
力
に
よ
る
新
産
業
の
創
出
 

ホ
 
地
域
産
業
の
振
興
へ
の
貢
献
 

5 
農
学
専
攻
に
お
け
る
人
材
養
成
に
関
す
る
目
的
，
教
育
・
研
究
上
の
目
的
は
，
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(1
) 

自
然
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
発
展
に
資
す
る
教
育
・
研
究
を
教
授
し
，
開
発
能
力
と
高
い

倫
理
性
並
び
に
豊
か
な
教
養
と
個
性
を
兼
ね
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
。
 

(2
) 

自
然
環
境
と
共
生
し
得
る
農
学
の
学
際
的
先
端
領
域
を
開
拓
す
る
。
 

(3
) 

実
践
的
技
術
力
及
び
創
造
性
豊
か
な
研
究
開
発
能
力
を
備
え
た
人
材
を
養
成
す
る
。
 

(4
) 

社
会
人
及
び
外
国
人
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
，
高
度
の
学
術
，
技
術
を
修
得
さ
せ
，
国
内
外
の
社
会
の
発
展

に
寄
与
す
る
。
 

(5
) 

地
域
社
会
と
連
携
を
進
め
，
産
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
。
 

6 
生
命
医
工
学
専
攻
に
お
け
る
人
材
養
成
に
関
す
る
目
的
，
教
育
・
研
究
上
の
目
的
は
，
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。
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(1
) 

健
康
・
福
祉
・
医
療
・
創
薬
分
野
の
現
実
課
題
を
系
統
的
に
解
決
で
き
る
高
度
な
専
門
技
術
者
を
育
成
す
る
。
 

(2
) 

医
学
・
理
学
・
工
学
・
繊
維
学
・
農
学
分
野
の
基
礎
知
識
に
加
え
て
健
康
・
福
祉
・
医
療
・
創
薬
領
域
の
専
門
知
識

と
そ
れ
ら
に
支
え
ら
れ
た
総
合
的
課
題
解
決
能
力
を
育
成
す
る
。
 

(3
) 

医
療
・
健
康
と
連
携
し
た
生
体
工
学
・
生
命
工
学
分
野
の
教
育
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
医
療
関
連
分
野
の
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
 

(課
程
，
専
攻
及
び
分
野
) 

第
2
条
 
研
究
科
の
課
程
は
修
士
課
程
と
し
，
研
究
科
の
専
攻
及
び
分
野
は
，
別
表
第

1
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(博
士
課
程
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
) 

第
3
条
 
削
除
 

2 
前
項
の
履
修
コ
ー
ス
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(地
域
共
生
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
) 

第
4
条
 
研
究
科
の
農
学
専
攻
及
び
生
命
医
工
学
専
攻
に
，
地
域
共
生
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
た
め
に
必

要
な
履
修
コ
ー
ス
を
置
く
。
 

2 
前
項
の
履
修
コ
ー
ス
の
標
準
修
業
年
限
は
，
大
学
院
学
則
第

15
条
第

2
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
1
年
間
と
す
る
。
 

3 
第

1
項
の
履
修
コ
ー
ス
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(山
岳
科
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
) 

第
4
条
の

2 
研
究
科
の
理
学
専
攻
，
工
学
専
攻
，
繊
維
学
専
攻
及
び
農
学
専
攻
に
，
山
岳
科
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
履
修
コ
ー
ス
を
置
く
。
 

2 
前
項
の
履
修
コ
ー
ス
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(I
nt
er
na
ti
on
al
 G
ra
du
at
e 
Pr
og
ra
m 
fo
r 
Ag
ri
cu
lt
ur
al
 a
nd
 B
io
lo
gi
ca
l 
Sc
ie
nc
e)
 

第
4
条
の

3 
研
究
科
の
農
学
専
攻
に
，
In
te
rn
at
io
na
l 
Gr
ad
ua
te
 P
ro
gr
am
 f
or
 A
gr
ic
ul
tu
ra
l 
an
d 
Bi
ol
og
ic
al
 S
ci
en
ce

を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
履
修
コ
ー
ス
を
置
く
。
 

2 
前
項
の
履
修
コ
ー
ス
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(航
空
機
シ
ス
テ
ム
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
) 

第
4
条
の

4 
研
究
科
の
工
学
専
攻
に
，
航
空
機
シ
ス
テ
ム
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
履
修
コ
ー
ス
を
置

く
。
 

2 
前
項
の
履
修
コ
ー
ス
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(コ
ー
ス
) 

(ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
) 

第
4
条
の

5 
研
究
科
の
農
学
専
攻
に
，
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
履
修

コ
ー
ス
を
置
く
。
 

2 
前
項
の
履
修
コ
ー
ス
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

第
5
条
 
削
除
 

(研
究
科
長
，
副
研
究
科
長
，
専
攻
長
及
び
分
野
長
) 

第
6
条
 
研
究
科
に
研
究
科
長
を
置
き
，
理
学
系
長
，
工
学
系
長
，
農
学
系
長
又
は
繊
維
学
系
長
を
も
っ
て
充
て
る
。
 

2 
研
究
科
に
，
研
究
科
長
を
補
佐
す
る
た
め
副
研
究
科
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

3 
専
攻
及
び
分
野
に
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

4 
前

3
項
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(研
究
科
委
員
会
) 

第
7
条
 
研
究
科
に
，
大
学
院
学
則
第

11
条
第

1
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
研
究
科
長
，
副
研
究
科
長
及
び
研
究
科
に
属

す
る
教
授
で
構
成
す
る
信
州
大
学
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
委
員
会
(以

下
「
研
究
科
委
員
会
」
と
い
う
。
)を

置
く
。
 

2 
研
究
科
委
員
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(教
員
組
織
) 

第
8
条
 
研
究
科
の
教
員
組
織
は
，
研
究
科
委
員
会
の
議
を
経
て
別
に
定
め
る
。
 

(授
業
科
目
及
び
単
位
数
) 

第
9
条
 
研
究
科
の
授
業
科
目
及
び
単
位
数
は
，
別
表
第

2
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(単
位
の
計
算
方
法
) 

第
10

条
 
授
業
科
目
の
単
位
の
計
算
方
法
は
，
1
単
位
の
授
業
科
目
を

45
時
間
の
学
修
を
必
要
と
す
る
内
容
を
も
っ
て
構
成

す
る
こ
と
を
標
準
と
し
，
授
業
の
方
法
に
応
じ
，
そ
の
授
業
に
よ
る
教
育
効
果
，
授
業
時
間
外
に
必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し

て
，
次
の
基
準
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
 

(1
) 

講
義
に
つ
い
て
は
，
15

時
間
の
授
業
を
も
っ
て

1
単
位
と
す
る
。
 

(2
) 

演
習
に
つ
い
て
は
，
15

時
間
か
ら

30
時
間
ま
で
の
範
囲
の
時
間
の
授
業
を
も
っ
て

1
単
位
と
す
る
。
 

(3
) 

実
験
，
実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
，
30

時
間
か
ら

45
時
間
ま
で
の
範
囲
の
時
間
の
授
業
を
も
っ
て

1
単
位
と
す

る
。
 

2 
一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
，
講
義
，
演
習
，
実
験
，
実
習
又
は
実
技
の
う
ち

2
以
上
の
方
法
の
併
用
に
よ
り
行
う
場
合
の
単

位
数
を
計
算
す
る
に
当
た
っ
て
は
，
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
応
じ
，
前
項
各
号
に
規
定
す
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
時
間
の
授

業
を
も
っ
て

1
単
位
と
す
る
。
 

3 
前

2
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
特
別
研
究
に
つ
い
て
は
，
こ
れ
に
必
要
な
学
修
等
の
成
果
を
考
慮
し
て
，
単
位
数
を
定
め

る
。
 

(履
修
方
法
等
) 

第
11

条
 
研
究
科
の
教
育
は
，
授
業
科
目
の
授
業
及
び
学
位
論
文
の
作
成
等
に
対
す
る
指
導
(以

下
「
研
究
指
導
」
と
い
う
。
)

に
よ
っ
て
行
う
。
 

2 
学
生
は
，
授
業
科
目
を
履
修
し
，
30

単
位
以
上
を
修
得
す
る
も
の
と
し
，
履
修
方
法
は
別
に
定
め
る
。
 

3 
学
生
は
，
大
学
院
学
則
第

8
条
第

2
項
に
定
め
る
研
究
指
導
を
担
当
す
る
教
授
，
准
教
授
，
講
師
又
は
助
教
(以

下
「
指
導

教
員
」
と
い
う
。
)が

特
に
必
要
と
認
め
た
と
き
は
，
理
学
部
，
医
学
部
，
工
学
部
，
農
学
部
又
は
繊
維
学
部
の
授
業
科
目

を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
，
そ
の
単
位
は
，
前
項
に
規
定
す
る
単
位
に
算
入
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

（
単
位
の
授
与
）
 

第
11

条
の

2 
単
位
の
授
与
は
，
大
学
院
学
則
第

32
条
の
規
定
に
基
づ
き
行
う
も
の
と
す
る
。
 

（
成
績
の
評
価
）
 

第
11

条
の

3 
成
績
の
評
価
は
，
大
学
院
学
則
第

33
条
の
規
定
に
基
づ
き
行
う
も
の
と
す
る
。
 

(他
の
研
究
科
の
授
業
科
目
の
履
修
等
) 
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第
12

条
 
学
生
が
大
学
院
学
則
第

34
条
第

1
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
信
州
大
学
大
学
院
の
他
の
研
究
科
に
お
い
て
授

業
科
目
の
履
修
を
希
望
し
，
又
は
特
定
の
課
題
に
つ
い
て
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
る
と
き
は
，
指
導
教
員
を
経
て
研
究
科

長
に
願
い
出
て
，
許
可
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
 

(他
の
大
学
院
及
び
外
国
の
大
学
院
等
の
授
業
科
目
の
履
修
) 

第
13

条
 
学
生
が
大
学
院
学
則
第

35
条
第

1
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
他
の
大
学
院
の
授
業
科
目
の
履
修
を
希
望
す
る
と
き

は
，
指
導
教
員
を
経
て
研
究
科
長
に
願
い
出
て
，
許
可
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
 

2 
前
条
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得
し
た
単
位
は
，
合
わ
せ
て

15
単
位
を
超
え
な
い
範
囲

で
，
研
究
科
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
。
 

3 
前
項
の
規
定
は
，
学
生
が
大
学
院
学
則
第

35
条
第

3
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
休
学
に
よ
り
外
国
の
大
学
院
(こ

れ
に
相
当
す

る
教
育
研
究
機
関
を
含
む
。
以
下
「
外
国
の
大
学
院
等
」
と
い
う
。
)に

お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得
し
た

単
位
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
 

4 
前

2
項
，
第

13
条
の

2
及
び
第

20
条
第

1
項
の
規
定
に
よ
り
研
究
科
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
は
，
合

わ
せ
て

15
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
 

 
（
大
学
院
が
編
成
す
る
特
別
の
課
程
に
お
け
る
学
修
）
 

第
13

条
の

2 
学
生
が
大
学
院
学
則
第

35
条
の

2
の
規
定
に
基
づ
き
，
大
学
院
が
編
成
す
る
特
別
の
課
程
に
お
け
る
学
修
に
よ

り
修
得
し
た
単
位
に
つ
い
て
は
，
前
条
第

2
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
 

(他
の
大
学
院
等
に
お
け
る
研
究
指
導
) 

第
14

条
 
学
生
が
大
学
院
学
則
第

36
条
第

1
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
他
の
大
学
院
又
は
研
究
所
等
に
お
い
て
特
定
の
課
題
に

つ
い
て
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
る
と
き
は
，
指
導
教
員
を
経
て
研
究
科
長
に
願
い
出
て
，
許
可
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
 

2 
前
項
の
研
究
指
導
を
受
け
る
期
間
は
，
1
年
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
 

(入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
取
扱
い
) 

第
15

条
 
大
学
院
学
則
第

37
条
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
に
つ
い
て
は
，
研
究
科
委
員
会
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
，
こ
れ
を
行
う
。
 

2 
前
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
は
，
編
入
学
等
の
場
合
を
除
き
，
研
究
科
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
以

外
の
も
の
に
つ
い
て
，
15

単
位
ま
で
と
す
る
。
 

3 
第

1
項
の
規
定
に
よ
り
単
位
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
，
所
定
の
様
式
に
よ
り
，
研
究
科
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

第
15

条
の

2 
第

13
条
第

4
項
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
研
究
科
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
は
，
合
わ
せ
て

20
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
 

(長
期
に
わ
た
る
教
育
課
程
の
履
修
) 

第
16

条
 
大
学
院
学
則
第

38
条
に
規
定
す
る
学
生
が
職
業
を
有
し
て
い
る
等
の
事
情
に
よ
る
長
期
に
わ
た
る
教
育
課
程
の
履

修
に
つ
い
て
は
，
研
究
科
委
員
会
に
お
い
て
定
め
る
。
 

(学
位
論
文
の
提
出
等
) 

第
17

条
 
学
位
論
文
(大

学
院
学
則
第

40
条
に
規
定
す
る
特
定
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
の
成
果
を
含
む
。
)の

提
出
等
に
関

し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(学
位
の
授
与
) 

第
18

条
 
研
究
科
を
修
了
し
た
者
に
は
，
修
士
の
学
位
を
授
与
す
る
。
 

2 
修
士
に
付
記
す
る
専
攻
分
野
の
名
称
は
，
信
州
大
学
学
位
規
程
第

2
条
第

2
項
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(入
学
者
の
選
抜
) 

第
19

条
 
入
学
志
願
者
に
対
し
て
は
，
学
力
試
験
を
行
い
，
こ
れ
に
出
身
大
学
長
等
の
提
出
す
る
成
績
証
明
書
の
成
績
等
を
総

合
し
，
選
考
の
上
，
入
学
の
許
可
を
学
長
に
申
請
す
る
。
 

2 
前
項
の
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(留
学
) 

第
20

条
 
学
生
が
大
学
院
学
則
第

52
条
第

1
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
外
国
の
大
学
院
等
へ
留
学
す
る
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
，
第

13
条
第

1
項
及
び
第

2
項
並
び
に
第

14
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
 

2 
学
生
が
大
学
院
学
則
第

52
条
第

1
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
外
国
の
大
学
院
等
へ
留
学
す
る
場
合
の
留
学
期
間
は
，
1
年
を

超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
，
本
学
と
外
国
の
大
学
院
等
と
の
間
に
お
け
る
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
等
(ダ

ブ
ル
・
デ

ィ
グ
リ
ー
，
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
い
う
。
)に

関
す
る
協
定
に
基
づ
き
留
学
す
る

場
合
は
，
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

3 
前
項
に
規
定
す
る
留
学
期
間
は
，
在
学
期
間
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(教
育
方
法
の
特
例
) 

第
21

条
 
研
究
科
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
，
授
業
及
び
研
究
指
導
を
夜
間
そ
の
他
特
定
の
時
間
又
は
時
期
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
 

2 
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
，
教
育
方
法
の
特
例
に
関
す
る
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(科
目
等
履
修
生
) 

第
22

条
 
大
学
院
学
則
第

57
条
に
定
め
る
科
目
等
履
修
生
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(研
究
生
) 

第
23

条
 
大
学
院
学
則
第

64
条
に
定
め
る
研
究
生
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(聴
講
生
) 

第
24

条
 
大
学
院
学
則
第

69
条
に
定
め
る
聴
講
生
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(特
別
聴
講
学
生
) 

第
25

条
 
大
学
院
学
則
第

75
条
に
定
め
る
特
別
聴
講
学
生
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(特
別
研
究
学
生
) 

第
26

条
 
大
学
院
学
則
第

76
条
に
定
め
る
特
別
研
究
学
生
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
，
別
に
定
め
る
。
 

(教
員
の
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
の
取
得
) 

第
27

条
 
中
学
校
教
諭
又
は
高
等
学
校
教
諭
の
一
種
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
を
有
す
る
者
で
，
当
該
免
許
状
に
係
る
大
学
院

学
則
第

47
条
第

2
項
に
定
め
る
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
は
，
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和

24
年

法
律
第

14
7
号
）
に
定
め
る
所
定
の
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(雑
則
) 

第
28

条
 
こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
研
究
科
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
研
究
科
委
員
会
の
議
を
経
て
別
に
定
め
る
。
 

附
 
則
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1 
こ
の
規
程
は
，
平
成

28
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
改
正
前
の
信
州
大
学
大
学
院
理
工
学
系
研
究
科
規
程
(平

成
24

年
信
州
大
学
規
程
第

18
6
号
)は

，
平
成

28
年

3
月

31
日
に

信
州
大
学
大
学
院
理
工
学
系
研
究
科
に
在
学
す
る
者
に
対
し
て
，
こ
の
規
程
の
施
行
後
も
，
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
29

年
3
月

17
日
平
成

28
年
度
規
程
第

88
号
) 

こ
の
規
程
は
，
平
成

29
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
(平

成
30

年
3
月

20
日
平
成

29
年
度
規
程
第

11
4
号
) 

1 
こ
の
規
程
は
，
平
成

30
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
平
成

30
年

3
月

31
日
に
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
，
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。
た
だ
し
，
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
第

4
条
及
び
第

4
条
の

2
を
加
え
る
規
定
，
別
表
第

2
研
究
科
共
通
科
目

の
表
中
，
研
究
科
共
通
科
目
欄
に
山
岳
科
学
教
育
科
目
群
及
び
山
岳
科
学
に
関
す
る
科
目
群
を
加
え
る
規
定
，
理
学
専
攻
の

表
中
，
学
外
特
別
講
義
及
び
根
圏
生
態
学
を
加
え
る
規
定
並
び
に
工
学
専
攻
の
表
中
，
航
空
機
力
学
特
論
Ⅰ
，
航
空
機
力
学

特
論
Ⅱ
，
航
空
機
設
計
特
論
，
航
空
機
セ
ン
サ
特
論
，
構
造
強
度
・
振
動
学
特
論
，
航
空
機
電
気
力
学
シ
ス
テ
ム
特
論
，
交

通
イ
ン
フ
ラ
安
全
工
学
，
航
空
機
力
学
・
設
計
演
習
Ⅰ
，
航
空
機
力
学
・
設
計
演
習
Ⅱ
，
航
空
機
力
学
・
設
計
特
別
実
験

Ⅰ
，
航
空
機
力
学
・
設
計
特
別
実
験
Ⅱ
，
航
空
機
電
気
機
械
応
用
演
習
Ⅰ
，
航
空
機
電
気
機
械
応
用
演
習
Ⅱ
，
航
空
機
電
気

機
械
応
用
特
別
実
験
Ⅰ
及
び
航
空
機
電
気
機
械
応
用
特
別
実
験
Ⅱ
を
加
え
る
規
定
に
つ
い
て
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

附
 
則
(平

成
31

年
2
月

21
日
平
成

30
年
度
規
程
第

71
号
) 

1 
こ
の
規
程
は
，
平
成

31
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
平
成

31
年

3
月

31
日
に
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
，
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。
 

3 
施
行
日
前
ま
で
に
，
改
正
前
の
規
定
に
よ
り
，
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科

目
を
履
修
し
，
か
つ
，
施
行
日
以
後
に
本
研
究
科
に
入
学
し
た
学
生
に
つ
い
て
は
，
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
 

附
 
則
(平

成
31

年
3
月

22
日
平
成

30
年
度
規
程
第

85
号
) 

1 
こ
の
規
程
は
，
平
成

31
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
平
成

31
年

3
月

31
日
に
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
，
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。
 

附
 
則
(令

和
元
年

7
月

18
日
令
和
元
年
度
規
程
第

35
号
) 

こ
の
規
程
は
，
令
和
元
年

8
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
，
先
鋭
領
域
融
合
研
究
群
に
係
る
改
正
規
定
に
つ
い
て
は
，

平
成

31
年

4
月

1
日
か
ら
適
用
す
る
。
 

附
 
則
(令

和
2
年

3
月

19
日
令
和
元
年
度
規
程
第

19
2
号
) 

1 
こ
の
規
程
は
，
令
和

2
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
令
和

2
年

3
月

31
日
に
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
，
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。
た
だ
し
，
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
第

2
生
命
医
工
学
専
攻
の
表
中
，
工
学
基
礎
及
び
生
物
学
基
礎
を
加

え
る
規
定
に
つ
い
て
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

附
 
則
(令

和
3
年

3
月

17
日
令
和

2
年
度
規
程
第

12
9
号
) 

1 
こ
の
規
程
は
，
令
和

3
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
令
和

3
年

3
月

31
日
に
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
，
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。
 

附
 
則
(令

和
4
年

3
月

16
日
令
和

3
年
度
規
程
第

11
4
号
) 

1 
こ
の
規
程
は
，
令
和

4
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
令
和

4
年

3
月

31
日
に
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
，
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
別

表
第

2
理
学
専
攻
の
表
中
，
有
機
物
理
化
学
を
加
え
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

附
 
則
 

1 
こ
の
規
程
は
，
令
和

5
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

2 
令
和

5
年

3
月

31
日
に
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
，
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。
た
だ
し
，
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
第

11
条
の

2，
第

11
条
の

3
及
び
別
表
第

2
理
学
専
攻
の
表
中
，
光
物

理
学
を
加
え
る
規
定
に
つ
い
て
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

別
表
第

1(
第

2
条
関
係
) 

専
攻
 

分
野
 

理
学
専
攻
 

数
学
分
野
 

理
科
学
分
野
 

工
学
専
攻
 

物
質
化
学
分
野
 

電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
分
野

水
環
境
・
土
木
工
学
分
野
 

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
分
野
 

建
築
学
分
野
 

繊
維
学
専
攻
 

先
進
繊
維
・
感
性
工
学
分
野
 

機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学
分
野
 

化
学
・
材
料
分
野
 

応
用
生
物
科
学
分
野
 

農
学
専
攻
 

先
端
生
命
科
学
分
野
 

食
品
生
命
科
学
分
野
 

生
物
資
源
科
学
分
野
 

環
境
共
生
学
分
野
 

生
命
医
工
学
専
攻

生
命
工
学
分
野
 

生
体
医
工
学
分
野
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別
表
第

2(
第

9
条
関
係
) 

研
究
科
共
通
科
目
 

科
目
区
分
 

授
業
科
目
 

単
位
 

研
究
科
共
通
科
目
 

MO
T
特
論
 

2 

産
学
連
携
特
別
講
義
 

2 

国
際
連
携
特
別
講
義

I 
1 

国
際
連
携
特
別
講
義
Ⅱ
 

1 

科
学
英
語
 

2 

大
学
院
と
社
会
 

2 

臨
床
医
学
概
論
 

2 

研
究
者
倫
理
特
別
講
義
 

2 

科
学
技
術
政
策
特
論
 

2 

大
学
発
技
術
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
実
践
論
 
2 

 山
岳
科
学
教
育
科
目
 

山
岳
科
学
概
論

A 
1 

山
岳
科
学
概
論

B 
1 

山
岳
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習

A 
1 

山
岳
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習

B 
1 

山
岳
科
学
に
関
す
る
科
目

山
岳
科
学
連
携
講
義
Ⅰ
 

1 

山
岳
科
学
連
携
講
義
Ⅱ
 

1 

山
岳
科
学
連
携
講
義
Ⅲ
 

1 

山
岳
科
学
連
携
講
義
Ⅳ
 

1 

山
岳
科
学
連
携
講
義
Ⅴ
 

1 

山
岳
科
学
連
携
講
義
Ⅵ
 

1 

山
岳
科
学
連
携
演
習
Ⅰ
 

1 

山
岳
科
学
連
携
演
習
Ⅱ
 

1 

山
岳
科
学
連
携
演
習
Ⅲ
 

1 

山
岳
科
学
連
携
演
習
Ⅳ
 

1 

山
岳
科
学
連
携
演
習
Ⅴ
 

1 

山
岳
科
学
連
携
演
習
Ⅵ
 

1 

理
学
専
攻
 

理
学
専
攻
 

科
目
区
分
 

授
業
科
目
 

単
位

専
攻
共
通
科
目
 

先
端
科
学
特
別
講
義

A 
2 

先
端
科
学
特
別
講
義

B 
2 

数
学
分
野
 

群
論
と
対
称
性
 

2 

多
元
環
論
 

2 

代
数
的
ト
ポ
ロ
ジ
ー
 

2 

微
分
ト
ポ
ロ
ジ
ー
 

2 

偏
微
分
方
程
式
論
 

2 

数
理
現
象
学
 

2 

確
率
解
析
学
 

2

代
数
学
特
論
 

2

幾
何
学
特
論
 

2

解
析
学
特
論
 

2

数
理
科
学
特
論
 

2

先
端
代
数
学
Ⅰ
 

2

先
端
幾
何
学
Ⅰ
 

2

先
端
解
析
学
Ⅰ
 

2

先
端
数
理
科
学
Ⅰ
 

2

先
端
代
数
学
Ⅱ
 

2

先
端
幾
何
学
Ⅱ
 

2

先
端
解
析
学
Ⅱ
 

2

先
端
数
理
科
学
Ⅱ
 

2

代
数
学
演
習
Ⅰ
 

4

幾
何
学
演
習
Ⅰ
 

4

解
析
学
演
習
Ⅰ
 

4

数
理
科
学
演
習
Ⅰ
 

4

代
数
学
演
習
Ⅱ
 

4

幾
何
学
演
習
Ⅱ
 

4

解
析
学
演
習
Ⅱ
 

4

数
理
科
学
演
習
Ⅱ
 

4

特
別
研
究
 

4

実
務
体
験
実
習
 

2

学
外
特
別
講
義
 

2

理
科
学
分
野

物
理
学
ユ
ニ
ッ
ト
 

磁
性
物
質
論
 

2

固
体
物
性
物
理
学
 

2

磁
気
共
鳴
論
 

2

統
計
物
理
学
 

2

光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
 

2

光
物
性
物
理
学
演
習
Ⅰ
 

4

光
物
性
物
理
学
演
習
Ⅱ
 

4

物
性
物
理
学
演
習
Ⅰ
 

4

物
性
物
理
学
演
習
Ⅱ
 

4

磁
性
物
理
学
演
習
Ⅰ
 

4

磁
性
物
理
学
演
習
Ⅱ
 

4

宇
宙
線
物
理
学
 

2

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
験
 

2

物
理
と
対
称
性
 

2

場
の
理
論
Ⅰ
 

2

場
の
理
論
Ⅱ
 

2

宇
宙
放
射
線
計
測
学
 

2

光
物
理
学
 

2

観
測
天
文
学
演
習
Ⅰ
 

4
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観
測
天
文
学
演
習
Ⅱ
 

4 

宇
宙
線
物
理
学
演
習
Ⅰ
 

4 

宇
宙
線
物
理
学
演
習
Ⅱ
 

4 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
演
習
Ⅰ
 
4 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
演
習
Ⅱ
 
4 

素
粒
子
物
理
学
演
習
Ⅰ
 

4 

素
粒
子
物
理
学
演
習
Ⅱ
 

4 

実
務
体
験
実
習
 

2 

学
外
特
別
講
義
 

2 

化
学
ユ
ニ
ッ
ト
 

計
測
化
学
特
論
 

2 

電
気
化
学
 

2 

量
子
化
学
 

2 

化
学
計
測
学
 

2 

分
光
化
学
 

2 

反
応
有
機
化
学
演
習
Ⅰ
 

4 

反
応
有
機
化
学
演
習
Ⅱ
 

4 

物
性
物
理
化
学
演
習
Ⅰ
 

4 

物
性
物
理
化
学
演
習
Ⅱ
 

4 

分
子
反
応
化
学
 

2 

界
面
物
性
科
学
 

2 

分
子
合
成
化
学
 

2 

複
素
環
化
学
 

2 

超
分
子
化
学
 

2 

有
機
物
理
化
学
 

2 

構
造
無
機
化
学
演
習
Ⅰ
 

4 

構
造
無
機
化
学
演
習
Ⅱ
 

4 

計
測
分
離
化
学
演
習
Ⅰ
 

4 

計
測
分
離
化
学
演
習
Ⅱ
 

4 

実
務
体
験
実
習
 

2 

学
外
特
別
講
義
 

2 

地
球
学
ユ
ニ
ッ
ト
 

古
環
境
復
元
論
 

2 

古
環
境
変
動
論
 

2 

シ
ー
ケ
ン
ス
層
序
学
 

2 

変
形
構
造
解
析
論
 

2 

地
層
科
学
演
習
Ⅰ
 

4 

地
層
科
学
演
習
Ⅱ
 

4 

変
成
岩
解
析
論
 

2 

鉱
物
学
特
論
 

2 

自
然
災
害
科
学
 

2

岩
石
磁
気
学
 

2

鳥
類
生
態
学
 

2

地
球
物
質
科
学
演
習
Ⅰ
 

4

地
球
物
質
科
学
演
習
Ⅱ
 

4

実
務
体
験
実
習
 

2

学
外
特
別
講
義
 

2

生
物
学
ユ
ニ
ッ
ト
 

発
生
学
 

2

遺
伝
子
情
報
学
 

2

情
報
生
理
学
 

2

生
体
生
物
学
演
習
Ⅰ
 

4

生
体
生
物
学
演
習
Ⅱ
 

4

植
物
進
化
学
 

2

進
化
生
態
学
 

2

系
統
発
生
学
 

2

植
物
病
理
学
 

2

鳥
類
生
態
学
 

2

進
化
生
物
学
演
習
Ⅰ
 

4

進
化
生
物
学
演
習
Ⅱ
 

4

実
務
体
験
実
習
 

2

学
外
特
別
講
義
 

2

物
質
循
環
学
ユ
ニ
ッ
ト

環
境
計
測
学
 

2

堆
積
学
特
論
 

2

大
気
陸
面
相
互
作
用
論
 

2

地
球
シ
ス
テ
ム
解
析
演
習
Ⅰ
 

4

地
球
シ
ス
テ
ム
解
析
演
習
Ⅱ
 

4

地
域
環
境
学
 

2

水
生
生
物
生
態
学
 

2

化
学
生
態
学
 

2

集
水
域
シ
ス
テ
ム
論
 

2

鳥
類
生
態
学
 

2

生
態
シ
ス
テ
ム
解
析
演
習
Ⅰ
 

4

生
態
シ
ス
テ
ム
解
析
演
習
Ⅱ
 

4

実
務
体
験
実
習
 

2

根
圏
生
態
学
 

2

学
外
特
別
講
義
 

2

分
野
共
通
 

特
別
研
究
 

6

工
学
専
攻
 

－61－



工
学
専
攻
 

科
目
区
分
 

授
業
科
目
 

単 位

専
攻
共
通
科
目
 

実
験
的
工
学
手
法
 

2

経
営
者
か
ら
学
ぶ
技
術
経
営

A 
1

経
営
者
か
ら
学
ぶ
技
術
経
営

B 
1

物
質
化
学
分
野
 

先
進
材
料
工
学
ユ
ニ
ッ
ト
 

無
機
材
料
工
学
特
論
 

2

無
機
材
料
工
学
演
習
 

2

無
機
材
料
工
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

2

無
機
材
料
工
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

2

無
機
材
料
化
学
特
論
 

2

無
機
材
料
化
学
演
習
 

2

無
機
材
料
化
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

2

無
機
材
料
化
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

2

材
料
表
面
工
学
 

2

電
気
化
学
演
習
 

2

電
気
化
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

2

電
気
化
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

2

機
器
分
析
化
学
特
論
 

2

機
器
分
析
化
学
演
習
 

2

機
器
分
析
化
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

2

機
器
分
析
化
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

2

先
進
材
料
化
学
特
論
 

2

先
進
材
料
化
学
演
習
 

2

先
進
材
料
化
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

2

先
進
材
料
化
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

2

光
化
学
特
論
 

2

光
化
学
演
習
 

2

光
化
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

2

光
化
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

2

機
能
物
質
化
学
特
論
 

2

機
能
物
質
化
学
演
習
 

2

機
能
物
質
化
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

2

機
能
物
質
化
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

2

分
子
工
学
ユ
ニ
ッ
ト
 

有
機
合
成
化
学
特
論
 

2

分
子
集
合
体
化
学
特
論
 

2

有
機
合
成
化
学
演
習
 

2

分
子
集
合
体
化
学
演
習
 

2

有
機
合
成
化
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

2

有
機
合
成
化
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

2

分
子
集
合
体
化
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

2

分
子
集
合
体
化
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

2

コ
ロ
イ
ド
・
界
面
科
学
特
論
 

2

コ
ロ
イ
ド
・
界
面
科
学
演
習
 

2 

コ
ロ
イ
ド
・
界
面
科
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

2 

コ
ロ
イ
ド
・
界
面
科
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

2 

触
媒
設
計
論
 

2 

触
媒
設
計
演
習
 

2 

触
媒
設
計
特
別
実
験
Ⅰ
 

2 

触
媒
設
計
特
別
実
験
Ⅱ
 

2 

高
速
化
学
反
応
論
 

2 

高
速
化
学
反
応
演
習
 

2 

高
速
化
学
反
応
特
別
実
験
Ⅰ
 

2 

高
速
化
学
反
応
特
別
実
験
Ⅱ
 

2 

精
密
合
成
化
学
特
論
 

2 

精
密
合
成
化
学
演
習
 

2 

精
密
合
成
化
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

2 

精
密
合
成
化
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

2 

バ
イ
オ
・
プ
ロ
セ
ス
工
学
ユ
ニ
ッ

ト
 

生
物
化
学
特
論
 

2 

分
子
生
物
学
特
論
 

2 

応
用
生
物
学
特
論
 

2 

バ
イ
オ
・
プ
ロ
セ
ス
工
学
演
習
Ⅰ
 

2 

バ
イ
オ
・
プ
ロ
セ
ス
工
学
演
習
Ⅱ
 

2 

バ
イ
オ
・
プ
ロ
セ
ス
工
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

4 

バ
イ
オ
・
プ
ロ
セ
ス
工
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

4 

機
能
性
食
品
特
別
講
義
 

1 

分
野
共
通
 

学
外
特
別
講
義
 

2 

学
外
特
別
実
習
Ⅰ
 

2 

学
外
特
別
実
習
Ⅱ
 

2 

(研
究
指
導
) 

 
 

電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
分

野
 

電
気
電
子
ユ
ニ
ッ
ト
 

CM
OS

ア
ナ
ロ
グ
集
積
回
路
設
計
特
論
 

2 

電
子
材
料
特
論
 

2 

電
子
材
料
演
習
Ⅰ
 

2 

CM
OS

ア
ナ
ロ
グ
集
積
回
路
設
計
演
習
Ⅰ
 

2 

結
晶
成
長
演
習
Ⅰ
 

2 

電
子
材
料
特
別
実
験
 

4 

CM
OS

ア
ナ
ロ
グ
集
積
回
路
設
計
特
別
実
験
 

4 

結
晶
成
長
特
別
実
験
 

4 

強
誘
電
体
材
料
特
論
 

2 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
高
周
波
デ
バ
イ
ス
特
論
 

2 

光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
特
論
 

2 

結
晶
成
長
特
論
 

2 
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強
誘
電
体
材
料
演
習
Ⅰ
 

2

光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
演
習
Ⅰ
 

2

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
高
周
波
デ
バ
イ
ス
演
習
Ⅰ
 

2

強
誘
電
体
材
料
特
別
実
験
 

4

光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
特
別
実
験
 

4

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
高
周
波
デ
バ
イ
ス
特
別
実
験
 

4

環
境
磁
界
発
電
特
論
 

2

磁
気
回
路
特
論
 

2

環
境
磁
界
発
電
演
習
Ⅰ
 

2

環
境
磁
界
発
電
特
別
実
験
 

4

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学
特
論
 

2

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学
演
習
Ⅰ
 

2

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学
特
別
実
験
 

4

電
気
電
子
工
学
特
論
 

2

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学
特
論
 

2

モ
バ
イ
ル
制
御
特
論
 

2

航
空
宇
宙
工
学
特
論
 

2

光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
演
習
Ⅱ
 

2

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学
演
習
Ⅱ
 

2

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
高
周
波
デ
バ
イ
ス
演
習
Ⅱ
 

2

結
晶
成
長
演
習
Ⅱ
 

2

環
境
磁
界
発
電
演
習
Ⅱ
 

2

電
子
材
料
演
習
Ⅱ
 

2

強
誘
電
体
材
料
演
習
Ⅱ
 

2

CM
OS

ア
ナ
ロ
グ
集
積
回
路
設
計
演
習
Ⅱ
 

2

光
電
変
換
デ
バ
イ
ス
特
論
 

2

光
電
変
換
デ
バ
イ
ス
演
習
Ⅰ
 

2

光
電
変
換
デ
バ
イ
ス
演
習
Ⅱ
 

2

光
電
変
換
デ
バ
イ
ス
特
別
実
験
 

4

電
子
物
性
特
論
 

2

電
子
物
性
演
習
Ⅰ
 

2

電
子
物
性
演
習
Ⅱ
 

2

電
子
物
性
特
別
実
験
 

4

信
頼
性
工
学
 

2

電
磁
気
応
用
工
学
特
論
 

2

電
磁
気
応
用
工
学
演
習
Ⅰ
 

2

電
磁
気
応
用
工
学
演
習
Ⅱ
 

2

電
磁
気
応
用
工
学
特
別
実
験
 

4

通
信
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ
ッ
ト
 

無
線
信
号
処
理
特
論
 

2 

無
線
通
信
シ
ス
テ
ム
特
論
 

2 

情
報
処
理
特
論
 

2 

情
報
理
論
特
論
 

2 

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
特
論
 

2 

無
線
通
信
シ
ス
テ
ム
演
習
Ⅰ
 

2 

無
線
信
号
処
理
演
習
Ⅰ
 

2 

情
報
処
理
演
習
Ⅰ
 

2 

情
報
理
論
演
習
Ⅰ
 

2 

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
演
習
Ⅰ
 

2 

無
線
通
信
シ
ス
テ
ム
特
別
実
験
 

4 

無
線
信
号
処
理
特
別
実
験
 

4 

情
報
処
理
特
別
実
験
 

4 

情
報
理
論
特
別
実
験
 

4 

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
特
別
実
験
 

4 

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
演
習
Ⅱ
 

2 

無
線
信
号
処
理
演
習
Ⅱ
 

2 

無
線
通
信
シ
ス
テ
ム
演
習
Ⅱ
 

2 

情
報
処
理
演
習
Ⅱ
 

2 

情
報
理
論
演
習
Ⅱ
 

2 

情
報
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ
ッ
ト
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
解
析
特
論
 

2 

最
適
化
算
法
特
論
 

2 

並
列
分
散
シ
ス
テ
ム
演
習
Ⅰ
 

2 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
解
析
演
習
Ⅰ
 

2 

並
列
分
散
シ
ス
テ
ム
演
習
Ⅱ
 

2 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
解
析
演
習
Ⅱ
 

2 

並
列
分
散
シ
ス
テ
ム
特
別
実
験
 

4 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
解
析
特
別
実
験
 

4 

モ
デ
ル
駆
動
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
特
別
実
験
 

4 

知
能
情
報
特
論
 

2 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
学
特
論
 

2 

知
能
情
報
演
習
Ⅰ
 

2 

知
能
情
報
演
習
Ⅱ
 

2 

集
積
回
路
設
計
演
習
Ⅰ
 

2 

知
能
情
報
特
別
実
験
 

4 

応
用
情
報
工
学
特
別
実
験
 

4 

最
適
化
算
法
特
別
実
験
 

4 

集
積
回
路
設
計
特
別
実
験
 

4 
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ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
特
論
 

2

集
積
回
路
設
計
特
論
 

2

ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
演
習
Ⅰ
 

2

符
号
化
技
術
演
習
Ⅰ
 

2

ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
演
習
Ⅱ
 

2

符
号
化
技
術
演
習
Ⅱ
 

2

集
積
回
路
設
計
演
習
Ⅱ
 

2

ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
特
別
実
験
 

4

符
号
化
技
術
特
別
実
験
 

4

画
像
・
信
号
処
理
特
論
 

2

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
学
特
論
 

2

生
体
情
報
計
測
特
論
 

2

応
用
情
報
工
学
特
論
 

2

知
識
工
学
演
習
Ⅰ
 

2

知
識
工
学
演
習
Ⅱ
 

2

知
識
工
学
特
別
実
験
 

4

生
体
情
報
計
測
特
別
実
験
 

4

物
理
計
測
技
術
特
別
実
験
 

4

符
号
化
技
術
特
論
 

2

知
識
工
学
特
論
 

2

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
学
演
習
Ⅰ
 

2

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
学
演
習
Ⅱ
 

2

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
学
特
別
実
験
 

4

並
列
分
散
シ
ス
テ
ム
特
論
 

2

生
体
信
号
処
理
特
論
 

2

生
体
信
号
処
理
演
習
Ⅰ
 

2

生
体
信
号
処
理
演
習
Ⅱ
 

2

生
体
信
号
処
理
特
別
実
験
 

4

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
学
演
習
Ⅰ
 

2

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
学
演
習
Ⅱ
 

2

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
学
特
別
実
験
 

4

モ
デ
ル
駆
動
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
演
習
Ⅰ
 

2

モ
デ
ル
駆
動
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
演
習
Ⅱ
 

2

画
像
・
信
号
処
理
演
習
Ⅰ
 

2

画
像
・
信
号
処
理
演
習
Ⅱ
 

2

画
像
・
信
号
処
理
特
別
実
験
 

4

物
理
計
測
技
術
特
論
 

2

物
理
計
測
技
術
演
習
Ⅰ
 

2

物
理
計
測
技
術
演
習
Ⅱ
 

2 

生
体
情
報
計
測
演
習
Ⅰ
 

2 

生
体
情
報
計
測
演
習
Ⅱ
 

2 

最
適
化
算
法
演
習
Ⅰ
 

2 

最
適
化
算
法
演
習
Ⅱ
 

2 

応
用
情
報
工
学
演
習
Ⅰ
 

2 

応
用
情
報
工
学
演
習
Ⅱ
 

2 

モ
デ
ル
駆
動
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
特
論
 

2 

応
用
物
理
演
習
Ⅰ
 

2 

応
用
物
理
演
習
Ⅱ
 

2 

応
用
物
理
特
別
実
験
 

4 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
エ
コ
シ
ス
テ
ム
特
論
 

2 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
エ
コ
シ
ス
テ
ム
演
習
Ⅰ
 

2 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
エ
コ
シ
ス
テ
ム
演
習
Ⅱ
 

2 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
エ
コ
シ
ス
テ
ム
特
別
実
験
 

4 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
特
論
 

2 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
演
習
Ⅰ
 

2 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
演
習
Ⅱ
 

2 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
特
別
実
験
 

4 

分
野
共
通
 

学
外
特
別
講
義
 

2 

学
外
特
別
実
習
Ⅰ
 

2 

学
外
特
別
実
習
Ⅱ
 

2 

(研
究
指
導
) 

 
 

水
環
境
・
土
木
工
学
分
野
 

水
環
境
ユ
ニ
ッ
ト
 

水
処
理
工
学
特
論
 

2 

水
処
理
工
学
演
習
 

4 

水
処
理
工
学
特
別
実
験
 

4 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス
材
料
工
学
特
論
 

2 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス
材
料
工
学
演
習
 

4 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス
材
料
工
学
特
別
実

験
 

4 

水
環
境
化
学
特
論
 

2 

水
環
境
化
学
演
習
 

4 

水
環
境
化
学
特
別
実
験
 

4 

ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
分
離
工
学
特
論
 

2 

ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
分
離
工
学
演
習
 

4 

ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
分
離
工
学
特
別
実
験
 

4 

カ
ー
ボ
ン
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学
特
論
 

2 

カ
ー
ボ
ン
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学
演
習
 

4 

カ
ー
ボ
ン
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学
特
別
実
験
 

4 
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水
環
境
工
学
特
論
 

2

水
環
境
工
学
演
習
 

4

水
環
境
工
学
特
別
実
験
 

4

土
木
ユ
ニ
ッ
ト
 

橋
梁
工
学
特
論
 

2

橋
梁
工
学
演
習
 

4

橋
梁
工
学
特
別
実
験
 

4

地
域
・
交
通
計
画
特
論
 

2

地
域
・
交
通
計
画
演
習
 

4

地
域
・
交
通
計
画
特
別
実
験
 

4

地
盤
環
境
工
学
特
論
 

2

地
盤
環
境
工
学
演
習
 

4

地
盤
環
境
工
学
特
別
実
験
 

4

都
市
計
画
特
論
 

2

都
市
計
画
演
習
 

4

都
市
計
画
特
別
実
験
 

4

分
野
共
通
 

地
盤
防
災
工
学
 

2

地
盤
防
災
演
習
 

4

地
盤
防
災
特
別
実
験
 

4

水
保
全
工
学
特
論
 

2

水
保
全
工
学
演
習
 

4

水
保
全
工
学
特
別
実
験
 

4

計
算
構
造
力
学
 

2

計
算
構
造
力
学
演
習
 

4

計
算
構
造
力
学
特
別
実
験
 

4

河
川
計
画
管
理
特
論
 

2

河
川
計
画
管
理
演
習
 

4

河
川
計
画
管
理
特
別
実
験
 

4

学
外
特
別
講
義
 

2

学
外
特
別
実
習
 

2

(研
究
指
導
) 

 

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
分
野
 

精
密
知
能
機
械
ユ
ニ
ッ
ト
 

シ
ス
テ
ム
制
御
特
論
 

2

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
特
論
 

2

計
測
シ
ス
テ
ム
特
論
 

2

知
能
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
特
論
 

2

精
密
知
能
機
械
演
習
Ⅰ
 

2

精
密
知
能
機
械
演
習
Ⅱ
 

2

精
密
知
能
機
械
特
別
実
験
Ⅰ
 

4

精
密
知
能
機
械
特
別
実
験
Ⅱ
 

4

環
境
機
械
ユ
ニ
ッ
ト
 

材
料
加
工
学
特
論
 

2 

動
的
シ
ス
テ
ム
設
計
特
論
 

2 

塑
性
加
工
学
特
論
 

2 

構
造
物
工
学
特
論
 

2 

固
体
力
学
特
論
 

2 

材
料
環
境
強
度
学
特
論
 

2 

計
算
力
学
特
論
 

2 

最
適
設
計
学
特
論
 

2 

計
算
材
料
科
学
特
論
 

2 

環
境
機
械
演
習
Ⅰ
 

2 

環
境
機
械
演
習
Ⅱ
 

2 

環
境
機
械
特
別
実
験
Ⅰ
 

4 

環
境
機
械
特
別
実
験
Ⅱ
 

4 

機
械
物
理
ユ
ニ
ッ
ト
 

乱
流
輸
送
現
象
特
論
 

2 

熱
流
体
数
値
計
算
法
特
論
 

2 

伝
熱
工
学
特
論
 

2 

流
体
力
学
特
論
 

2 

熱
流
動
解
析
学
特
論
 

2 

数
値
流
体
力
学
特
論
 

2 

機
械
物
理
演
習
Ⅰ
 

2 

機
械
物
理
演
習
Ⅱ
 

2 

機
械
物
理
特
別
実
験
Ⅰ
 

4 

機
械
物
理
特
別
実
験
Ⅱ
 

4 

先
端
材
料
学
特
論
 

2 

精
密
位
置
決
め
技
術
特
論
 

2 

超
精
密
切
削
加
工
学
特
論
 

2 

超
精
密
塑
性
加
工
学
特
論
 

2 

学
外
特
別
講
義
 

2 

学
外
特
別
実
習
 

2 

(研
究
指
導
) 

 
 

建
築
学
分
野
 

 
建
築
学
ユ
ニ
ッ
ト
 

建
築
意
匠
設
計
学
 

2 

建
築
意
匠
設
計
学
演
習
 

4 

建
築
意
匠
設
計
学
実
験
 

4 

建
築
意
匠
設
計
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
 

4 

建
築
保
存
再
生
設
計
学
 

2 

建
築
保
存
再
生
設
計
学
演
習
 

4 

建
築
保
存
再
生
設
計
学
実
験
 

4 

建
築
保
存
再
生
設
計
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
 

4 
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サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
建
築
設
計
学
 

2

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
建
築
設
計
学
演
習
 

4

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
建
築
設
計
学
実
験
 

4

空
間
構
造
設
計
学
 

2

空
間
構
造
設
計
学
演
習
 

4

空
間
構
造
設
計
学
特
別
実
験
 

4

建
築
構
造
設
計
学
Ⅰ
 

2

マ
ト
リ
ク
ス
構
造
解
析
演
習
 

4

マ
ト
リ
ク
ス
構
造
解
析
実
験
 

4

建
築
構
造
設
計
学
Ⅱ
 

2

建
築
構
造
設
計
学
演
習
 

4

建
築
構
造
設
計
学
実
験
 

4

建
築
構
造
設
計
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
 

4

建
築
構
造
設
計
学
Ⅲ
 

2

建
築
設
備
設
計
学
 

2

建
築
設
備
設
計
学
演
習
 

4

建
築
設
備
設
計
学
実
験
 

4

建
築
設
備
設
計
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
 

4

都
市
環
境
設
計
学
 

2

都
市
環
境
設
計
学
演
習
 

4

都
市
環
境
設
計
学
実
験
 

4

都
市
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
 

2

都
市
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
演
習
 

4

都
市
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
実
験
 

4

工
芸
デ
ザ
イ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
 

建
築
環
境
設
計
学
 

2

建
築
環
境
設
計
学
演
習
 

4

建
築
環
境
設
計
学
実
験
 

4

建
築
心
理
学
 

2

建
築
心
理
学
演
習
 

4

建
築
心
理
学
実
験
 

4

建
築
史
学
特
論
 

2

建
築
史
学
演
習
 

4

建
築
史
学
実
験
 

4

分
野
共
通
 

学
外
特
別
講
義
 

2

学
外
特
別
実
習
 

2

(研
究
指
導
) 

 
 

工
学
基
礎
分
野
横
断
ユ
ニ
ッ
ト
 

応
用
数
学
特
論
 

2

応
用
解
析
学
特
論
 

2

数
理
解
析
特
論
 

2 

応
用
関
数
解
析
特
論
 

2 

応
用
数
学
演
習
Ⅰ
 

2 

応
用
数
学
演
習
Ⅱ
 

2 

応
用
数
学
演
習
Ⅲ
 

2 

応
用
数
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

4 

応
用
数
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

4 

応
用
数
学
特
別
実
験
Ⅲ
 

4 

数
理
情
報
学
応
用
特
論
 

2 

数
理
情
報
学
応
用
演
習
Ⅰ
 

2 

数
理
情
報
学
応
用
演
習
Ⅱ
 

2 

数
理
情
報
学
応
用
特
別
実
験
 

4 

応
用
物
理
学
特
論
 

2 

物
理
工
学
特
論
Ⅰ
 

2 

物
理
工
学
特
論
Ⅱ
 

2 

航
空
機
シ
ス
テ
ム
分
野
横
断
ユ
ニ
ッ
ト
 

航
空
機
力
学
特
論
Ⅰ
 

2 

航
空
機
力
学
特
論
Ⅱ
 

2 

航
空
機
設
計
特
論
 

2 

航
空
機
セ
ン
サ
特
論
 

2 

構
造
強
度
・
振
動
学
特
論
 

2 

航
空
機
電
気
力
学
シ
ス
テ
ム
特
論
 

2 

航
空
機
装
備
品
認
証
・
シ
ス
テ
ム
安
全
特
論
Ⅰ
 

2 

航
空
機
装
備
品
認
証
・
シ
ス
テ
ム
安
全
特
論
Ⅱ
 

2 

航
空
機
シ
ス
テ
ム
・
デ
バ
イ
ス
特
論
 

2 

航
空
機
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
演
習
Ⅰ
 

2 

航
空
機
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
演
習
Ⅱ
 

2 

航
空
機
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
実
験
Ⅰ
 

4 

航
空
機
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
実
験
Ⅱ
 

4 

航
空
機
機
械
シ
ス
テ
ム
演
習
Ⅰ
 

2 

航
空
機
機
械
シ
ス
テ
ム
演
習
Ⅱ
 

2 

航
空
機
機
械
シ
ス
テ
ム
特
別
実
験
Ⅰ
 

4 

航
空
機
機
械
シ
ス
テ
ム
特
別
実
験
Ⅱ
 

4 

繊
維
学
専
攻
 

繊
維
学
専
攻
 

科
目
区
分
 

授
業
科
目
 

単
位
 

専
攻
共
通
科
目
 

繊
維
技
術
士
特
論
 

2 

繊
維
基
礎
科
学
 

2 

繊
維
系
資
格
概
論
 

2 

－66－



先
進
繊
維
・
感
性
工
学
分
野

先
進
繊
維
工
学
ユ
ニ
ッ
ト
 

繊
維
材
料
学
特
論
 

2

ヤ
ー
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
特
論
 

2

テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
特
論
 

2

先
進
繊
維
シ
ス
テ
ム
管
理
学
特
論
 

2

イ
ン
テ
リ
ア
工
学
特
論
 

2

先
進
繊
維
計
測
学
特
論
 

2

繊
維
信
号
解
析
学
特
論
 

2

繊
維
文
化
財
学
特
論
 

2

ス
マ
ー
ト
テ
キ
ス
タ
イ
ル
特
論
 

2

先
進
繊
維
工
学
演
習
Ⅰ
 

1

先
進
繊
維
工
学
演
習
Ⅱ
 

1

先
進
繊
維
工
学
演
習
Ⅲ
 

1

先
進
繊
維
工
学
演
習
Ⅳ
 

1

先
進
繊
維
工
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

2

先
進
繊
維
工
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

2

先
進
繊
維
工
学
特
別
実
験
Ⅲ
 

2

先
進
繊
維
工
学
特
別
実
験
Ⅳ
 

2

感
性
工
学
ユ
ニ
ッ
ト
 

製
品
生
理
学
特
論
 

2

感
性
計
測
特
論
 

2

感
性
デ
ザ
イ
ン
特
論
 

2

感
性
情
報
工
学
特
論
 

2

知
能
情
報
学
特
論
 

2

感
性
材
料
学
特
論
 

2

感
性
繊
維
化
学
特
論
 

2

衣
服
工
学
特
論
 

2

身
体
運
動
科
学
特
論
 

2

環
境
人
間
工
学
特
論
 

2

衣
環
境
学
特
論
 

2

感
性
工
学
演
習
Ⅰ
 

1

感
性
工
学
演
習
Ⅱ
 

1

感
性
工
学
演
習
Ⅲ
 

1

感
性
工
学
演
習
Ⅳ
 

1

感
性
工
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

2

感
性
工
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

2

感
性
工
学
特
別
実
験
Ⅲ
 

2

感
性
工
学
特
別
実
験
Ⅳ
 

2

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
 

1

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
 

2

分
野
共
通
 

繊
維
感
性
工
学
特
論
 

2 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
特
論
 

2 

En
gl
is
h 
Pr
es
en
ta
ti
on
 

2 

機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学
分
野
 

ナ
ノ
融
合
材
料
学
特
論
 

2 

複
合
材
料
力
学
特
論
 

2 

振
動
解
析
学
特
論
 

2 

熱
流
体
工
学
特
論
 

2 

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
特
論
 

2 

非
線
形
制
御
特
論
 

2 

計
算
製
造
工
学
特
論
 

2 

電
子
デ
バ
イ
ス
材
料
学
特
論
 

2 

安
全
工
学
特
論
 

2 

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
工
学
特
論
 

2 

機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学
演
習
Ⅰ
 

1 

機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学
演
習
Ⅱ
 

1 

機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学
演
習
Ⅲ
 

1 

機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学
演
習
Ⅳ
 

1 

機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

2 

機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

2 

機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学
特
別
実
験
Ⅲ
 

2 

機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学
特
別
実
験
Ⅳ
 

2 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
 

1 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
 

2 

化
学
・
材
料
分
野
 

フ
ァ
イ
バ
ー
材
料
工
学
ユ
ニ
ッ
ト

移
動
現
象
論
特
論
 

2 

無
機
材
料
化
学
特
論
 

2 

光
材
料
化
学
特
論
 

2 

プ
ロ
セ
ス
開
発
工
学
特
論
 

2 

環
境
資
源
化
学
特
論
 

2 

半
導
体
工
学
 

2 

材
料
反
応
設
計
特
論
 

2 

界
面
科
学
特
論
 

2 

反
応
シ
ス
テ
ム
工
学
特
論
 

2 

触
媒
反
応
工
学
特
論
 

2 

機
能
高
分
子
学
ユ
ニ
ッ
ト
 

生
命
機
能
高
分
子
学
特
論
Ⅰ
 

2 

生
命
機
能
高
分
子
学
特
論
Ⅱ
 

2 

生
命
機
能
高
分
子
学
特
論
Ⅲ
 

2 

フ
ァ
イ
バ
ー
・
機
能
材
料
学
特
論
Ⅰ

2 

フ
ァ
イ
バ
ー
・
機
能
材
料
学
特
論
Ⅱ

2 

合
成
高
分
子
学
特
論
Ⅰ
 

2 
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合
成
高
分
子
学
特
論
Ⅱ
 

2

分
子
集
合
機
能
学
特
論
Ⅰ
 

2

分
子
集
合
機
能
学
特
論
Ⅱ
 

2

分
子
集
合
機
能
学
特
論
Ⅲ
 

2

分
子
集
合
機
能
学
特
論
Ⅳ
 

2

応
用
分
子
化
学
ユ
ニ
ッ
ト
 

分
子
化
学
特
論
Ⅰ
 

2

分
子
化
学
特
論
Ⅱ
 

2

反
応
化
学
特
論
Ⅰ
 

2

反
応
化
学
特
論
Ⅱ
 

2

構
造
化
学
特
論
 

2

機
能
化
学
特
論
Ⅰ
 

2

機
能
化
学
特
論
Ⅱ
 

2

機
能
化
学
特
論
Ⅲ
 

2

機
能
化
学
特
論
Ⅳ
 

2

機
能
化
学
特
論
Ⅴ
 

2

材
料
化
学
特
論
 

2

分
野
共
通
 

化
学
・
材
料
演
習
Ⅰ
 

1

化
学
・
材
料
演
習
Ⅱ
 

1

化
学
・
材
料
演
習
Ⅲ
 

1

化
学
・
材
料
演
習
Ⅳ
 

1

化
学
・
材
料
特
別
実
験
Ⅰ
 

2

化
学
・
材
料
特
別
実
験
Ⅱ
 

2

化
学
・
材
料
特
別
実
験
Ⅲ
 

2

化
学
・
材
料
特
別
実
験
Ⅳ
 

2

応
用
生
物
科
学
分
野
 

応
用
生
態
学
特
論
 

2

保
全
環
境
学
特
論
 

2

農
産
製
造
学
特
論
 

2

資
源
微
生
物
学
特
論
 

2

応
用
微
生
物
学
特
論
 

2

応
用
昆
虫
学
特
論
 

2

発
生
生
物
学
特
論
 

2

蛋
白
質
工
学
特
論
 

2

家
畜
生
産
学
特
論
 

2

蚕
利
用
学
特
論
Ⅰ
 

1

蚕
利
用
学
特
論
Ⅱ
 

1

植
物
工
学
特
論
 

2

細
胞
生
物
学
特
論
 

2

シ
ル
ク
加
工
利
用
学
特
論
 

2

分
子
育
種
学
特
論
Ⅰ
 

1

分
子
育
種
学
特
論
Ⅱ
 

1

生
体
材
料
学
特
論
 

2

育
種
工
学
特
論
 

2 

ゲ
ノ
ム
機
能
工
学
特
論
 

2 

生
殖
生
物
学
特
論
 

2 

応
用
生
物
科
学
特
論
 

1 

繊
維
状
蛋
白
質
特
論
 

2 

応
用
生
物
科
学
演
習
Ⅰ
 

1 

応
用
生
物
科
学
演
習
Ⅱ
 

1 

応
用
生
物
科
学
演
習
Ⅲ
 

1 

応
用
生
物
科
学
演
習
Ⅳ
 

1 

応
用
生
物
科
学
特
別
研
究
Ⅰ
 

2 

応
用
生
物
科
学
特
別
研
究
Ⅱ
 

2 

応
用
生
物
科
学
特
別
研
究
Ⅲ
 

2 

応
用
生
物
科
学
特
別
研
究
Ⅳ
 

2 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
 

1 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
 

2 

農
学
専
攻
 

農
学
専
攻
 

科
目
区
分
 

授
業
科
目
 

単 位
 

専
攻
共
通
科
目
 

食
と
緑
の
科
学
特
論
 

2 

国
際
農
学
特
論

I 
2 

国
際
農
学
特
論
Ⅱ
 

2 

国
際
農
学
特
論
Ⅲ
 

2 

国
際
農
学
特
論
Ⅳ
 

2 

国
際
農
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

2 

国
際
農
学
特
別
演
習
Ⅱ
 

2 

国
際
農
学
特
別
実
習
Ⅰ
 

2 

国
際
農
学
特
別
実
習
Ⅱ
 

2 

Ad
va
nc
ed
 L
ec
tu
re
 i
n 
In
te
rn
at
io
na
l 
Ag
ri
cu
lt
ur
al
 a
nd
 L
if
e 
Sc
ie

nc
eⅠ

 
1 

Ad
va
nc
ed
 L
ec
tu
re
 i
n 
In
te
rn
at
io
na
l 
Ag
ri
cu
lt
ur
al
 a
nd
 L
if
e 
Sc
ie

nc
eⅡ

 
1 

Ad
va
nc
ed
 S
em
in
ar
 f
or
 I
nt
er
na
ti
on
al
 A
gr
ic
ul
tu
ra
l 
an
d 
Li
fe
 S
ci

en
ce
Ⅰ
 

1 

Ad
va
nc
ed
 S
em
in
ar
 f
or
 I
nt
er
na
ti
on
al
 A
gr
ic
ul
tu
ra
l 
an
d 
Li
fe
 S
ci

en
ce
Ⅱ
 

1 

Ad
va
nc
ed
 E
xp
er
im
en
ta
l 
Co
ur
se
 o
n 
In
te
rn
at
io
na
l 
Ag
ri
cu
lt
ur
al
 a

nd
 L
if
e 
Sc
ie
nc
eⅠ

 
1 

Ad
va
nc
ed
 E
xp
er
im
en
ta
l 
Co
ur
se
 o
n 
In
te
rn
at
io
na
l 
Ag
ri
cu
lt
ur
al
 a

nd
 L
if
e 
Sc
ie
nc
eⅡ

 
1 

海
外
農
学
特
別
実
習
 

2 

先
端
生
命
科
学

分
野
 

生
命
機
能
工
学
ユ
ニ
ッ
ト

基
礎
生
命
機
能
科
学
特
論
 

2 

生
命
機
能
科
学
特
論
 

2 

生
命
機
能
工
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

2 
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生
命
機
能
工
学
特
別
演
習
Ⅱ
 

2

生
命
機
能
工
学
特
別
実
験
実
習
 

2

細
胞
シ
ス
テ
ム
科
学
ユ
ニ

ッ
ト
 

細
胞
シ
ス
テ
ム
科
学
特
論
 

2

動
物
細
胞
工
学
特
論
 

2

細
胞
シ
ス
テ
ム
科
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

2

細
胞
シ
ス
テ
ム
科
学
特
別
演
習
Ⅱ
 

2

細
胞
シ
ス
テ
ム
科
学
特
別
実
験
実
習
 

2

生
物
共
生
科
学
ユ
ニ
ッ
ト

菌
類
共
生
科
学
特
論
 

2

農
環
境
特
論
 

2

生
物
共
生
科
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

2

生
物
共
生
科
学
特
別
演
習
Ⅱ
 

2

生
物
共
生
科
学
特
別
実
験
実
習
 

2

分
野
共
通
 

先
端
生
命
科
学
特
論
 

2

先
端
生
命
科
学
特
別
演
習
 

2

特
別
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
(短

期
) 

2

特
別
研
究
 

10

Ad
va
nc
ed
 S
tu
dy
 f
or
 L
if
e 
Sc
ie
nc
e 

2

食
品
生
命
科
学

分
野
 

食
品
生
物
機
能
科
学
ユ
ニ

ッ
ト
 

応
用
微
生
物
学
特
論
 

2

分
子
生
物
・
遺
伝
子
工
学
特
論
 

2

食
品
生
物
機
能
科
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

2

食
品
生
物
機
能
科
学
特
別
演
習
Ⅱ
 

2

食
品
生
物
機
能
科
学
特
別
実
験
実
習
 

2

食
料
機
能
解
析
学
ユ
ニ
ッ

ト
 

食
料
分
析
化
学
特
論
 

2

食
料
機
能
解
析
学
特
論
 

2

食
料
機
能
解
析
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

2

食
料
機
能
解
析
学
特
別
演
習
Ⅱ
 

2

食
料
機
能
解
析
学
特
別
実
験
実
習
 

2

食
品
分
子
機
能
学
ユ
ニ
ッ

ト
 

食
品
分
子
機
能
学
特
論
 

2

食
品
機
能
開
発
学
特
論
 

2

食
品
分
子
機
能
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

2

食
品
分
子
機
能
学
特
別
演
習
Ⅱ
 

2

食
品
分
子
機
能
学
特
別
実
験
実
習
 

2

分
野
共
通
 

食
料
資
源
利
用
学
特
論
 

2

食
品
生
命
科
学
特
別
演
習
 

2

特
別
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
(短

期
) 

2

特
別
研
究
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Ad
va
nc
ed
 S
tu
dy
 f
or
 F
oo
d 
Sc
ie
nc
e 

2

生
物
資
源
科
学

分
野
 

動
物
資
源
生
産
学
ユ
ニ
ッ

ト
 

動
物
資
源
生
産
学
特
論
Ⅰ
 

2

動
物
資
源
生
産
学
特
論
Ⅱ
 

2

動
物
資
源
生
産
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

2

動
物
資
源
生
産
学
特
別
演
習
Ⅱ
 

2 

動
物
資
源
生
産
学
特
別
実
験
実
習
 

2 

植
物
資
源
生
産
学
ユ
ニ
ッ

ト
 

植
物
資
源
生
産
学
特
論
Ⅰ
 

2 

植
物
資
源
生
産
学
特
論
Ⅱ
 

2 

植
物
資
源
生
産
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

2 

植
物
資
源
生
産
学
特
別
演
習
Ⅱ
 

2 

植
物
資
源
生
産
学
特
別
実
験
実
習
 

2 

生
産
環
境
シ
ス
テ
ム
学
ユ

ニ
ッ
ト
 

生
産
環
境
シ
ス
テ
ム
学
特
論
Ⅰ
 

2 

生
産
環
境
シ
ス
テ
ム
学
特
論
Ⅱ
 

2 

生
産
環
境
シ
ス
テ
ム
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

2 

生
産
環
境
シ
ス
テ
ム
学
特
別
演
習
Ⅱ
 

2 

生
産
環
境
シ
ス
テ
ム
学
特
別
実
験
実
習
 

2 

分
野
共
通
 

生
物
・
食
資
源
生
産
学
特
論
 

2 

生
物
資
源
科
学
特
別
演
習
 

2 

特
別
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
(短

期
) 

2 

特
別
研
究
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Ad
va
nc
ed
 S
tu
dy
 f
or
 B
io
lo
gi
ca
l 
Re
so
ur
ce
s 

2 

高
冷
地
域
先
端
農
業
特
別
演
習
 

2 

環
境
共
生
学
分

野
 

森
林
資
源
利
用
学
ユ
ニ
ッ

ト
 

森
林
資
源
利
用
学
特
論
 

2 

木
材
理
学
特
論
 

2 

森
林
資
源
利
用
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

2 

森
林
資
源
利
用
学
特
別
演
習
Ⅱ
 

2 

森
林
資
源
利
用
学
特
別
実
験
実
習
 

2 

地
域
環
境
共
生
学
ユ
ニ
ッ

ト
 

地
域
環
境
計
画
学
特
論
 

2 

緑
地
環
境
評
価
学
特
論
 

2 

地
域
環
境
共
生
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

2 

地
域
環
境
共
生
学
特
別
演
習
Ⅱ
 

2 

地
域
環
境
共
生
学
特
別
実
験
実
習
 

2 

山
岳
環
境
保
全
学
ユ
ニ
ッ

ト
 

山
地
保
全
学
特
論
 

2 

森
林
生
態
学
特
論
 

2 

山
岳
環
境
保
全
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

2 

山
岳
環
境
保
全
学
特
別
演
習
Ⅱ
 

2 

山
岳
環
境
保
全
学
特
別
実
験
実
習
 

2 

分
野
共
通
 

環
境
共
生
学
特
論
 

2 

環
境
共
生
学
特
別
演
習
 

2 

特
別
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
(短

期
) 

2 

特
別
研
究
 

10
 

Ad
va
nc
ed
 S
tu
dy
 f
or
 E
nv
ir
on
me
nt
al
 S
ci
en
ce
 

2 

生
命
医
工
学
専
攻
 

生
命
医
工
学
専
攻
 

科
目
区
分
 

授
業
科
目
 

単
位

－69－



専
攻
共
通
科
目
 基

礎
科
目

医
療
倫
理
学
・
社
会
医
工
学
 

2 

工
学
基
礎
 

2 

生
物
学
基
礎
 

2 

行
政
・
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
 2
～
6 

生
命
工
学
分
野
 

生
命
工
学
特
論
 

2 

先
進
応
用
生
命
科
学
特
論
 

2 

生
命
情
報
科
学
特
論
 

2 

先
進
生
命
化
学
特
論
 

2 

分
子
生
物
科
学
特
論
 

2 

学
外
特
別
講
義
Ａ
 

2 

学
外
特
別
講
義
Ｂ
 

2 

生
命
工
学
演
習
Ⅰ
 

2 

生
命
工
学
演
習
Ⅱ
 

2 

生
命
工
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

4 

生
命
工
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

4 

生
体
医
工
学
分
野
 

生
体
医
工
学
特
論
 

2 

生
体
流
体
力
学
特
論
 

2 

生
体
マ
イ
ク
ロ
デ
バ
イ
ス
特
論
 

2 

生
体
情
報
シ
ス
テ
ム
学
特
論
 

2 

動
物
行
動
学
特
論
 

2 

生
体
材
料
学
特
論
 

2 

バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
特
論
 

2 

生
体
応
答
学
特
論
 

2 

生
体
計
測
学
特
論
 

2 

組
織
工
学
特
論
 

2 

ロ
ボ
ッ
ト
制
御
学
特
論
 

2 

生
物
機
械
工
学
特
論
 

2 

生
体
電
子
工
学
特
論
 

2 

学
外
特
別
講
義
Ａ
 

2 

学
外
特
別
講
義
Ｂ
 

2 

生
体
医
工
学
演
習
Ⅰ
 

2 

生
体
医
工
学
演
習
Ⅱ
 

2 

生
体
医
工
学
特
別
実
験
Ⅰ
 

4 

生
体
医
工
学
特
別
実
験
Ⅱ
 

4 

地
域
共
生
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

地
域
共
生
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

授
業
科
目
 

単
位

地
域
連
携
・
経
営
学
特
論
Ⅰ
 

2

地
域
連
携
・
経
営
学
特
論
Ⅱ
 

2

動
植
物
環
境
共
生
学
特
論
 

2

食
品
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
特
論
 

2

中
山
間
地
域
管
理
学
 

2

生
命
産
業
科
学
特
論
 

2

地
域
課
題
探
究
特
論
 

2

地
域
課
題
探
究
演
習
Ⅰ
 

2

地
域
課
題
探
究
演
習
Ⅱ
 

2

特
別
研
究
 

10

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

授
業
科
目
 

単
位
 

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
特
論
 

2 

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
特
別
演
習
Ⅰ
 

2 

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
特
別
演
習
Ⅱ
 

2 

信
州
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
特
論
 

2 

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
特
別
実
験
実
習
 

2 

Ad
va
nc
ed
 S
tu
dy
 f
or
 l
an
ds
ca
pe
 p
la
nn
in
g 

2 

特
別
研
究
 

10
 

In
te
rn
at
io
na
l 
Gr
ad
ua
te
 P
ro
gr
am
 f
or
 A
gr
ic
ul
tu
ra
l 
an
d 
Bi
ol
og
ic
al
 S
ci
en
ce
 

In
te
rn
at
io
na
l 
Gr
ad
ua
te
 P
ro
gr
am
 f
or
 A
gr
ic
ul
tu
ra
l 
an
d 
Bi
ol
og
ic
al
 S
ci
en
ce

授
業
科
目
 

単
位

Ag
ri
cu
lt
ur
al
 a
nd
 B
io
lo
gi
ca
l 
St
ud
ie
s 
Ⅰ
 

2

Ag
ri
cu
lt
ur
al
 a
nd
 B
io
lo
gi
ca
l 
St
ud
ie
s 
Ⅱ
 

2

Sp
ec
ia
l 
Tr
ai
ni
ng
 f
or
 A
gr
ic
ul
tu
ra
l 
Sc
ie
nc
e 

2

Ad
va
nc
ed
 S
em
in
ar
 f
or
 A
gr
ic
ul
tu
ra
l 
an
d 
Bi
ol
og
ic
al
 S
ci
en
ce
 Ⅰ

 
2

Ad
va
nc
ed
 S
em
in
ar
 f
or
 A
gr
ic
ul
tu
ra
l 
an
d 
Bi
ol
og
ic
al
 S
ci
en
ce
 Ⅱ

 
2

Ad
va
nc
ed
 S
em
in
ar
 f
or
 A
gr
ic
ul
tu
ra
l 
an
d 
Bi
ol
og
ic
al
 S
ci
en
ce
 Ⅲ

 
2

Ad
va
nc
ed
 S
em
in
ar
 f
or
 A
gr
ic
ul
tu
ra
l 
an
d 
Bi
ol
og
ic
al
 S
ci
en
ce
 Ⅳ

 
2

Ad
va
nc
ed
 E
xp
er
im
en
ta
l 
Co
ur
se
 o
n 
Ag
ri
cu
lt
ur
al
 a
nd
 B
io
lo
gi
ca
l 
Sc
ie
nc
e

2

Sp
ec
ia
l 
Re
se
ar
ch
 

10
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大学院総合理工学研究科理学専攻 在学期間１年以上２年未満で修了する者の取り扱いに関する申合せ 

      (令和４年３月４日 総合理工学研究科委員会理学専攻会議 決定) 

 

（趣旨） 

第１条 この申合せは，信州大学大学院学則（平成16年４月７日信州大学学則第２号。以下「大学院学則」と

いう。）第 40 条の規定に基づき，信州大学大学院総合理工学研究科理学専攻（以下「本専攻」という。）の在

学期間１年以上２年未満で修了（以下「早期修了」という。）する者の取り扱いに関し必要な事項を定める。 

（対象者） 

第２条 早期修了の対象となる者は，修了を希望する学期の終了時（３月又は９月）に在学期間が１年以上

に達し，かつ，事前審査の承認を得た後，所定の修了要件を満たした者とする。 

（事前審査） 

第３条 早期修了を希望する者は，３月に修了を希望する場合は10月10日までに，９月に修了を希望する

場合は４月 10 日までに，指導教員に申し出ることとする。なお，この申し出の期日は，年度により変更

されることがある。 

２ 申し出を受けた指導教員は，以下の各号に掲げる書類（A４版の任意の様式）により，希望者の所属する分

野・ユニットの教務委員に提出する。 

一 学生からの申出書 

二 学生の履歴書 

    研究歴を主として記載したもの。 

三 学生の単位修得状況（取得見込みを含む。）に関する調書 

四 学生の修士論文作成状況に関する調書 

五 指導教員の推薦理由書 

   この申合せの適用を受けるに値する優秀であることの理由を，学業成績に関する所見，研究課題に対す

るアプローチの仕方における学生の資質と寄与の程度及び研究能力に関する所見等とともに記載したもの。 

六 学生の業績書 

   学位論文に関連した筆頭著者（主著者）の原著論文１編の別刷り又はその写しが添付されたもの。 

七 指導教員は，前各号に掲げるもののほか，必要と認める場合には，次の書類を提出できる。 

    ア 学生が，他の大学院又は外国の大学院で修得した単位がある場合には，当該大学院の成績証明書 

    イ 修了後の進路に関する調書（博士課程への進学等） 

    ウ その他参考となる書類 

３ 当該分野・ユニットの教務委員は，分野・ユニット会議の承認が得られた後，前項の書類を，３月に修了

を希望する場合は10月末日までに，9月に修了を希望する場合は 4月末日までに教務委員長に提出する。 

４ 教務委員長は，教務委員会に諮った後，総合理工学研究科委員会理学専攻会議に諮る。 

５ 教務委員長は，事前審査の結果を当該希望者に通知するとともに総合理工学研究科長へ報告する。 

（修士学位論文の審査） 

第４条 事前審査に合格した者は，研究科及び本専攻の定める修士学位論文の審査手続きを行う。 

（その他） 

第５条 この申合せの実施に関し疑義が生じた場合は，教務委員会において審議の上，決定する。 

２ 早期修了に関する事務は学務グループにおいて処理する。 

 

 附 則 

 この申合せは，令和４年４月１日から実施する。 

8-4 早期修了（理学専攻）  

－71－



 

大学院総合理工学研究科生命医工学専攻 在学期間１年以上２年未満で修了する者の取り扱いに関する申合せ 

（平成30年3月7日 生命医工学専攻会議 決定） 

（趣旨） 

第１ この申合せは，信州大学大学院学則（平成16年４月７日信州大学学則第２号。以下「大学院学則」という。）第40条の

規定に基づき，信州大学大学院総合理工学研究科生命医工学専攻（以下「本専攻」という。）の在学期間１年以上２年未満

で修了（以下「早期修了」という。）する者の取り扱いに関し必要な事項を定める。 

（対象者） 

第２ 早期修了の対象となる者は，修了を希望する学期の終了時（３月又は９月）に在学期間が１年以上に達し，か

つ，事前審査の承認を得た後，所定の修了要件を満たした者とする。 

（事前審査） 

第３ 早期修了を希望する者は，３月に修了を希望する場合は10月10日までに，９月に修了を希望する場合は４月10日ま

でに，指導教員に申し出ることとする。 

なお，この申し出の期日は，年度により変更されることがある。 

２ 指導教員は，次の各号に掲げる書類（Ａ４版の任意の様式）を，希望者の所属するキャンパスの学生・教務委員に

提出する。 

一 学生からの申出書 

二 学生の履歴書 

研究歴を主として記載したもの。 

三 学生の単位修得状況（修得見込みを含む）及び履修計画に関する調書 

四 学生の修士論文作成状況に関する調書 

五 指導教員の推薦理由書 

この申合せの適用を受けるに値する優秀であることの理由を，学業成績に関する所見，研究課題に対

するアプローチの仕方における学生の資質と寄与の程度及び研究能力に関する所見等とともに記載した

もの。 

六 学生の業績書 

学位論文に関連した筆頭著者の原著論文１編以上に関する資料が添付されたもの。 

七 指導教員は，前各号に掲げるもののほか，必要と認める場合には，次の書類を提出できる。 

イ 学生が，他の大学院又は外国の大学院で修得した単位がある場合には当該大学院の成績証明書 

ロ 修了後の進路に関する調書（博士課程への進学等） 

ハ その他参考となる書類 

３ 当該キャンパスの学生・教務委員は，前項の書類に基づき，当該分野における審査を行う。承認された場合は，３

月に修了を希望する場合は10月末日までに，９月に修了を希望する場合は４月末日までに，学生・教務委員長宛て

に，本専攻における審査を依頼する。 

４ 学生・教務委員長は，同委員会における審査を行ない，承認された場合は，生命医工学専攻会議に

諮り，事前審査を行う。 

５ 指導教員は，事前審査の結果を当該希望者に通知する。 

（修士学位論文の審査） 

第４ 事前審査に合格した者は，研究科及び本専攻の定める修士学位論文の審査手続きを行う。 

（その他） 

第５ この申合せの実施に関し，疑義を生じた場合は，生命医工学専攻会議の議により決定する。 

 

附 則 

本申し合わせは，平成30年4月1日から実施する。 

8-4 早期修了（生命医工学専攻） 
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信州大学大学院総合理工学研究科転専攻に関する申合せ 

 

総合理工学研究科（以下「研究科」という。）における転専攻については，信州大学大

学院学則（平成 16 年 4 月 7 日信州大学学則第２号）第 26 条第 2 項の規定に基づき，以下

の定めるところによる。 

 

第１ 転専攻の申出資格 

研究科の１年次在籍者とする。 

第２ 転専攻の時期 

学期又は学年の始めとする。 

第３ 転専攻の手続き 

転専攻の手続きは，次により行うものとする。 

（１）転専攻希望学生は，転専攻を希望する日の２ヶ月前までに，現指導教員及び受入れ

専攻において指導を希望する教員の承諾を得たうえで，転専攻願（別紙様式１）及び研

究計画書（別紙様式２）を，所属キャンパス担当者をとおして，研究科長へ提出する。 

（２）研究科長は，受入れ専攻に対して転専攻希望学生の受入れについての審査等を依頼

する。 

第４ 選考方法 

受入れ専攻は適性等を判断するため，口頭試問を含む学習状況その他についての審査

を行うものとする。 

第５ 既修得単位の取扱 

（１）転専攻前に修得した科目の単位は，受け入れ専攻等において修得したものとみなす。 

（２）受け入れ専攻が認める場合は，研究科の承認を得て，修了に必要な単位に参入する

ことができる。 

第６ 転専攻の判定 

総合理工学研究科委員会で決定する。 

第７ 在学期間 

転専攻をした者は，転専攻をする前に在学した期間（休学期間を除く。）を通算し，

４年を超えて在学することができない。 

第８ 休学期間 

転専攻をした者の休学期間は，転専攻をする前に休学した期間を通算し，２年を超え

ることができない。 

第９ 留意事項 

本申合せにより転専攻を認められた学生に対しては，以後の転専攻は認めないものと

する。 

第 10 その他 

本申合せに規定するもののほか，転専攻に関して必要な事項は，各専攻において定め

る。 

 

附則 

この申合せは，平成 26 年２月 20 日から実施する。 

附則 
この申合せは，平成 28 年 7 月 14 日から施行する。 

附則 
この申合せは，令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 
 

 

8-5 転専攻（総合理工学研究科） 
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別
紙

様
式
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月
 

 
 
日

 

転
専

攻
願

 

 

総
合
理
工

学
研

究
科
長
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入
学
年
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専
攻
及
び

分
野

 

学
籍
番
号

 

氏
 
 
名

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

 

下
記
の
と

お
り

転
専
攻

し
た

い
の
で

，
ご

許
可
願

い
ま
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。
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．

受
け

入
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を

希
望
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．
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攻
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．
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４
．

現
 

指
 
導

 
教

 
員
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
（

自
署
）

 

  ５
．

受
け

入
れ
を

希
望

す
る
専

攻
の

希
望
指

導
教

員
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
（

自
署
）

 

  

別
紙

様
式
２

 
研

  
究

  
計

  
画

  
書

 
 ※

印
の

欄
は

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
 

 

信
州

大
学

大
学

院
総

合
理

工
学

研
究

科
 

学
籍

番
号

 
氏

名
備

考

※
 

研
究

テ
ー

マ
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信州大学大学院総合理工学研究科における長期履修学生制度の取扱要項 

 

この取扱要項は，信州大学大学院総合理工学研究科規程（平成 28 年信州大学規程第 268 号）第 16

条に定める長期にわたる教育課程の履修（以下「長期履修学生制度」という。）について，社会人学生

等を対象に計画的な長期在学・履修により修学の便宜と授業料の軽減を図ることを目的として，本研

究科における取扱いを，次のとおり定める。 

 

１．申請資格 

原則として職業を有している社会人とする。 

２．長期履修の開始日 

原則として年次の始めとする。 

３．長期履修の在学年限 

４年間を超えることはできない。 

４．申請手続き 

長期履修を希望する学生は，入学手続期間内に「長期履修希望調書」（別紙様式１）を，入学後に

「長期にわたる教育課程の履修申請書」（別紙様式２）を研究科長に提出する。 

在学生にあっては１年次の後学期が終了する２か月前までに「長期にわたる教育課程の履修申請

書」（別紙様式２）を研究科長に提出する。 

休学に伴う変更については,「休学に伴う長期にわたる教育課程の履修計画変更申請書」（別紙様

式３－１）を研究科長に提出する。 

また，相当の理由により長期履修期間を延長する場合は，「長期にわたる教育課程の履修期間変更

申請書」（別紙様式３－２）を研究科長に提出する。 

５．履修期間の短縮申請手続き 

申請が認められた学生が在学期間を短縮する場合は，各学期が終了する２か月前までに「長期に

わたる教育課程の履修期間の短縮申請書」（別紙様式４）を研究科長に提出する。 

６．審査及び報告 

研究科長は，提出された申請書の審査を専攻会議に付託する。 

なお，審査結果は，当該学生あてに許可書（別紙様式５，６－１，６－２，７）を通知するとと

もに，学長に報告（別紙様式８，９－１，９－２，10）する。 

７．授業料の納入 

申請を許可された学生は，「信州大学授業料等に関する規程（平成 16 年信州大学規程第 85 号）」

が定める長期履修学生の所定の授業料を各学期の納期限までに納入する。そのほか，短縮を許可さ

れた場合及び学年中途で修了する場合も同規程による。 

 

附 則 

この取扱いは，平成 28年４月１日から施行する。 

附 則 

この取扱いは，令和3年4月１日から施行する。 

 

8-6 長期履修学生制度の取扱要項（総合理工学研究科） 

－75－



1 
 

2 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( ) 
 

 
 

3 
 

 
 

   

   

   

   

   

   

   

   

16  

4 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( ) 
 

 
 

－76－



5 
 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

16  

6 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( ) 
 

 
( ) 

 

 
 

7 
 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

16  

8 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( ) 
 

 
( ) 

 

 

 

 

 

  

 
 

－77－



9 
 

 
   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

10 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
( ) 

 

 

 
 

 
 

 

  

11 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
( ) 

 

 
 

 
 

 

12 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
( ) 

 

 

 

  

－78－



13 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
( ) 

 

 
 

 
 

  

14 
 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

      
 

      
 

      
 

      
 

      
 

      
 

      
 

      
 

      
 

      
 

( ) ( )  

15 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

    
 

  
 

      
 
 

      
 
 

      
 
 

      
 
 

      
 
 

      
 
 

( ) ( )  

16 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

  
 

  
 

      
 
 

      
 
 

      
 
 

      
 
 

      
 
 

      
 
 

( ) ( )  

－79－



17 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

    
 

 
 

      
 

      
 

      
 

      
 

      
 

      
 

      
 

      
 

      
 

      
 

( ) ( )

－80－



信
州

大
学
大

学
院
総

合
理
工

学
研
究

科
 
他

の
大
学

院
等
に

お
け
る

研
究
指

導
に
関

す
る
取

扱
要
項

 

  （
趣

 
旨

）
 

第
１

条
 

信
州
大

学
大
学

院
学
則
（

以
下
「

大
学
院

学
則
」
と

い
う
。
）
第

3
6
条

の
規

定
に
基

づ
き
，
信

州
大
学

大
学

院

総
合

理
工

学
研

究
科

の
学

生
が

他
の

大
学

の
大

学
院

若
し

く
は

研
究

所
等

又
は

外
国

の
大

学
の

大
学

院
若

し
く

は
研

究
所
等
（

以
下
「

他
の
大

学
院
等

」
と

言
う

。
）
に

お
い
て

，
特
定

の
課
題

に
つ
い

て
研
究

指
導
を

受
け
る

場
合
の

取
扱

い
に
つ

い
て
は

，
こ
の

要
項
の

定
め
る

と
こ
ろ

に
よ
る

。
 

 （
協

 
議

）
 

第
２

条
 

大
学
院

学
則
第

36
条

に
規
定

す
る

協
議

は
，
他
の
大

学
院
等

と
事
前

に
次
の

各
号
に

掲
げ
る

事
項
に

つ
い
て

，

指
導
教

員
が
調

整
の
上

，
総
合

理
工
学

研
究
科

長
（
以

下
「
研

究
科
長

」
と
い

う
。
）

が
行

う
。

 

（
１

）
研

究
課
題

 

（
２

）
研

究
期
間

 

（
３

）
対

象
と
な

る
学
生

 

（
４

）
他

の
大
学

院
等
に

お
け
る

研
究
を

指
導
す

る
者
 

（
５

）
授

業
等
費

用
の
取

扱
方
法

 

（
６

）
そ

の
他
必

要
な
事

項
 

 （
研

究
指

導
の
許

可
）
 

第
３

条
 

他
の
大

学
院
等

に
お
い

て
研
究

指
導
を

受
け
る

こ
と
の

許
可
は

，
代

議
員
会

の
議
を

経
て
，
研
究

科
長
が

行
う
。
 

 （
受

入
れ

の
依
頼

）
 

第
４

条
 

研
究
科

長
は
，
前
条

に
よ
り

研
究
指

導
を
受

け
る
こ

と
を
許

可
し
た

学
生
に

つ
い
て

，
大

学
院
等

に
受
入

れ
を

依
頼
す

る
も
の

と
す
る

。
 

 （
研

究
指

導
の
手

続
）
 

第
５

条
 

他
の
大

学
院
等

に
お
い

て
研
究

指
導
を

受
け
よ

う
と
す

る
者
は

，
大

学
院
等

が
国
内

に
あ
る

場
合
は

，
研

究
指

導
申
請

願
（
別

紙
様
式

１
）
を

，
外

国
に
あ

る
場
合

は
留
学

願
（
別

紙
様
式

２
）
を

指
導
教

員
の
承

認
を
得

て
，
研

究

科
長
に

提
出
し

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
。

 

 （
研

究
指

導
の
許

可
期
間

）
 

第
６

条
 

他
の
大

学
院
等

で
研
究

指
導
を

受
け
る

こ
と
の

で
き
る

期
間
は

，
１
年

を
超
え

な
い
も

の
と
す

る
。
 

 （
研

究
課

題
）
 

第
７

条
 

他
の
大

学
院
等

に
お
い

て
受
け

る
研
究

指
導
の

課
題
は

，
研

究
科

の
学
生

と
し
て

必
要
か

つ
適
切

な
指
導

を
受

け
る
こ

と
が
期

待
で
き

る
研
究

課
題
と

す
る
。

 

 （
研

究
報

告
）
 

第
８

条
 
他
の
大

学
院
等

に
お
い

て
研
究

指
導
を

受
け
る

こ
と
を

許
可
さ

れ
た
者

は
，
研
究

指
導
を

受
け
始

め
た
と

き
は
，

直
ち
に

研
究
開

始
届
（

別
紙
様

式
３
）

を
研
究

科
長
に

提
出
し

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
。

 

２
 

他
の

大
学
院

等
に
お

い
て
研

究
指
導

を
受
け

終
わ
っ

た
と
き

は
，
直

ち
に
研

究
終
了

届
（

別
紙
様

式
４
）
及
び

研
究

成
果
報

告
書
（

別
紙

様
式
５

）
に

大
学
院

等
か
ら

交
付
さ

れ
た
研

究
指
導

を
受
け

終
わ
っ

た
こ
と

の
証
明

書
等
を

添
付

の
上
研

究
科
長

に
提
出

し
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

。
 

 （
授

業
料

の
納
付

）
 

第
９

条
 
他

の
大

学
院

等
に

お
い

て
研

究
指

導
を

受
け

る
こ

と
を

許
可

さ
れ

た
者

は
，

当
該

期
間

中
に

お
い

て
も

，
信

州

大
学
に

所
定
の

授
業
料

を
納
付

し
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

。
 

 

附
則

 

こ
の

要
項

は
，
平

成
３
年

４
月
１

日
か
ら

施
行
す

る
。
 

 附
則

 

こ
の

要
項

は
，
平

成
７
年

４
月
１

日
か
ら

施
行
す

る
。
 

 附
則

 

こ
の

要
項

は
，
平

成
17

年
４
月

１
日
か

ら
施
行

す
る
。

 

 附
則

 

１
 

こ
の

要
項
は

，
平
成

2
4
年

４
月

１
日
か
ら

施
行
す

る
。
 

２
 

工
学

系
研
究

科
が
存

続
す
る

ま
で
の

間
，
現

に
工
学

系
研
究

科
に
在

学
す
る

学
生
に

つ
い
て

は
，
こ

の
要

項
中
「

理

工
学
系

研
究
科

」
を
「

工
学
系

研
究
科

」
と

，「
理
工

学
系

研
究

科
長
」
を
「

工
学
系

研
究
科

長
」
と

，
そ

れ
ぞ
れ
読

み

替
え
て

適
用
す

る
も
の

と
す
る

。
 

 附
則

 

１
 

こ
の

要
項
は

，
平
成

2
6
年

４
月

１
日
か
ら

施
行
す

る
。
 

 附
則

 

１
 

こ
の

要
項
は

，
平
成

2
8
年

7
月

1
4
日

か
ら

施
行
す

る
。
 

２
 

理
工

学
系
研

究
科
が

存
続
す

る
ま
で

の
間
，
現
に

理
工
学

系
研
究

科
に
在

学
す
る

学
生
に

つ
い
て

は
，
こ

の
要

項
中

「
総
合

理
工
学

研
究
科

」
を
「

理
工
学

系
研
究

科
」
と
，「

総
合

理
工

学
研

究
科
長

」
を
「

理
工

学
系
研

究
科
長

」
と

，

そ
れ
ぞ

れ
読
み

替
え
て

適
用
す

る
も
の

と
す
る

。
 

 附
則

 

１
 

こ
の

要
項
は

，
平
成

3
0
年

9
月

1
日
か
ら

施
行
す

る
。
 

 附
則

 

１
 

こ
の

要
項
は

，
令
和

3
年

4
月

1
日
か

ら
施

行
す
る

。
 

 

 8-7．他の大学院等における研究指導に関する取扱い要項 
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ハラスメント（嫌がらせ）にあったら 
【ハラスメント相談員】に相談してください 

～信州大学イコール･パートナーシップ委員会から学生の皆さんへ～ 
 ハラスメントって何︖ 
◎ハラスメントとは、信州大学では、「ハラスメントの防止等に関する規程」で、ハラスメントを次の４つに分

類しています。（規程全文は、信州大学ＨＰ「信州大学について」→「大学概要・理念」→「国立大学法人信州大学規則

集」→「規則一覧」→「第１編 全学 第６章 人事」に掲載。） 

 

Ⅰ︓セクシュアル・ハラスメント･･･ 
・ 意図するかどうかにかかわらず，性差別的又は性的な言動によって，相手を不快にさせる行為や，相手に性

的な誘い又は要求をする行為のほか，卑猥なポスターなどで修学環境を損ねるような行為も含まれます。ま

た，これらの行為は異性に対するものだけでなく，同性に対するものも該当します。 

・ セクシュアル・ハラスメントかどうかは、基本的には受け手が不快に感じるかどうかです。当事者間の認識
や意識のズレが原因となることが少なくないだけに、相手を思いやる配慮が根絶の第一歩です。 

Ⅱ︓アカデミック・ハラスメント･･･ 
・ 教員等が教育・研究において、地位・職務権限を利用して学生等に著しい不利益を与えたり、不適切な言動

で環境を害したりする行為を言います。 

・ 典型的な事例は、人格まで否定するような言葉の暴力、正当な理由なくまったく指導してもらえない、研究・

論文執筆等の妨害、非常識なノルマや雑用・私用の命令、極度のえこひいき、などです。 

Ⅲ︓パワー・ハラスメント･･･ 
・ 優越的な関係を背景とした言動であり、就業上や修学上の環境を害する行為です。 

Ⅳ︓その他のハラスメント･･･ 
・ その他のハラスメントとは、セクハラ、アカハラ、パワハラに準じる行為や学外者によるハラスメントです。 

 

 

ハラスメントを受けて辛いと感じたら、ハラスメント相談員に相談してください。 
◎ハラスメント相談員は、本学の教職員で構成され、全学教育機構、各学部等の男女それぞれ複数名からなりま

す。ハラスメント相談員は、あなたの立場になって相談にのります。 

・ 秘密は厳守されます。相談したからといって、不利益な取扱いをされることもありません。 

・ ハラスメントを受けていることを聴いてもらいたいだけの時も連絡していただいて構いません。 

・ 相談は友人と一緒でも構いません。 

・ 他学部の相談員に相談しても構いません。 

・ 相談内容によっては総合健康安全センターのカウンセリングを受けることができます。 

◎ハラスメント相談員は、ハラスメント行為を受けているあなたのサポーターのような立場の人です。あなたと

の相談の結果、事態解消のための行為者への「申入れ」や「ハラスメント相談調査対策委員会」の設置（裏面
※①、②）をあなたが望んだ場合、イコール・パートナーシップ委員会（下記参照）への申請手続について助
言してくれます。イコール・パートナーシップ委員会は、必要に応じて関係の部局長等と協力して「申入れ」

や「ハラスメント相談調査対策委員会」の設置を実施します。 

 

ハラスメント相談員への連絡先は︖ 
氏名一覧と連絡先は、ポータルサイトACSU内に掲示されている名簿でご覧になるか、各学務窓口あるいは「学

生相談センター（0263-37-3165）」にお問い合わせください。 

 

「イコール・パートナーシップ（EP）委員会」とは︖ 
本学の教職員各４名（男女同数）で構成され、ハラスメントのない信州大学にするために学長の下に設置され

た委員会です。しかし、真偽を調査する委員会ではありません。学生一人一人の人権を擁護するとともに､修学

にふさわしい環境が確保されることを目的とする委員会です。差別・人権などについても疑問や問題があれば、

委員会（epiinkai@shinshu-u.ac.jp）か委員いずれかに気軽に相談してください。 

 

 8-8．ハラスメント（嫌がらせ）にあったら 
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※① ⾏為者への「申⼊れ」とは︖ 
イコール・パートナーシップ委員会が、行為者に対してハラスメントの原因となった行為をやめるよう通告

することをいいます。相手に相談者が傷ついたことを理解して、今後同じことをしないようにしてもらえば

よい、と考えるときに適しています。その際、行為者に対して匿名を希望すれば、そのように配慮をします。 

※② 「ハラスメント相談調査対策委員会」の設置とは︖ 
行為者に「申入れ」をしても事態が解消しない場合等は、あなたの要望等を考慮の上、イコール・パートナ

ーシップ委員会の判断により「ハラスメント相談調査対策委員会」が設置されます。行為者とあなたの双方

からの言い分を聞いた上で問題の所在を把握し、それに応じてその後の措置が決まっていきます。 

学外にも相談窓⼝があります。 
①主に⼥性のための相談窓⼝ 

施設等名 各相談 電話番号 曜日・時間等 

⻑野県男⼥共同参画 
センターあいとぴあ 

一般相談、法律相談（要
予約） 

0266-22-8822 

【一般】 火～土 9:00～12:00，13:00～16:30 
【法律】 予約方法、実施日等は直接確認願います。 

女性のためのカウンセ
リング（要予約） 

第2土・第4金 10:00～15:50（一人50分） 
詳細については電話で直接確認願います。 

⼥性センター・ 
パレア松本 

一般相談、女性弁護士に
よる法律相談（要予約）

0263-39-1105 

【一般】（電話）火・第1･第3水･金 9:00～12:00 
（面接）平日 13:00～17:00、 

ただし、第4金 16:00～19:00（要予約）
【法律】 予約方法、実施日等は直接確認願います。 

⻑野県警・性犯罪被害 
ダイヤルサポート110 相談電話 0120-037-555 24時間対応 

⻑野市勤労者⼥性会館 
しなのき 

一般相談 026-237-8778 
（電話）平日、第2土 9:00～16:00 
（面接）平日 9:00～16:00（要予約） 

女性弁護士による 
法律相談（要予約） 

026-237-8303 
第2水 10:00～12:00（要予約） 
（1日4名まで、一人30分） 

上⽥市市⺠プラザ・ゆう 

専任相談員による相談
（要予約） 

0268-27-2988 

火 11:00～18:00、木 10:00～17:00、 
第2・第4土 10:00～17:00 
（土曜の相談は2日前までに要予約） 

女性弁護士による法律
相談（要予約） 

偶数月第4木、奇数月第2・4木 
10:00～12:00（一人30分・無料） 

伊那市保健福祉部 女性のための相談 0265-78-4111 
（電話） 平日 8:30～17:00 
（面接） 平日 8:30～17:00（要予約） 

⼥性の⼈権ホットライン 女性をめぐる人権相談 0570-070-810 
平日 8:30～17:15 
※IP電話からの場合 026-232-8145（長野地方法務局）

②主に男性のための相談窓⼝ 
施設等名 各相談 電話番号 曜日・時間等 

⻑野県男⼥共同参画センタ
ーあいとぴあ 

男性のための相談 
（電話相談） 0266-22-7111 金 17:00～19:00 

⼥性センター・パレア松本 男性の悩み相談 0263-37-1587 第2・第3・第4火 17:00～20：00 

③男⼥を問わない相談窓⼝ 
施設等名 電話番号 曜日・時間 

⼼の電話相談(⻑野県精神保健福祉センター) 026-217-1680 平日 9:30～16:00 

⻑野地⽅法務局⼈権擁護課 026-235-6634 

平日 8:30～17:15 
法務局上⽥⽀局⼈権相談所 0268-23-2001 

法務局松本⽀局⼈権相談所 0263-32-2571 

法務局伊那⽀局⼈権相談所 0265-78-3462 

  さらに詳しくは、県や市町村のホームページなどをご覧ください。 

信州⼤学キャンパス・コード（基本指針）とは・・・ 
信州大学では、基本的指針として６本の柱から成るキャンパス・コードを定めています。 

※全文は、信州大学HP「信州大学について」→「信州大学の方針・取組」→「大学の取り組み」→「ハラスメ

ント防止への取り組み」→「職員・学生の責務と権利」をご覧ください。 

※ 前⾴右端はEP委員会のロゴで，「ep」の⽂字を男⼥のハートにデザインし、2つ合わせた四葉のクローバーです。 

○ 個人を人間として等しく尊重します。            ○ 学問・言論の自由を尊重します。 
○ 性差別の根絶をめざし、男女共同参画を推進します。     ○ 人権侵害等を防止します。 
○ 権利・権限を適正に行使します。              ○ プライバシー等を保護します。 



発⾏・編集 ／ 信州⼤学理学部
〒390-8621 ⻑野県松本市旭3-1-1

学務グループ ℡ 0263-37-2424
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